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社会情勢の著しい変化やグローバル化の波、少子高齢化に伴う人

口減少や科学技術の急速な広がりなど、まさに激動の時代を迎えて

います。そんな時代の中で、教育の重要性がより鮮明になっていま

す。 

平成29年３月に幼・小・中学校の学習指導要領が公示されました。

全ての教科で、「①生きて働く知識・技能  ②未知の状況にも対

応できる思考力・判断力・表現力等  ③学びに向かう力・人間性

等」の３つの柱に基づき、育成すべき資質・能力を明確にして、そ

のために必要な指導方法の工夫・改善が求められています。                                                           

子どもたちが技術革新、グローバル社会の中で活躍し「生きる力」

を育むためには、教職員は時代に合わせた教育の質的転換とこれま

で以上に学び続けることが重要です。 

中央教育審議会答申にも「教職生活全体を通じて、実践的指導力

等を高めるとともに、社会の急速な進展の中で、知識・技能の絶え

ざる刷新が必要であることから、教員が探究力を持ち、学び続ける

存在であることが不可欠である」と、「学び続ける教員像」が示さ

れています。 

子どもたちの模範として、教職員には常に知識や技能の刷新が求

められています。学び続けるということは、教えにつながる重要な

側面でもあります。 

子どもたちを指導していく上で、これまでのように知識や技能を

身に付けることはもちろん必要ですが、予測不能なこれからの社会

にただ単に適応していくだけでなく、自分たちが主役となるための

「新しい社会を創造する力」を身に付けることが求められています。

時代が要請する学びに対して子どもたちをどう支援していけばよ

いのか、どうしたら子どもたちを「主体的・対話的で深い学び」の

学習へと導いていけるのかと考えている先生方も多いことと思い

ます。 

こうした問いには、これだという絶対の解などなく、先生方自ら

が主体的・対話的に学びを深める実践に取り組むこと以外にはない

のではないでしょうか。さまざまな研修に参加した仲間達や、職場

の同僚等とともに、そうした学びを深めていくことが不可欠となっ

ていきます。 

私たち教育研究所スタッフも、本市の教職員、子どもたちのため

に、そして本市教育の発展にしっかり貢献できるよう、多くの皆様

とともに研鑽を積んでまいります。 

実りある教育研究所として更なる機能の充実に努めていく所存

です。今後もご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

教

育

の

質

的

転

換

の

時

代

へ 

 

横

須

賀

市

教

育

研

究

所

長   

 

山

崎 

 

亨 

 

〈巻頭言〉 

 

 

学

び

続

け

る

教

員

を

目

指

し

て 



- 2 - 

 

目 次 

  

巻頭言 1 

目次 2 

日本の教育 4 

横須賀の教育  ― 子ども ― 5 

 ― 教職員数 ― 8 

 ― 教育行政 ― 9 

教育研究所概観 １ 概要 11 

 ２ 調査研究 11 

 ３ 教員研修 11 

 ４ 教育の情報化推進 12 

 ５ 教育研究所運営に関する懇話会 13 

 ６ 平成 30 年度予算 13 

 ７ 職員 13 

調査研究関係 概要 15 

 調査研究事業 15 

 １ 研究員会 15 

 ２ 長期研究 17 

 ３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 18 

 資料・情報提供事業 19 

 理科教育事業 22 

研修関係 概要 25 

 指定研修 26 

 １ 初任者研修講座 26 

 ２ 教職１年経験者研修講座 27 

 ３ 教職６年経験者研修講座 27 

 ４ 中堅教諭資質向上研修講座 27 

 ５ 養護教諭研修講座 28 

 職務等に応じた研修 29 

  １ 管理職研修講座 29 

  ２ 総括教諭研修講座 29 

 ３ 学校運営基礎研修講座 30 

 ４ 初任者研修拠点校指導・校内指導教員研修講座 30 

  ５ 臨時的任用職員研修講座 30 

 選択研修 31 

  １ コミュニケーション研修講座 31 

  ２ 教育課題研修講座 31 

  ３ 学校づくり研修講座 31 

  ４ スキルアップ研修講座 31 

  ５ 訪問支援研修 31 

 ６ よこすか教師塾 32 

 ７ パワーアップ（理科・達人・英語）研修講座 

８ 平成 30 年度 夏季研修講座 

33 

34 

 

 

  

 

 



- 3 - 

 

学校の基盤整備 １ 横須賀市教育情報センター事業 35 

 ２ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 36 

   

教育の情報化 １ 研修事業 37 

 ２ 校務の情報化推進事業 37 

 ３ ICT 授業支援サポーター事業 38 

関係機関との連携  39 

学校教育 指導の目標と重点 40 

 教 科（国語、社会、算数・数学、理科、生活科、音楽、図画工作・美術、 

    体育・保健体育、家庭、技術・家庭、外国語、幼稚園教育課程、 

高等学校教育課程） 

41 

 特別の教科・教科外（小中道徳、小中特別活動、小中総合的な学習の時間、 

児童生徒支援教育研究会、特別支援教育、情報教育、学校図書館、 

学校保健、国際教育・小学校外国語活動、食教育、学校事務、 

小中学校長会、小中学校教頭会） 

48 

 特別支援教育 53 

 人権教育 53 

 学力向上事業  

教科指導員 

54 

54 

 小学校３年生における少人数学級指導 54 

 学習支援員派遣 54 

 読書活動推進事業 55 

 外国語活動 55 

 学校支援員派遣事業 56 

 学校教育賞 56 

 平成 30 年度「学校教育だより」 57 

指定研究概要 神奈川県人権教育研究委託校 58 

 体力つくり 

運動部活動モデル校 

58 

59 

 外国人英語教員活用研究拠点校 59 

フロンティア研究委託 支援教育 60 

 学力向上 61 

 教科等（小学校道徳科、言語能力、中学校特別活動、問題解決的な学習） 61 

 学校図書館の活用 62 

 認め合い高め合う力の育成 63 

 主体的・対話的で深い学び 63 

 防災教育 63 

 外国語教育の推進 64 

教育行事  65 

教育年表  68 

   

   

   

   

   

 



- 4 - 

 

日本の教育    平成 30年度 
 

死者 220人超を出した７月の西日本豪雨、震度 7を記録した９月の北海道地震、最大瞬間風速 58メー

トルを記録し、タンカーが関西国際空港連絡橋に衝突した台風 21号など、大きな災害の多い年だった。

また、危険タックル問題、パワハラ問題、不適切な介入問題など、スポーツ界の不祥事が相次いでおき

た。成人年齢を 18歳に引き下げる民法の改正案が 6月に国会で可決され、2022年に施行される。 

米朝首脳の直接会談が初めて 6月と 2月に開催され、朝鮮半島の非核化が期待されている。 

 以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

◆全国学力学習状況調査 

今回で 11回目となる「全国学力・学習状況調査」

が 4月 17日、小学校 6年生と中学校 3年生を対象

として国語、算数・数学と 3年に一度実施する理

科で行われた。参加した児童生徒は、小学 6年生

約 104万人、中学 3年生は約 101万人、合計で約

206 万人であった。結果の公表は例年より 1 か月

早く、7月 31日だった。文科省は「教育委員会や

学校が結果を分析し、２学期からの授業改善など

に一層活用してほしい」としている。 

都道府県別成績を見ると、昨年度に引き続き、

下位自治体の底上げが進み、上位との差が縮小さ

れてきた。 

◆働き方改革 

教員の働き方に関して中央教育審議会の答申が

1月になされた。 

答申では、学校が担ってきた業務を整理・分担

するとともに、教員の時間外勤務の上限を原則「月

45時間、年 360時間」とするガイドラインを提示、

勤務時間を客観的に把握するよう求めた。部活動

指導や時間外の授業準備なども「勤務」として認

め、ガイドラインの上限の対象とした。 

また、年単位の「変形労働時間制」の導入を提

言。学期中の勤務時間を延ばす代わり、長期休業

中に休みをまとめ取りできる制度で、今後自治体

の判断で導入するかどうか検討する。 

◆小 4児童、虐待で死亡 

1 月千葉県野田市で小 4 女児が父親からの虐待

により死亡した。 

女児は、「お父さんに暴力を受けています」と

学校のいじめアンケートに回答していたが、市教

委が独断でそのアンケートのコピーを父親に渡し

てしまったこと、児相も一時保護後、親族宅から

自宅へ戻す決定をしてしまったことなど対応の不

備が指摘された。 

この事件を受け、政府は要保護児童の欠席が 7

日以上続いたら学校は児童に連絡することや子ど

もからの虐待の申し出を保護者に伝えないことな

どの新ルールを定めた。また親権者のしつけでも

体罰を禁止する児童虐待防止法と児童福祉法の改

正案を閣議決定した。 

◆地震で登校途中の女児死亡 

6月 18日大阪北部で登校時間帯に震度 6弱の地

震があり、小学校のブロック塀が倒壊し、下敷き

になった登校中の女児が死亡した。このブロック

塀は高さ・構造などで建築基準法に違反していた。

このことを受け、文科省は全国の学校にブロック

塀などの点検を要請した。その結果、約 4 分の 1

にあたる1万2652校で安全性に問題のあるブロッ

ク塀などが設置されていることがわかり、早急な

対応を求めた。 

◆「スマホ禁止」見直しの検討 

文科省は 2月、小中学校でスマートフォンを含

む携帯電話の持ち込みを原則禁止するなどした

2009 年の指針の見直しの検討をする考えを示し

た。高い所持率や災害時の連絡手段として有効で

あることを踏まえたものである。スマホ依存など

の懸念する声もあり、ルールの必要性も含め、議

論を進める予定である。 

「スマホ」については、大阪府教育庁が、大阪

北部地震で、携帯電話の持ち込みを認めるよう要

望が多く寄せられたことをうけ、小中学校への持

ち込みを許可する方針を決めていた。 

◆高校での通級指導始まる 

小中学校では平成 5年から始まっていた通級指

導が今年度から高校でも可能になり、45都道府県

5 政令市が 123 か所で実施予定である。中学校で

通級指導を受けた生徒は平成 29 年度で 1 万 1950

人だったが、卒業後の進路が限られていたため、

高校でも同様な対応ができるようにした。 

 



  - 5 - 

 横須賀の教育   平成 30年度 

－ 子ども － 

 本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園 74 人、小学校 18,316 人、中

学校 9,572人、特別支援学校 59人、高等学校 1,175人で、減少傾向が続いている。 

                            （平成 30年５月 1日現在） 

 

 

 

（１）子どもの体力・運動能力、運動習慣等 

小学校３年生から中学校３年生、全児童生徒を

対象に「横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動

習慣等調査」が行われた。この調査は今年度で実

施４年目になり、実技調査の結果や、運動習慣等

体力との関連が深い事柄について、その経年変化

などから本市の子どもの傾向や課題について分析

した。 

体力合計点では、多くの学年において、緩やか

ながらも上昇傾向にあり、全国規模で悉皆調査が 

 

行われている小学校５年生と中学校２年生の数値

で比較すると、ほぼ同水準である。 

一方、１週間の総運動時間では、全国的に「積

極的に運動する子とそうでない子の二極化」が課

題として指摘されているが、本市においてもその

傾向が顕著である。 

今後は、同一集団の経年変化などにも着目しな

がらさらに比較分析を進め、さらに子どもの健

康・体力向上推進に活用されることが望まれる。 

 

〔体力合計点の経年変化〕（調査開始以降最高値を赤字で示した） 

 

※グラフ横軸の「H～」は調査年度、縦軸の数値の単位は「点」。
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〔１週間の総運動時間の分布〕 

※グラフ横軸の数値の単位は「分」、縦軸の数値の単位は「％」。
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（２）児童生徒の意識調査 

 本市では、指導の重点２として「認め合い高め

合う関係を築く力を育てます」を設定している。

その実態を把握するものとして、平成 30年度実施

の全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙（小

学校６年 3,079人、中学校３年 3,113人）の回答

結果を分析した結果、次のような傾向が見られた。 

 

【規範意識について】表１ 

 「学校のきまり（規則）を守っていますか」の

設問では、88.7％の児童、94.1％の生徒が肯定的

な回答をしている。規範意識については昨年に引

き続き、良好な傾向が見られる。 

 

【自己肯定感について】表２ 

 「自分にはよいところがあると思いますか」の

設問では、83.3%の児童、77.1％の生徒が肯定的な

回答をしている。児童生徒が自分自身のよさを認

める自己肯定感は学力・体力とも関わり合うこと

が明らかになっており、すべての児童生徒が肯定

的回答をするよう、今後も取り組んでいく必要が

ある。 

 

【いじめについて】表３ 

 「いじめはどんな理由があってもいけないこと

だと思いますか」の設問では、96.5％の児童、

95.2％の生徒が「いけないこと」と回答している。

この設問はすべての児童生徒がいけないこととい

える必要があり、継続した指導が大変重要となる。 

 

【家庭学習について】表４ 

 「家で、学校の宿題（授業の予習・復習）をし

ていますか」の設問では、97.8％の児童、88.9％

の生徒が肯定的な回答をしており、与えられた課

題に対して丁寧に取り組むことができていること

がわかる。 

 

【関わり合いに関する学校の取組】表５ 

 「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり広げたりすること

ができていると思いますか」の設問では、74.5％

の児童、72.9％の生徒が肯定的な回答をしている。

話し合い活動が行われている学校は増えているの

で、今後は、児童生徒が話し合いの意義を感じ、

深い学びが実現されるよう、話し合いの質を高め

ることに力を入れる必要がある。 

 

【学ぶ意義について】表６ 

 「学習したことは、将来、社会に出たときに役

立つと思いますか」の設問では、61.3％の児童、

38.9％の生徒が肯定的な回答をしており、他の設

問と比べると低い割合になっている。学ぶ意義を

感じられる授業がより一層求められる。 

 

＜各設問の肯定的な回答の割合＞ 

表１「学校のきまり（規則）を守っていますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 88.7 94.1 

全 国 89.5 95.1 

表２「自分にはよいところがあると思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 83.3 77.1 

全 国 84.0 78.8 

表３「いじめはどんな理由があってもいけないこと 

だと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 96.5 95.2 

全 国 96.8 95.5 

表４「家で、学校の宿題（授業の予習・復習）を 

していますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 97.8 88.9 

全 国 97.1 91.6 

表５「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を 

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする 

ことができていると思いますか。」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 74.5 72.9 

全 国 77.7 76.3 

表６「学習したことは、将来、社会に出たときに 

役立つと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 61.3 38.9 

全 国 64.7 45.4 
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横須賀の教育    平成 30年度   

－ 教職員数 －  

資料から職員数の傾向を分析すると、ここ数年は、退職者数が新採用者数を上回り、
その結果、各学校では年齢構成のバランスが崩れるとともに、経験５年未満の職員が２
割を超える状況である。このため、人材育成が最重要課題であり、教育委員会が中心と
なり研修等を進めている。また、数年後には、児童数の減少で採用が減るとともに教職
定数も減る傾向になると推測する。 
この推移から、経験豊富な教員の数は極端に減少し、各学校に経験 10年未満の教員が

増加していくため、教職員の研修の在り方や校内の研修の在り方を検討していく必要が
ある。

◆教職員数の推移状況 

《表１》市立小・中学校の教職定数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

24 
1,137 

（59） 

654 

（28） 

160 

（13） 

1,951 

（100） 

25 
1,114 

（61） 

643 

（27） 

153 

（12） 

1,910 

（100） 

26 
1,103 

（59） 

646 

（27） 

152 

（12） 

1,901 

（98） 

27 
1,063 

（59） 

680 

（28） 

159 

（12） 

1,902 

（99） 

28 
1,058 

（61） 

679 

（29） 

163 

（13） 

1,900 

（103） 

29 
1,060 

（61） 

669 

（29） 

164 

（14） 

1,893 

（104） 

30 
1,072 

(52) 

660 

(30) 

158 

(12) 

1,890 

(94) 

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

24 
68 

（２） 

37 

（３） 

８ 

（０） 

113 

（５） 

25 
68 

（２） 

32 

（１） 

16 

（０） 

116 

（16） 

26 
60 

（２） 

38 

（１） 

10 

（１） 

108 

（１） 

27 
76 

(４) 

30 

（０） 

４ 

（０） 

110 

（４） 

28 
50 

(２) 

34 

（０） 

11 

（０） 

95 

（２） 

29 
51 

（２） 

38 

（２） 

10 

（０） 

99 

（４） 

30 
61 

(５) 

38 

(２) 

10 

(０) 

109 

(７) 

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

24 41 34 - 75 

25 44 40 - 84 

26 45 51 - 96 

27 
37 

（２） 

29 

（２） 
０ 66 

28 
47 

（０） 

43 

（１） 

０ 

(１) 

90 

(２) 

29 
44 

（４） 

30 

（０） 

２ 

（０） 

76 

（４） 

30 
44 

(１) 

25 

(１) 

０ 

(１) 

69 

(３) 

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

26 
50 

（６） 

25 

（３） 

11 

（２） 

96 

（11） 

27 
47 

(６) 

24 

(３) 

４ 

(１) 

75 

(10) 

28 
49 

(６) 

27 

(２) 

12 

(０) 

88 

(８) 

29 
53 

（３） 

37 

（０） 

18 

（０） 

108 

（３） 

30 
66 

(５) 

41 

(１) 

15 

(０) 

122 

(６) 

 

 

 ※平成 30年５月１日現在 

 ※高等学校は、全日・定時を含む 

 ※下段については、事務職員・栄養職員数 
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 横須賀の教育   平成 30年度 

－ 教育行政 － 

 平成 30年度の教育費当初予算総額（政策推進部分を除く）は、126億 2千 338万 3千

円、前年度比で 13.7％、15億 2千 203万 5千円の増額。一般会計に占める割合は 8.1％。 

 平成 29年 11月 28日付教育委員会委員長等の選任以降、平成 30年 12月 22日まで、

教育委員会は、新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長職務代理者）、三浦溥太郎委員、

小栁茂秀委員及び澤田真弓委員の体制で執行した。平成 30年 12月 23日付で、川邉幹男

委員が選任され、新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長職務代理者）、小栁茂秀委員、

澤田真弓委員及び川邉幹男委員の体制となった。 

 

◆教育政策関連 

平成 23年度から、教育の振興に関する施策や

考え方を示した「横須賀市教育振興基本計画（11

年間）」が実施されている。基本計画では、子ど

もの教育を重点的に捉え、教育に関する考え方を

「横須賀の子ども像」と「目指す子どもの教育の

姿」として示した。さらに、学校・家庭・地域に

おいて、本市の目指す教育について共通の意識を

持ち、相互に連携を図ることを目指している。 

本年度からスタートした「第３期実施計画」は、

これまでの第１期・第２期実施計画に引き続き、

子どもの教育に重点を置いた施策・事業を推進す

る。この計画は、｢『生きる力』の育成｣を目指し

た学校教育編、｢いつでも、どこでも、だれでも

学べる社会の実現｣を目指した社会教育編の２つ

に区分し、施策・事業を位置付けている。 

これらの実現に向けた重点課題として、「学

校・家庭・地域の連携推進」「学力の向上」「健

康の保持増進と体力の向上」「いじめ・暴力・不

登校の未然防止と早期解決」「学校の教育力向上」

「社会教育施設による学習支援の推進」を位置付

け、対応する事業を中心に取り組んでいく。 

 

◆教育指導関連 

学力向上事業では、引き続き小中学校に学習支

援員を配置するとともに、小学校３年生が 35人以

下の少人数学級となるよう非常勤職員を配置し

た。また、経験年数の少ない小学校低学年担任の

教員の授業力向上をサポートするために、小学校

低学年授業アドバイザーを配置した。土曜寺子屋

教室については、市内全域をほぼ網羅する市内 13

か所の会場で開催された。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、市

立全学校へネイティブスピーカー指導者を配置し

た。小学校では、指導主事や外国語活動アドバイ

ザーによる外国語の教科化に向けた研修を引き続

き実施した。中学校では、市内中学校３年生のう

ち、希望者全員を対象に英検３級の受験料の全額 

補助を行った。 

子ども読書活動の推進として、学校司書を中学

校へ新たに４人配置した。 

 児童生徒の行事として、小学校５年生芸術鑑賞

会、子どものための音楽会、小学校創意工夫展 

読書感想画展、児童生徒造形作品展、児童生徒書

写作品展等の行事を開催した。また、作詞･作曲募

集、学校文集等の作品募集も行った。 

 その他の研究活動として、幼稚園教育課程研究

会、小学校教育課程研究会、中学校教育課程研究

会、高等学校教育課程研究会を開催した。また、

８月には市立小学校の教職員を対象に新学習指導

要領説明会を実施した。 

 

◆支援教育関連 

平成 30年度より「支援教育推進プラン（後期）」

がスタートした。 

共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育シ

ステム構築の推進を目指し、本年度は、「インク

ルーシブ教育システムの構築と浸透を目指して」

を取組目標とした。「校内支援体制の構築」、「研

修内容の充実」などを進めながら浸透を図った。 

支援体制の確立を図るため、不登校児童生徒へ

の対応や児童生徒の問題行動等の予防及び早期解

決に向けて、各種相談員やスクールソーシャルワ

ーカー、スクールカウンセラーが丁寧にそれぞれ

のケースに対応して支援策を組立てたり、継続し

た相談を行ったりした。また、学校と連携を密に

しながら教育相談を行った。 

研修内容を充実させた支援教育研修講座や特別

支援学級新担任者研修講座、児童指導担当者研修

講座、生徒指導担当者研修講座を実施した。支援

教育コーディネーター連絡会では、校内支援体制

確認シートを用いて、各学校の状況を把握する機

会を設けたり、国立特別支援教育総合研究所の研

究員による「インクルーシブ教育システムの推進」

をテーマにした研修を行ったりして、支援教育コ

ーディネーターを中心とした校内の支援体制づく
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りに役立てた。 

主催行事としては、不登校児童生徒及びその保

護者を支援するための「不登校をともに考える会

(６/23)」や「不登校相談会・進路情報説明会(10/

６)」を開催した。特別支援教育では、「第７回児

童生徒ふれあい作品展」(11/30～12/４）、就労相

談会「就労支援のための合同学習会（１/12）」を

開催した。 

 

◆保健体育課関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、就学時健康診断、結核検診、尿検査（蛋白、

潜血、糖）及び心臓検診の健康診断を実施した。 

準要保護児童生徒に対して眼鏡購入費等を援

助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校の環境衛生検査を行っ

た。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止・食育・食物アレルギ

ー・健康安全に関する研修講座、養護教諭研修講

座、よい歯の図画・ポスターコンクール及び標語

コンクール、横須賀市学校保健大会などを開催し

た。 

学校管理下における児童生徒の災害に対して

独立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金

を請求し、保護者に支給した。また、市立学校災

害見舞金支給要綱に基づき見舞金を支給した。 

 

◆学校体育関係行事 

第 67 回中学校総合体育大会開会式を４月 21

日、横須賀総合高等学校 SKYアリーナで開催した。

第 43 回小学校児童相撲大会は５月 12 日、第 50

回小学校児童陸上記録大会は 10 月 13 日、第 69

回男子・第 35回女子中学校駅伝競走大会は 10月

20日、第 36回表現運動・ダンス発表会は 11月 10

日に、第 52回小学校児童ボール大会は 12月５日

及び 12月７日に、それぞれ開催した。 

 

◆学校給食関連 

学校給食法に基づき、市立小学校・ろう学校で

は全市統一献立により、養護学校は独自献立によ

り完全給食を、市立中学校ではミルク給食を実施

した。 

給食実施に伴う各種研修会、各種検査、給食施

設の維持管理、給食用備品・消耗品の整備などを

行った。また、統一献立での地場産物の使用や米

飯給食の推進、就学前児童が給食を体験し在校児

童と交流する学校給食交流体験事業を行った。 

平成 30 年度から学校給食費を公会計化し、給

食費の徴収・管理及び未納者への督促等を行った。

準要保護児童生徒に対しては、給食援助費を支給

した。 

中学校完全給食の実施に向け、整備・運営事業

者の募集を開始した。 

 

◆学校施設の整備 

本年度の主な学校教育施設整備は、屋上防水改

修工事（神明小・坂本中・養護学校）３校、トイ

レ改修（城北小・津久井小・大楠小・浦賀中・北

下浦中）５校、渡り廊下改修（池上小・野比小・

田浦中・久里浜中）４校、教室改修（浦郷小・鶴

久保小・久里浜中・衣笠中）４校、体育館電灯改

修（根岸小・常葉中・久里浜中・公郷中・衣笠中）

５校などを実施した。 

上記の他にも様々な学校で施設改修を実施した。 
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教育研究所概観   平成 30年度 

学校と教育委員会が取り組むべき指導の重点として、「学力を向上させる」「認め合

い高め合う関係を築く力を育てる」「健康の保持増進と体力の向上を図る」の３つを設

定し、各課が連携を取りながら横須賀の目指す子ども像『人間性豊かな子ども』に迫る

ため各施策・事業を推進してきた。例年どおり「全国学力学習状況調査（小６、中３）」

「横須賀市学力状況調査（小５、中２）」の結果を公表した。 

市内小・中学校においては、「小中一貫教育に関する日」を年間３回設定し、小中の

一貫を意識した取組を行った。また、長期休業を活用した授業日数の増加及び土曜日を

活用した授業日数の増加を試行した。 

 

１ 概要 

○教員研修における、職位・経験に応じた資質・

能力の向上と人材育成 

本市の研修体系に基づき、教職員の資質・能力

の向上を図るため、実践的で実り多い研修を実

施した。 

○調査研究、カリキュラムセンター機能のより一

層の充実 

ここ数年で、調査研究を充実した事業とするた

めに工夫をしてきた。今後、カリキュラムセン

ターとして、機能を十分に発揮するにはどのよ

うにしていくかを検討していく。 

○教育の情報化推進のための３つの柱 

①授業における機器の有効活用 

  情報活用能力の育成を図るためには、各教

科等において機器を適切に活用した学習活動

の充実を図ることが重要であると学習指導要

領に述べられている。本市においても、授業

で活用されることが多くなってきており、機

器の持つ特性を生かして、さらに授業を豊か

なものにしていく。 

②情報教育の推進 

  教員の指導力をはじめ、情報モラルの育成

等に関しては、課題がある。今後は、他課と

連携して進めていく必要がある。 

③校務における情報化 

  子どもと向き合う時間づくりと教育情報を

共有することをねらいとして、一定の成果は

得られている。今後は、今の環境をどう維持

していくかが課題となる。 

○環境整備及び業務・予算の適正な執行 

業務及び予算執行で滞ることなく、適正に執行 

してきた。 

○他課との密接な連携を取りながらの運営 

研修を実施していく上で、関係している課と連

携していくことが必要不可欠である。今後も教職

員の資質・能力の向上を目的として、学校を支援

できる教育研究所として運営していく。 

２ 調査研究 

横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

にむけ、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指し、「研究員会」事

業を実施した。本年度は７研究員会 37名の研究員

と担当指導主事等 14 名がそれぞれの研究テーマ

に沿って調査研究に取り組んだ。また、前年度よ

り、研究員による研究授業を市内教職員も参加で

きるようにしており、４回の公開研究授業を行い、

14名の参加があった。 

本年度の横須賀市長期研究員は、平成 29年告示

の学習指導要領にも大きく取り上げられている、

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善」を研究主題として、長井小学校杉本奈々子

教諭が研究に取り組んだ。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を進

め、理科教材の開発とその発信に努めた。また、

廃液及び不要理科薬品の回収を行った。（５年に

１回実施） 

レファレンスとして、図書・資料室の機能整備

と有効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツ

の有効活用に関する情報提供などに努めた。 

 

３ 教員研修 

平成 29 年７月に告示された新学習指導要領解

説では、今回の新学習指導要領改訂の経緯として、

「学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的

に向き合い、他者と協働して課題を解決していく

ことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解

を実現し情報を再構成するなどして新たな価値に

つなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を

再構築することができるようにすることが求めら

れている。このことは、本来、我が国の学校教育

が大切にしてきたことであるものの、教師の世代

交代が進むと同時に、学校内における教師の世代

間のバランスが変化し、教育に関わる様々な経験

や知見をどのように継承していくかが課題とな
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り、また、子供たちを取り巻く環境の変化により

学校が抱える課題も複雑化・困難化する中で、こ

れまでどおり学校の工夫だけにその実現を委ねる

ことは困難になってきている。」とある。 

そのような背景の中、教育公務員特例法等が平

成 28年に改正され、そこでは 10年経験者研修が

弾力的な運用が認められる中堅教諭等資質向上研

修となり、教員の育成に関する指標の全国的整備

など、大学での養成期からを見通した教員の研修

についての見直しが示された。それを受けて、平

成 29年に神奈川県の「校長及び教員の資質向上に

関する指標」が策定された。これにより、校長及

び教員の資質育成の目指すところが明らかになっ

た。 

このような流れを受けて、教育研究所でも横須

賀市の研修体系を大きく見直すこととなり、平成

29年度より新研修体系で研修が実施されている。

平成 30年度はこの移行期にあたる。見直しの方針

は以下のとおりである。 

・初任者研修については、「教員は学校で育つ」

という考えのもと、校外研修の精選を行った。

また、一部の内容を教職１年経験者研修と教職

２年経験者研修に振り分け、３年間かけて授業

力を中心とした力の向上を図る研修とした。 

・異動に伴う悩みの共有も図るため、従来の教職

５年経験者研修に代わり、教職６年経験者研修

を行うこととした（平成 30年～）。 

・中堅教諭資質向上研修については、名称の変更

とともに、人材育成の研修内容を強化し、ミド 

ルリーダーの育成を目指すものにした。 

・養護教諭の基本研修は、教諭の基本研修の体系

に合わせて実施することとした。 

・人材育成のため、総括教諭の研修の一つとして 

「学校運営基礎研修」を位置付け、学校運営の

力を養い、参画する意欲の向上につなげた。 

 

研修の内容についても「神奈川県のめざすべき

教職員像」の３つの柱である「授業力」「課題解

決力」「人格的資質・情熱」を育てるのに十分か

どうか、横須賀市の教員の実態にも合わせながら

内容を検討している。 

 

新学習指導要領では、よりよい学校教育を通じ

てよりよい社会を創るという目標を学校と社会が

共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求め

られる資質・能力を子どもたちに育む「社会に開

かれた教育課程」を実現することが期待され、学

習指導要領が、子どもたちと教職員のみならず、

家庭・地域、民間企業等も含めた関係者が幅広く

共有し活用することによって、学校や関係者の創

意工夫のもと、子どもたちの多様で質の高い学び

を引き出すことが求められている。 

経験の浅い教員に対しても、即戦力となるよう

過大な期待が寄せられ、少ない中堅層においても、

学校の運営の主体となれるよう、優れた能力を発

揮できる人材の育成が急務となっている。同時に

臨時的任用職員や非常勤講師の割合も高くなって

おり、各校での教員の若年化が急速に進んでいる。 

教育研究所では、このような現状に対して、意

図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組みづく

りを模索してきた。基本研修における「ペア」ま

たは「グループ」による校内研修の実施は、授業

を通して校内で学び合う機会の充実につながって

いる。また、教職経験年数が異なる者同士がつな

がり合い、学び合う機会も充実させてきた。経験

によって培われた教師の力がしっかりと継承され

ていくことが、子どもたちに対する教育の質の向

上につながることと期待される。 

平成 30年度は、具体的な目標と方針として①教

師として求められる資質・能力、授業力の向上を

図ること②学校組織の活性化と人材育成を図るこ

とを掲げて事業を展開してきた。 

そこでは、研修そのものに係る工夫として主体

的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワークシ

ョップ型の研究協議等の多様な研修スタイルを取

り入れてきた。 

また、一人一人が教師としての高い志を持ち続

け、学校においても優れた教師を育てようとする

意識が高まるよう、教育研究所としてのきめ細や

かな支援を大切にして取り組んできた。 

教師が学びたいときに学び、自己のキャリアや

職能に応じて、自らの資質を向上できる研修体系

を今後も維持、発展していきたい。 

 
４ 教育の情報化推進 
 学習指導要領に示された「情報活用能力の育

成」「ICT機器を適切に活用した学習活動の充実」

を実現するため、学校の ICT機器の環境整備と活

用推進を図る事業を行った。また、「校務の情報

化」を目的として校務支援システムの活用推進を

図る事業を行った。さらに、教育の情報化の推進

のために、教科指導における ICT活用研修、授業

力向上のための ICT活用研修、経験年数に応じた

各研修における教育の情報化についての研修を重

ねてきた。 

 本年度も引き続き、授業における ICT機器の活

用推進を軸に、校務支援システムによる通信簿、

中学校調査書、指導要録、健康診断票の作成など

の集合研修や訪問研修を適宜行い、現場に寄り添

った支援に力を入れた。また、ICT 授業支援サポ
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ーター制度も引き続き実施した。 

情報セキュリティを確保するため、「学校の保

有する情報の取扱いに関する基準」の周知を図る

とともに、ICT 担当者会や情報セキュリティ月間

（５,10,２月）を通して、情報セキュリティ喚起

の取組を行った。 

 今後の課題は、学習用データベースの充実や授

業における効果的な ICT機器の活用の促進を図る

ための研修や授業支援の充実、職員と児童生徒の

情報モラルの育成などである。加えて、ICT 機器

を活用した次代の授業の在り方を模索し、子ども

の学びの充実についても考えていく。 
 
５ 教育研究所運営に関する懇話会 

（１）運営委員 

<委 員 長> 関島 忍 (久里浜中学校長) 

<副委員長> 髙橋 淳一 (池上小学校長) 

<委  員> 山岸 義之 (横須賀総合高等学校長) 

< 〃  > 長島 智仁 (武山小学校長) 

< 〃  > 髙橋 享子 (馬堀中学校長) 

< 〃  > 明口 祥幸 (大矢部小学校教諭) 

< 〃  > 米持 正伸 (教育指導課長) 

 

（２）教育研究所運営に関する懇話会 

第１回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 平成 30年５月９日（水）13時半開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

 第２回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 平成 31年１月 16日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

教育研究所運営に関する懇話会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行った。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営についてご意見をい

ただいた。 

 

６ 平成 30年度予算 
教育研究所費の平成 30年度一般会計予算額は、

590,621 千円であった。このうち、情報システム

の運用や情報教育の推進に係る情報関連予算は

399,935千円で、全体の約７割を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特

別支援学校、高等学校における教育用パソコン等

の整備・運用に関する予算 160,907千円も所管し

ており、これらを合わせた情報関連予算は、

560,842千円となる。 

また、学校指導費の学力向上事業の一部を専門

的調査研究の立場から所管し、498 千円を計上し

ている。所管予算全体では、752,026千円となる。 

 

合計(①+②) 752,026 

① 教育研究所費 小計 590,621 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

399,935 

(3,970) 

(350,785) 

(45,180) 

・給与費 118,545 

・教育調査研究事業費  1,446 

・資料情報提供事業費 3,158 

・理科教育研修費 5,828 

・教員研修事業費 9,488 

・教育研究所管理運営費 52,221 

② 学校費 小計 161,405 

・教育用 PC等の整備・運用費 160,907 

・学校指導費（学力向上事業） 498 

（単位千円） 

 

７ 職員 

（１）職員の配属と異動 

平成 30年度の教育研究所は、所長および職員の

12人で組織した。 

 横浜国立大学附属鎌倉小学校から指導主事とし

て伊東誠司、久里浜小学校から指導主事として田

山雅也、総合高校から主任として川本正明、長井

小学校から長期研究員として杉本奈々子が配属さ

れた。 

 また、主査指導主事の関口満が教頭として城北

小学校へ、同じく主査指導主事の宇佐美暁が教頭

として衣笠小学校へ、主任の佐藤明子が健康部地

域医療推進課へ異動した。 

 指導主事高橋有香と小平功一郎が主査指導主事

に昇任した。 

  

 

（２）人員構成（平成 30年４月１日現在） 

所  長 山崎  亨 (教育研究所の総括) 

主査指導主事 高橋 有香 (研修担当の統括) 

〃 小平 功一郎  (調査研究担当の総括) 
係  長 島内 さおり (管理運営係の総括) 

指 導 主 事 澤口 琢 (研修等) 

〃 関口 さやか (研修等) 
〃 田山 雅也 (研修等) 



- 14 - 

〃 市下 啓嗣 (調査研究等) 

〃 伊東 誠司 (調査研究等) 

主  任 川本 正明 (管理運営) 

〃 山岸 弘美 (管理運営) 
長期研究員 杉本 奈々子 (調査研究等) 

非常勤職員 阿部 優子 
(指導主事助手 
研修・教育史等） 

〃 小曽戸 聡 
(研修補助・ 
よこすか教師塾等) 

〃 鈴木 眞人 
(理科教育・ 
よこすか教師塾等) 

〃 小谷 孝夫 
(教育史・ 
よこすか教師塾等) 

〃 柏木 崇子 (調査研究補助等) 
〃 髙木恵美子 (調査研究補助等) 

〃 吉川 壮一 (調査研究補助等) 

〃 加藤 美由紀 (研修補助等) 

〃 西村 瞳 (研修事務等) 

臨 時 職 員 河合 陽子 
(図書資料整備、 
研修補助等) 

〃 雑賀 奈津子 (研修事務全般等) 

〃 井上 浩二 (施設管理運営等) 
 

教育政策課教育情報システム室 

室  長 北川  敬 
(教育情報システム室 

の統括) 

主  任 小島 英雄 (校務支援システム等) 

〃 三ツ堀 幸正 (校務支援システム等) 

非常勤職員 堀越 佳子 (教育情報データ整理等) 
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調査研究関係 
 

◆概 要 

調査研究では、「研究員会」事業を中心とした調査研究の充実と、教育に関する情

報や資料の収集・発信の充実を重点目標として取組を進めた。 

「研究員会」事業は、７研究員会を組織し、それぞれの課題に対して調査研究を行っ

た。また横須賀市長期研究では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

をテーマに研究を行った。 

資料・情報提供事業では、横須賀市教育情報センターイントラネットサイトと教育研

究所図書資料室を充実させることに努めた。経験年数が浅い教員の参考となるよう、イ

ントラネットサイトに学習指導案を掲載したり、図書資料室に「授業づくり」「学級づ

くり」などの書籍を整えたりした。平成 29年３月の学習指導要領告示をうけて、学習指

導要領改訂に関わる書籍も配架した。また、一昨年度作成した授業づくりの手引き書を、

研修で配付・活用した。カリキュラムセンターとしての機能の充実を図るべく、イント

ラネットサイト内の資料の追加・更新・整理に努めた。 

理科センター機能の充実にも努め、理科教育研修講座やパワーアップ研修講座を開講

し、理科教育の充実に努めた。また、様々な理科教育に関する資料を作成し、イントラ

ネットサイトや理科室に掲示し、活用を促した。 

 

調査研究事業 

１ 研究員会 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を

把握し、学力の向上にむけ、現在の教育課題の解

決と学校教育の一層の充実に貢献すること、調査

研究の成果を学校に還元することを重視し、横須

賀市の学校教育の改善や発展に役立てることであ

る。本年度は、６研究員会を新規に起ち上げ、７

研究員会〔①学力向上 ②インクルーシブ教育の

推進 ③校内研究の活性化 ④情報活用能力の育

成 ⑤主体的・対話的で深い学び ⑥道徳教育の

充実 ⑦小学校外国語〕において、研究員 37名と

担当指導主事 14名が、各研究員会における研究テ

ーマを掲げ、調査研究に取り組んだ。 

 

I 学力向上 

（１）目的 

横須賀市の学力に関わる課題を明確にして、

課題を解決する方策を考え、実践し、その効果

を明らかにする。 
（２）具体的な取組 

 ①講師の招聘 

 児童生徒主体の授業づくりにより実績をあ

げた東京都東村山市立大岱小学校元校長・高知

県教育委員会スーパーバイザー西留 安雄先生

を継続して講師としてお招きし、全ての授業研

究会でご助言とともに、授業づくりリーフレッ

トへのご助言をいただいた。 

 ②児童生徒主体の授業づくりの授業実践 

  西留先生の実践を参考に、児童生徒主体の授 

業を実践し、全市への公開授業を下記のとお 

り実施した。 

・平成30年12月20日(木) 衣笠小学校  

石渡知世 総括教諭(６年生 社会) 

・平成31年１月11日(金)浦賀中学校  

工藤圭介 教諭(２年生 社会 地理的分野) 

・平成31年１月23日(水)久里浜小学校  

佐々木 崇浩 総括教諭(３年生 算数) 

③授業づくりリーフレットの作成 

 「児童生徒主体の授業づくり」のリーフレッ

トを作成した。次年度研修にて配布予定で 

ある。 

 ④先進校の研究発表参加 

  前年度視察に訪れた横浜市立白幡小学校の 

研究発表会に参加した。 

⑤紀要の作成 

 ５年間の研究の内容をまとめた紀要を作成 

した。 

 

Ⅱ インクル―シブ教育の推進 

 「共生社会に向けたインクルーシブ教育システ

ムの構築を目指し、すべての児童生徒が豊かに学

ぶことができる授業の在り方の研究」をテーマ

に、小学校３名と中学校２名のメンバーで活動した。 

 研究１年目の本年度は、RPDCAサイクルの R（課

題把握・調査）から取り組んだ。神奈川県のイン

クルーシブ教育の推進の方向性を学ぶとともに、
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基本研修受講者を対象とした意識調査のための

アンケートの作成及び実施、その結果の分析を行

った。また、研究員が勤務する学校で現在行われ

ている交流学習について、担任と支援学級担任の

子ども達へのかかわり方を分析したり、実際の授

業場面を見合ったりする中で、テーマに関連した

課題の把握に努めた。 

 次年度は、分析した実態や課題に応じた手立て

を検討し、それを研究員が実践することでテーマ

の達成に近づいていきたい。 

 

Ⅲ 校内研究の活性化 

 本研究員会は校内研究推進における課題を把

握し、課題解決のための方策を見出すことで校内

研究の活性化につながるであろうと考え、小学校

３名と中学校２名の研究員で活動を行った。 

研究１年目の本年度は、各研究員が所属校で抱

えている課題を出し合い、それを基にアンケート

を作成し、「校内研究に関する意識調査」として

実施した。また、研究員が所属する校内研究に参

加し、各学校の研究授業の参観の仕方や、授業後

の協議の仕方などを観察し、記録した。その中で

共通した取組や、課題を解決するための独自の取

組などの効果について分析を行った。 

その結果を集約し、校内研究を推進する上での

課題として、「校内の組織体制」「教職員のモチ

ベーション」「講師との連携」「研究協議方法」

「子どもたちや授業者への還元方法」の大きく５

つの項目に整理した。 

次年度は分析、整理を行った結果を基に、課題

解決のための方策を見いだし、校内研究を活性化

するための具体的手立てについて実践、検討をし

ていきたいと考えている。 

 

Ⅳ 情報活用能力の育成 

 新学習指導要領において、情報活用能力（情報

モラルを含む）が「学習の基盤となる資質・能力」

の一つに位置付けられた。 

 情報活用能力の中でも、特に「情報活用の実践

力」に関わるスキルについて系統的な指導を図る

ことができるよう、カリキュラム作成を目指し研

究を進めた。また、児童生徒自身が指標としてと

らえられるよう、児童生徒向けスキル系統表（掲

示用）を作成していく。 

 発達の段階に応じた、また、横須賀市に整えら

れている環境を踏まえた指導計画となるよう、今

後授業により実践していく。 

 

Ⅴ 主体的・対話的で深い学び 

 新学習指導要領第１章総則第３の１の（１）に

ある、「『主体的・対話的で深い学び』の視点か

らの授業改善」のポイントはどこにあるのか、具

体的にどのように取り組めばよいのか、小学校３

名と中学校２名のメンバーで研究を進めた。 

 研究１年目の本年度は、総則や資料を読み込ん

で、目指すべき学びの共通認識を図るとともに、

実際の授業を参観・協議することで「主体的・対

話的で深い学び」の具体的な姿と、そこに到達す

るために必要な、単元構成や指導の工夫を見いだ

し、まとめた。 

 また、研究成果が学校に活用され、横須賀市の

学校全体で「『主体的・対話的で深い学び』の視

点からの授業改善」ができるためにはどのような

発信方法が効果的なのか、検討を重ねた。 

 

Ⅵ 道徳教育の充実 

 平成 30年度より、小学校では道徳の時間が「特

別の教科 道徳」として位置付けられた。また、

中学校では、平成 31年度より実施されることに

なっている。 

 それに伴い本研究員会は、小中学校教諭で構成

されている。本年度の活動内容は、小中学校の道

徳の教材を見ながら、各研究員の教材の捉えを出

し合い、授業の構成を考えてきた。各研究員が日

常の授業で大事にしていることを出し合うこと

によって、授業を組み立てる中で、大切なことが

明らかになってきた。これらは市内多くの先生方

の授業づくりの参考になるのではないかと考え

ている。明確になったポイントを踏まえ、授業実

践を行った。 

 次年度に向けては、授業実践で明確になってき

た道徳の授業での小中のつながりを明らかにし、

実践の報告を発信していくことを目的とする。 

  

Ⅶ 小学校外国語 

 新学習指導要領の趣旨に沿って、小学校中学年

での外国語活動の必修化に続き、いよいよ高学年

で教科としての外国語教育が完全実施となる。 

横須賀市では、早くから市の標準カリキュラム

「ハッピータイム」を作成し、小学校での外国語

教育に力を注いできた。しかし、各校では、外国

語教育の指導に関して、ALTに頼りきりになって

いたり、中学校の前倒しのような意識が先行して

いたりと、まだまだ多様かつ自信のない状況があ

る。指導法についての校内研究も半信半疑、手探

りで進めている状況がある。 
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一方で、市内先進校の実践研究から、小学校で

は外国語教育においても他教科と同じように担

任が指導に関わる意義が大きいことが報告され

ている。このことを踏まえ、市内のどの学校でも、

担任が主導しながら、自信を持って ALTとのチー

ムティーチングで外国語教育を進める際に役立

つ研究にしたいと考えた。 

そこで、先進的に取り組んでいる４人の研究員

が、各所属校の実践を基に、外国語教育の重要な

ポイントを明らかにしていき、市内に広めること

を目標として研究を進めていくことにした。本年

度と次年度の２年間で研究の成果をまとめる。 

中学校で系統的に学ぶ前段階の小学校で、何を

大切にすべきか、またどのような態度を身に付け

させるべきかという、重要なポイントとなるとこ

ろを具体的に、わかりやすく伝えていきたい。 

研究の成果は、実践授業の動画を編集し、ポイ

ントとともに DVDにまとめ、各校に配付する計画

である。DVDの題名を「どんとこい！小学校

English!～ HRT、出番ですよ～」として、授業を

進める上で担任の役割が分かるように、時系列に

まとめ、参考にしやすい形にした。 

２年計画の１年目の今年度は、ベーシック(基

本)編としてまとめた。来年度はアドバンス(発

展)編としてまとめる計画をしている。 

≪ベーシック編の収録項目≫ 

○導入（グリーティング、めあての設定） 

○「慣れ親しみ」の活動（歌、チャンツ、 

ゲーム等） 

○「気づき」を促す活動（語彙における気づき）

○「コミュニケーション」の活動（ロール 

プレイ、ペア・グループワーク） 

○終末（振り返り、グリーティング）等 

 

研究員一覧表 

＜学力向上研究員会＞ 

石渡 知世（衣笠小） 関根 純平（田浦中） 

府中 高助（浦賀小） 工藤 圭介（浦賀中） 

佐々木崇浩（久里浜小） 小日向 真（神明中） 

小杉 功二（長井小） 北野 渚（北下浦中） 

＜インクルーシブ教育の推進研究員会＞ 

柏木 尚子（公郷小） 大磯 陽平（坂本中） 

脇門 卓矢（小原台小） 安達 美咲（鴨居中） 

星野 文音（粟田小）   

＜校内研究の活性化研究員会＞ 

伊藤 仁 （城北小） 山口 忠士（浦賀中） 

中村 耕太（大津小） 星野いすず（大楠中） 

奈良 祐志（高坂小）  

＜情報活用能力の育成研究員会＞ 

猪狩 史生（鷹取小） 神村 勇輔（岩戸中） 

田村 舞輝（船越小） 影山 聡史（長沢中） 

村上 裕規（荻野小）  

＜主体的・対話的で深い学び研究員会＞ 

渡辺 真也（根岸小） 桑原 大地（長沢中） 

若林 啓之（大塚台小） 掛波久美子（大楠中） 

有馬 剛（北下浦小）  

＜道徳教育の充実研究員会＞ 

菅井 裕樹（浦郷小） 村田真友子（不入斗中） 

前川 郁衣（諏訪小） 高田 邦彦（大津中） 

御所谷 歩（鶴久保小）  

＜小学校外国語研究員会＞ 

羽田あずさ（田戸小） 宮田 昭浩（大塚台小） 

荒川 元輝（神明小） 佐藤 亜紀（大楠小） 

 

２ 長期研究 

平成 30 年度の長期研究は、「主体的・対話的

で深い学びの実現に向けた授業改善」を研究テー

マとして実施した。 

概要は、次のとおりである。 

(１)研究員  長井小学校 杉本 奈々子 教諭 

(２)研究主題 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善」 

(３)アドバイザー 

鎌倉女子大学講師 渡辺 文 

(４)主題設定の理由 

 平成 29年に告示された学習指導要領では、改

訂の背景として、これからの社会に対応するた

めに、子どもたちが社会的変化に主体的に関わ

り、よりよい社会の創り手になる力を身に付け

る必要があると言われている。また、子どもた

ちの現状として、知識や技能の活用の弱さがあ

り、獲得した知識を活用し、よりよく考える力

を身に付けることが言われている。そのために

は、主体的・対話的で深い学びの視点に立った

授業改善が必要であると考えたため。 

(５)研究内容 

主体的・対話的で深い学びが実現されるため

に必要な視点や具体的方法を明らかにするため

の授業計画を以下の３点に意識し、作成した。

①単元などの時間のまとまりの中で、いかに主

体的・対話的で深い学びを生ませるかを意識し
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ながら学習活動を考え、授業計画に落とし込む。

②子どもたち一人一人が自らの考えを持つこと

で主体的な学びが生み出されると考え、考える

ための基本的な知識などの情報とともに、考え

る時間を十分に確保する。 

③各教科の見方・考え方を働かせながら、既存

の知識や技能と関連づけて思考活動をしている

かどうかを見取り、単元や本時目標にアプロー

チできているかを確認し、学びが深まっている

か観察する。 

 (６)研究成果の発信 

・ イントラネット上で情報発信 

・ 研究発表会の実施 

・県教育研究所連盟研究発表会で提案 

 

３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10月 19日(金)、神奈川県教育研究所連盟第 65

回教育研究発表大会において、平成 29年度横須賀

市教育研究所長期研究員の山口 忠士教諭(浦賀

中学校)が発表した。他地区からも質問や賞賛の声

が多く寄せられ、実りある発表となった。 

 

発表テーマ 

  高いに認め合い高め合う関係を築く力を育む

学級活動の工夫 

 

１ 研究の仮説 

  互いに認め合い高め合う関係を築く力を育て

る特別活動を展開するためには、生徒が自分だ

けでなく相手のよさや可能性に積極的に目を向

け、それを「受け入れる」態度を育むとともに、

自分のよさや可能性を相手に「受け入れてもら

えた」という感情を持たせることが必要である

と考え、「学級活動において、『自己価値』『解

読力』『受容感』の高まる指導の工夫をすれば、

生徒は互いのよさや可能性を認め合い、それに

より互いに高め合う関係を築く力を育むことが

できるだろう」という仮説を立て、研究を行っ

た。 

 

２ 研究内容 

 (１)３つの視点（『自己価値』『解読力』『受

容感』）に着目した具体的な指導の工夫 

  ①「あたたかい聴き方・やさしい話し方」の

提示 

   生徒が安心して話し合えるための聴き方・

話し方を身に付けることで、仲間に対して共

感的な態度を持つようになり、仲間を尊重し

て認め合う心を育てることができる。 

 ②「ジョハリの窓」の実施 

   互いのよさを理解し、さらに、他人の存在

が新たな「気付き」をもたらし自己理解の深

まりに影響を与えることに気付かせるため

の、構成的グループエンカウンターを実施す

る。 

  ③少人数グループ（生活班）での話し合い活

動の工夫 

   話し合い活動の前に、自分の意見を「書き」

自分の意見を明確にしておく。さらに視覚化

によって考え方の分類ができ、課題に対する

自分の考え方と他者の考え方とを比較するこ

とも可能になると考えられる。 

  ④切実感のある議題選定 

   個人や学級集団のために考えていこうとい

う共感的な態度が話し合い活動を成功させる

鍵となり、互いに認め合い高め合う関係を築

く力を育んでいく。 

 

３ 研究のまとめ 

(１)成果 

  ①聴き方・話し方の指導の有用性 

生徒が話し合い活動を通じて互いに認め合

い高め合う関係を築く力を育むためには、学

級内に安心して話し合いができる支持的風

土が醸成されていることが大切である。ま

た、意見の違いがあっても、それらを比べな

がら聴くことにより、一人一人の生徒が合意

形成しようとする姿が見られるようになっ

た。 

  ②意見に自信を持たせる手立ての有用性 

   事前に自分の意見を文章で視覚化すること

や、班長会議を経て編成された生活班での話

し合いの場を設定することにより、自信をも

って意見を述べる機会を増やすことができ

た。 

  ③教師の学級活動に対する意識改革 

   教師自身が話し合い活動の実践的な指導法

に対して意義を見いだし、生徒の変化を理解

することが、子どもたちが互いに認め合うた

めに必要な条件である。 

 (２)課題 

①切実感のある議題選定の工夫 

 議題を選定する際は、学級内の多くの生徒

が早急な解決を望んでいるもの、全員に関わ

るもの、創意工夫の余地があるものがよい。 

②生徒による自発的・自治的な活動の充実 
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 教師が指導計画を作成する際、自発的・自

治的という観点を意識することで、指導の要

点が理解でき、特別活動の授業展開が認識さ

れ、生徒の自発的・自治的な活動が促進され

ると考える。 

③評価の在り方の充実 

 多面的・多角的な見取り方ができる方法を

考える必要性がある。 

④教科の授業における取組 

 学級活動の時間内だけではなく、教育活動

全般を通じて育むことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料･情報提供事業  

資料･情報提供事業   

【図書・資料】 （H31,3, 25現在） 

１ 図書資料  

 平成 30年度、図書購入の予算は、CD・DVD付図

書も含めて 43万 9千円であった。この予算で、合

計 268冊の図書と３本の教育用ビデオ（DVD）を購

入した。寄贈本は２冊、寄贈 DVDは 8本。学力向

上への対応や各教科・領域、教師としてのスキル

アップ等に関する図書を購入した。特に新学習指

導要領の解説書や新学習指導要領にのっとった授

業づくりに関するもの、教科化された道徳教育・

外国語教育に関するもの、これから求められる教

育・教師像などに関するもの、教師力を向上させ

るものなどを購入した。 

 所蔵数は、図書 26,648点、教育ビデオ 25点（そ

れ以外に本研究所内で視聴可能なビデオ 139点）、

DVD87点である。 

 また、保管している市内各学校や各地の研究機

関・大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要

及び教育資料等は、前年度より 242点増え、25,303

点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりであ

る。 

〔定期購入したもの〕 

① 初等教育資料    ② 中等教育資料  

③ 教育委員会月報  ④ 総合教育技術 

⑤ 児童心理     ⑥ 教育    ⑦ 高校教育 

⑧ 日経 PC21   ⑨ 内外教育  

⑩ 教育展望 

〔その他：寄贈等〕 

⑪ 指導と評価  ⑫ 部落解放 

⑬ 人権と部落 

広報よこすか、県のたより、人権のとも、語る

・かたる・トーク、更生保護よこすか、よこすか

ボランティアニュース、まなびかんニュースなど

は、２階事務室の前にある雑誌専用書架に配架し

ている。貸し出しはしていないが、いつでも利用

することができる。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞  ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞教育マルチメディア号は毎

月寄贈されている。日本教育新聞、教育家庭新聞

マルチメディア号は２階事務室前の雑誌専用書架

に、神奈川新聞は事務室に配架している。 
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２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21年度、図書室に整備したデスクトップ型

PC2 台は、インターネットでの情報検索やイント

ラネットでの閲覧等に利用していたが、基本ソフ

ト（OS）が古くなったので、25年度にノート型 PC1

台に変更し利用していたが、27年度、機器の更改

をし、プリンターも設置し、図書室を利用する人

にとって利便性が高まった。 

図書室内のコーナーを分かりやすくなるよう配

置の工夫をしている。コーナー編成は、「学習指

導要領」「学校経営・法律関係」「情報・学校図

書館」「教師・教育一般」「新着図書」「学力向

上」「防災」「教員採用試験対策」「特別支援・

教育相談」「国語」「社会」「算数・数学・理科」

「音楽」「図画工作・美術」「体育・保健体育」

「家庭・技術家庭」「プリント教材問題データベ

ース集」「日本語指導資料」「幼稚園教育・生活

・総合的な学習の時間」「英語・英語活動」「道

徳・特別活動」「エプロンシアター・ビデオ」で

ある。また、各研究機関からの「研究紀要」や「学

校教育賞」、各学校の学校要覧・PTA 広報誌など

のコーナーも設置してある。 

若い教員向けの書籍を集めたコーナー、ムック

等を集めた「話題のコーナー」、文部科学省や県

教委からの答申等の資料を印刷した「教育情報」

のコーナーなども設置してある。また、新刊本を

利用しやすくするために、３階の階段踊り場に新

刊本コーナーを設け、図書室に入ってこなくても

新刊本が見られるようにした。 

図書室前の書棚では、「齊藤喜博全集」「大村

はま国語教室」などや前年度の「児童心理」を配

架し、すぐ見られるようにしている。 

書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、

収納スペースの確保が課題になっている。若干の

整理はしたが、本研究所として保存していく資料

の精査を行い、継続的な資料の保存が可能となる

よう収集・保存のあり方を検討し、ルールを策定

する必要がある。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日 9時 30分～17時 30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、図書は１ヵ月以内、ビデオ・DVD

は２週間、その他のものは 1 ヶ月以内としてい

る。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

       教師塾受講者 

本年度の貸出実績は、次のとおりである。    

 ・図書       312点 

  ・ビデオ      ９点 

 

４ 新刊本等の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っているが、今年度から本を購入したらでき

るだけ早く HP を更新するように心がけた。また

研究所内でも掲示物を工夫したりして、より見や

すく分かりやすいようにしている。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科用図書展示会

は、本年度 6月 15日から 6月 28日まで行った。

本研究所の来場者数は、240 人（学校関係者 210

人、一般 30人）だった。 

今年度採択替えのある高校教科書 53 冊と中学

校道徳 60 冊を加え、保管してある教科書は

14,868冊。 

 

６ レファレンス・サービス 

 本教育研究所の図書室・資料室に保管している

情報・資料をより広く活用してもらうために、教

育資料情報に関する問合せには、来所された方だ

けでなく、電話や電子メールなどでも応じてい

る。地域の歴史を調べているので学校の周年誌を

見せてほしいとか、道徳の教科書を比較したいと

か、資料用教科書を見せてほしいなどの問合せが

あったが、それらには即時性を求めるものが多い

ので、優先的な対応を心がけた。本年度の件数は

16件であった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデ

ータを公開している。このため、教育図書・資料

の利用者は、市内の教職員や一般市民にとどまら
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ず、市外の教職員や教育関係の学生、研究者及び

ライフワークとして教育に関心を持っている方な

ど多方面に広がっているので、それぞれのレファ

レンスにできるだけ迅速に対応した。 

 

７ 教育史編纂 

 昨年度から始まった「横須賀市教育史」編纂事

業は、昨年度からの委員に新たに 5 人の委員を委

嘱し、「Ⅰ期教育史編纂プロジェクトチーム」と

名称を変更し、６回の「Ⅰ期教育史編纂プロジェ

クトチーム会議」を開催し、第Ⅰ期（昭和 44年～

昭和 51年）の執筆を始めた。 

第１回Ⅰ期教育史編纂 PT会議（５月 15日） 

  構成員確認、刊行計画の検討・確認、昨年度

取り組み内容の説明、今年度の取り組み予定 

第２回Ⅰ期教育史編纂 PT会議（６月 19日） 

  執筆項目の検討・決定、執筆内容の検討、執

筆にかかわる資料の配布・検討 

第３回Ⅰ期教育史編纂 PT会議（７月 31日） 

  執筆のルール確認、執筆分担の確認、今後の

流れ確認 

第４回Ⅰ期教育史編纂 PT会議（11月９日） 

   （原原稿の事前配布） 

  原稿の書き方の検討、原原稿の検討 

第５回Ⅰ期教育史編纂 PT会議（12月 14日） 

  新原稿の検討、今後の編纂についての検討 

第６回Ⅰ期教育史編纂 PT会議（2月 8日） 

  「暫定版Ⅰ期原稿」の確認、Ⅰ期取り組みの

反省、Ⅱ期以降に向けて 

 以上の取り組みを経て、未着の原稿は若干ある

が、Ⅰ期の執筆はほぼ終了した。Ⅱ期以降の執筆

委員については、会議の開催回数も限られている

ので、原則として、引き続き担ってもらうことに

なった。 

「Ⅰ期教育史編纂プロジェクトチーム」の委員 

  座 長 堀越和宣  

  委 員 青木良紀・南 久直・渡邉 武 

      大久保静香・佐藤設夫 

      松永和夫・橋本邦子・大橋倫人 

      小林勇雄・住田絢子 

  事務局 山崎亨（教育研究所長） 

      小平功一郎（主査指導主事） 

      阿部優子（指導主事助手） 

      小谷孝夫（図書資料担当） 

      河合陽子（図書資料担当） 

 

 

８ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より新設) 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校

長、横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭

二先生は、教育に関する道具や機器を中心に集め

られ時代とともに変遷していく教具や視聴覚機

器の散逸を憂い、収集された。 

平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなら

れた。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の

手続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資

料 199点を、広く多くの方々に供するため、「雑

賀コレクション」と題し、ホームページへ目録と

その写真を掲載した。 

 

９ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47年より収集し平成 5

年に「教具的民俗資料集」と題して冊子にまとめ

られた。教育研究所では、冊子の内容を、「教具

的民俗資料」と題し、41点をインターネット上に

公開している。 

 

１０ 研究所刊行物  

本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧（平成 30年度版） 

・教育研究所所報 80号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 57集 
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理科教育事業 

 

平成 30年度に実施された「全国学力・学習状況調

査」および「横須賀市小・中学校学習状況調査 理

科」の結果では、すべての学年において調査全体

の正答率との差が大きく、学年が上がるにしたが

って差が開いてしまうなど、課題が大きい。一方

で、サイエンスサマーや土曜科学教室、研究集録

への取組状況を見ると、必ずしも児童生徒の理科

離れが進んでいるとはいえないと考えられる。 

 この課題を解決するためには、理科指導力を高

めていくことが必要であり、教員研修の充実、学

習環境の整備が求められると考える。教育研究所

の理科教育事業では、教員が学び探究する場、そ

して科学への関心を高める場として、研修講座を

中心に、授業支援や情報提供を行ってきた。 

 研修講座は、理科の指導に必要な基礎的技術を

身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む

単元の教材研究を深める内容、野外での自然観察

における留意事項、薬品管理を含む安全指導にか

かわる内容等を取り上げた。 

 さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を

高めることも理科教育の充実における大切な要素

であると考え、科学教養講座も実施した。 

 研修講座以外の事業としては、理科の学習や指

導に必要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の

貸し出し、研究・研修のための施設の開放、様々

な問合せ・相談への対応などを行うとともに、イ

ントラネットサイト「理科なび」を充実させ、授

業に役立つ資料の提供を進めた。 

 また本年度も、児童の科学に対する興味・関心

を高め、学力を向上させることを目的として、「サ

イエンスサマー2018」を継続して開催するととも

に、「土曜科学教室」を年間８回実施した。 

 なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、

教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校

理科研究会、他の研究機関と連携をとりながら、

内容の充実と活動の円滑な実施を図っている。 

 

１ 理科教育研修講座 

 平成 30年度は下記の３講座を設定した。 

  ア．理科基礎技術研修講座 

  イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

  ウ．科学教養講座 

（１）理科基礎技術研修講座 

 主に理科の授業を担当している教師や、

初任の小学校教諭、中学校理科教諭を対象

に、理科の指導に必要な基礎的技術を身に

付ける内容として＜表１＞のような７講座

を実施した。 

 これらの講座は、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に行った。事故防止を含めた観察・実験

の基礎技術、自然観察における知識、身近

な自然の活用等について学習した。この７

講座のうち、４講座は自然・人文博物館と

連携し、学芸員を講師に招いて行った。３

講座については校外による研修であった。 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座 

 小中学校の学習内容で、学習効果を高め

るための教材開発や選定、学習展開の工夫

について研修するために＜表２＞のような

２講座を実施した。 

 理科教材開発会社に講師を依頼し、様々

な教材・材料を用いての実験方法を学んだ。

第１回は新学習指導要領を意識した実験の

工夫を、第２回は顕微鏡の管理方法やプロ

グラミング実践例について取り上げた。授

業への生かし方について考えることができ

た。 

（３）科学教養講座 

 理科を指導する教員にとって役立つ技術

や、最新情報を得るために、また、科学に

対して教員自身が興味・関心を持てるよう

にするために＜表３＞の１講座を実施し

た。 

 横浜地方気象台の稲葉修氏（土砂災害気

象官）と伊藤利雄氏（予報官）を講師に、

防災気象情報の知識と活用、神奈川県東部

の特有の気象について、実際の気象データ

をもとにご講演いただいた。 

 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

 生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

 種ジャガイモ、サツマイモ苗、蚕種については、

多くの小学校から購入希望があった。種ジャガイ

モ・サツマイモ苗については小学校以外の需要が

うかがえる一方、木材チップ・堆肥については少

なかった。 

 水中の微小生物についても校種を問わず提供依

頼があり、各学校での顕微鏡観察の一助となるこ

とができた。県立総合教育センターから提供され

たものを維持管理し、指導時期に提供できる体制



 

- 23 - 

 

をとっている。 

 水生植物等の提供依頼もあり、理科教材園の整

備が十分でない学校にとって、教育研究所の果た

す役割は大きい。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

 教育情報センターイントラネットサイトで配信

している「理科なび」では、前年度に引き続き授

業で役立つ情報の提供を目的として、実践資料の

充実に努めるとともに、サイエンスサマーや土曜

科学教室の様子などの情報発信を行った。 

 また、見やすく、わかりやすい形になるようト

ップページおよびその項目を見直した。 

 

４ サイエンスサマー2018 

 小学生の科学に対する興味・関心を高める場と

なる自由研究を支援する目的で実施した。夏季休

業が始まった直後、教育研究所に小学校３年生か

ら６年生までの希望者を集め、実験・観察に取り

組んだ。理科指導に長けた教員が８つのブースを

運営し、研究仮説の設定、実験・観察、考察とい

う一連の流れを体験させ、自由研究への取り組み

を後押しした。 

 午前・午後合わせて 80名の募集に対し、212名

の応募があった。 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

 各学校で選ばれた児童生徒の代表作品１点、及

びサイエンスサマー2018 参加者の作品を研究集

録としてＣＤにまとめ発行するとともに、イント

ラネットサイトにおいても配信した。 

 この研究集録には、夏季休業中に取り組んだ自

由研究を中心に、優秀作品を含め小学校 89点の研

究成果が掲載された。平成 28年度からＣＤに収録

して配付している。 

 

６ 土曜科学教室 

 児童が自身で行う実験・観察を通し、科学に対

する興味・関心を高め学力の向上を図ることをね

らいとして、＜表４＞のように年間８回実施し

た。本年度から回数を２回増やして開催している。

応募に際しては、年間 320人の定員に対し 490人

の応募があり、保護者の関心の高さとともに取組

が認知されてきていることがうかがえた。 

 参加児童のアンケートからは、科学への興味の

高まりと主催側の意図が伝わった感想が多く見ら

れた。保護者の参観も多数あり、感想には次年度

への参加希望や継続を望む意見など、肯定的な意

見が多くあった。児童のみならず、家庭でも理科

への興味・関心が高まり、理科教育の推進の効果

が高かったと考えられる。 

 

７ 授業支援 

 理科支援員（非常勤）職員を中心に、理科の授

業づくりの工夫や改善点、安全指導、動植物の飼

育や教材化の工夫、薬品整理や廃棄の方法など様

々な問い合わせや相談に応じてきた。研究所や職

員の蓄積してきた資料や技術等の提供、理科施設

や器具の貸し出しなどを行った。 

 また、顕微鏡視野内を投影可能な教材提示装置

を購入し、研修で活用した。 

 理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、天体望遠鏡、速

度測定器、アクリルパイプなどを貸し出した。 

 

８ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、小学校

理科研究会、中学校理科研究会をはじめ、多くの

方々との連携・協力を行った。ご協力いただいた

主な方々は次のとおりである。 

小学校理科研究会会長 長島 智仁 （武山小） 

       副会長 大津 晃  （神明小） 

      山崎 健司 （城北小） 

中学校理科研究会会長 佐藤 昌俊 （常葉中）

 副会長 白井 宏一 （坂本中） 

（敬称略） 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （７回 155名） 

  月  日 講      座      名 指   導   者 場  所 参加人数 

５．11 生物教材の飼育と授業づくり 

～カイコ～ 

内舩俊樹 

（自然・人文博物館） 

理科実験室 19 

５．23 生物教材の飼育と授業づくり 

～メダカ～ 

市下啓嗣・鈴木眞人 

（教育研究所） 

理科実験室 ９ 

６．８ 自然観察会 

～校庭で見られる植物～ 

山本 薫 

（自然・人文博物館） 

公郷小学校 22 

７．24 

～８．７ 

はじめての理科実験 市下啓嗣 

（教育研究所） 

理科実験室 66 

８．９ 地球観測データを生かして考える理科の授業づくり～

日本科学未来館コンテンツを活用しよう～ 

宗像 恵太 

（日本科学未来館） 

理科実験室 14 

８．10 自然観察会 

～相模湾の生き物～ 

萩原清司 

（自然・人文博物館） 

天神島 

自然教育園 

16 

11．２ 自然観察会 

～観音崎で見られる地層～ 

柴田健一郎 

（自然・人文博物館） 

県立 

観音崎公園 

９ 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                 （４回 65名） 

  月  日 講      座      名 指   導   者 場 所 参加人数 

８．１ 教材教具の活用と実践  

～理科教材を使ってみよう～ 

手嶋俊貴 

（株式会社ヤガミ） 

理科実験室 ①25 

②20 

８．８ やってみよう観察実験  

～楽しく学ぶワークショップ～ 

滝島治樹 

（株式会社島津理化） 

理科実験室 ①11 

②９ 

 

＜表３＞ 科学教養講座                           （１回 42名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加人数 

  ８．６ 防災気象情報の活用と横須賀の気象 稲葉修・伊藤利雄 

（横浜地方気象台） 

理科実験室 42 

 

＜表４＞ 土曜科学教室 （８回 266名） 

月 日 対象学年 実施機関 募集人数 応募者数 

６．９ ５・６年 JAMSTEC  40人 74 

６．30 ３・４年 ケニス株式会社 40人 112 

７．21 ５・６年 電力中央研究所 40人 55 

９．29 ３・４年 株式会社ナリカ 40人 73 

10．20 ３・４年 ケニス株式会社 40人 65 

11．17 ３・４年 株式会社ナリカ 40人 50 

12．８ ５・６年 株式会社ナリカ 40人 37 

１．19 ５・６年 電力中央研究所 40人 24 
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研 修 関 係 

平成 29年度より新たな体系に基づき、初任者研修、教職１年経験者研修、教職２年経

験者研修、教職６年経験者研修、中堅教諭資質向上研修を実施することとした。本年度か

らは県の育成指標の充実期の入り口にあたる、教職６年経験者研修を開講した。次年度か

らは教職２年経験者研修を開講し、新たな研修体系での完全実施となる。６年経験者研修

では、授業づくりに加えて、異動に伴う悩みの共有や、校内研修の運営についても扱った。 

新たな研修体系に基づき、職に応じた研修では、管理職や学校運営に携わる教諭を対象

に、リーダーとしての在り方や人材育成を促進する研修内容を充実させるとともに、それ

ぞれのキャリアステージに応じた研修や、学力の向上を目指した授業づくり、喫緊の教育

課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

夏季休業中の選択研修については、各教科や最新の教育課題（新学習指導要領、子ど

もの貧困、業務改善等）に応じた研修を実施し、全 80講座、延べ 3,688名の参加があっ

た。 

 

１ 概要 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質・能力、授業力の

向上を図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質

・能力及び指導力の向上を図る。 

（２）選択研修において、学力の向上に向けた教

師の授業力向上、教育課題、学校づくりなど

系統的な研修講座を提供する。 

 

２ 学校組織の活性化と人材育成を図る 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成

が図れるよう、学校づくり、コミュニケーシ

ョン能力、集団づくりなど実践的な研修内容

を充実させ、校内研修との連動を図る。 

（２）各学校において協働性を生かした校内研修

・研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

１「教師として求められる資質・能力、授業力

の向上」については 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠

実で公正な職務遂行能力の育成を図る研修を

実施した。研修の初回に、公務員倫理やモラル

の育成のための内容を入れた。また、授業力向

上の内容の研修を、各経験年数に応じて実施し

た。 

②初任者研修グループ授業研究において、中堅教

諭資質向上研修受講者がファシリテーターと

して協議会の進行を務め、話し合いの充実を図

った。経験年数を超えて研修研鑽を重ねる有用

な場となっている。 

③中堅教諭資質向上研修においては、校内人材育

成の視点を強調した研修を実施し、民間企業に

おける人材育成についても取り上げ、校内にお

ける OJTの促進を図った。 

④パワーアップ研修（理科シリーズ・達人シリー

ズ・英語シリーズ）を実施し、英語シリーズで

は「小学校外国語活動」の充実を図った。 

⑤スキルアップ研修講座を土曜日に開催した。著

名な講師を招聘し、授業づくりや日々の教育活

動に生かせる実践的な研修を充実させた。 

⑥新学習指導要領が求める学び、スクールコンプ

ライアンスや働き方について考える研修講座

を実施し、意識の向上を図った。  

 

２「学校組織の活性化と人材育成」については 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について多くの機会を通

じて強調した。新任総括教諭研修の内容を充実

させ、総括教諭の選択講座枠でも学校運営に関

する内容を充実させた。 

②新任校長研修については、「校内研究の活性化と

校長の役割」をテーマに開催した。また、校長

会との連携研修や副校長・教頭の夏季講座にお

ける２講座選択受講を実施し、研修機会の拡充

を図った。 

③６年経験者研修では協働で授業づくりをする必

要性を扱った。また、中堅教諭資質向上研修で

は、本市の人材育成についての内容を扱った。 

 

以上のような取組により、校外研修と校内研

修が連動して学校の組織力が向上すること、そ

して、一人一人の教員が人材育成の視点を持っ

て OJTを進められることを期待している。 
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、教育公務

員としての公正な職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた指導技術の向上を

図る研修である。 

各経験年数に応じた職場における役割の理解を深めるとともに、本市の目指す学力向

上の視点を大切にし、指導力の向上や授業における ICTの活用などに関わる研修内容を

実施し、意識の向上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の

向上を図るとともに、学習指導や学級経営に必

要な基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指

した研修を行った。外部民間講師や本市指導主

事が講師となり、実践的な研修を行った。受講

者は 69名。（養護教諭２名を含む）校外研修年

間18日以上と校内研修年間210時間以上を実施

した。 

 

（１）校外研修（指定 16日 選択２日） 

第７～10 回宿泊研修において全員模擬授業

を行い、実践的授業力の向上を目指した。 

第 12回「よこすかを知る」では、横須賀市の

歴史を学び米海軍横須賀基地内の横須賀製鉄所

跡地や市内の史跡を見学した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月24日 

開講式 

学校教育部長講話 

教職員の服務 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

横須賀市歌紹介 

学校教育部長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

２ ５月15日 
認め合い高め合う集
団づくりの基本 
メンタルヘルス 

初任者指導アドバイザー 

野中 信行  

教育政策課指導主事 

３ 

小 ６月12日 小学校における水泳
指導法 

保健体育課指導主事 

学校体育指導員 

３ 

中 
７月17日 

中学校における部活
動指導 

保健体育課指導主事 

４ ７月３日 信頼される教師を目
指して 

ハーモニア代表 

     中村 真理  

５ 

６ 
７月31日 

人権教育の大切さ・ 

道徳教育の進め方・ 

指導の重点について 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅠ 

教育指導課指導主事 

教育政策課指導主事 

７ ８月20日 学び続ける教師を目 教育研究所指導主事 

８

９ 

10 

～ 

21日 

宿泊 

研修 

指してⅠ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅡ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅢ 

学び続ける教師を目
指してⅡ 

11 ９月11日 
教員の不祥事防止 

学校事故対応 

神奈川県教育委員会 

教職員人事課指導主事 

保健体育課指導主事 

12 10月23日 よこすかを知る 博物館学芸員 

13 

11月６日 

11月13日 

11月20日 

グループ授業研究

Ⅰ（中学校） 
教育研究所指導主事 

14 

12月４日 

12月11日 

12月18日 

グループ授業研究

Ⅱ（小学校） 
教育研究所指導主事 

15 １月22日 
横須賀市の支援教育・

児童生徒指理解 
支援教育課指導主事 

16 ２月19日 
学び続ける教師として  
～実践報告会～ 
閉講式 

教育研究所指導主事 

（２）選択研修（２日） 

市主催の選択研修等より選択とした。 

小学校教諭は「理科基礎技術研修」「外国語

活動研修」を受講した。中学校教諭は、それぞ

れの教科に応じた研修を受講した。 

（３）校外授業研究 

初任者によるグループ授業研究と研究協議

（中堅教諭資質向上研修受講者が進行役を務め

る）を実施した。異なる年次の経験者が協議す

ることで、互いの相乗効果により実り多い研修

となった。 

（４）校内研修（年間 210時間以上） 

平成 24 年度より初任者研修における非常勤

講師の任用に関する通知の変更があり、校内研

修の総時間数が 300時間以上から 210時間以上

に変更された。 
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 研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を

図るとともに、主体的に学ぶ授業づくりや部活

動指導の教育活動等、研修内容の充実を図った。

本年度は、研修で学んだことを実践に生かせる

ように、自己評価をもとにした研修振り返り用

紙の活用も図った。また、研修報告書類を削減

・簡略化し、研修の準備やまとめの時間の効率

化を図ることで、充実した内容の研修となるこ

とをねらった。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導

教員が担当する研修を週６時間程度、年間 180

時間以上、コーディネーターが割り振る研修を

週１時間程度、年間 30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員

による研修、校内指導教員が割り振る研修を年

間 210時間以上実施した。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

協働性を高めながら教師としての基礎的な資

質の向上を目指すとともに、教育公務員としての

自覚を深め、子どもの学力を向上させるための指

導力を身に付けることを目的として研修を実施

した。校外研修７回、校内研修 10回。受講者 75

名（養護教諭１名を含む） 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月26日 

学び続ける教員で

あるために・教職員

の服務 

教育研究所指導主事 

２ ５月９日 

「主体的・対話的で

深い学び」につなが

る授業づくり 

教育研究所指導主事 

３ ８月７日 

授業づくりで大切に

したいこと 

関東学院大学六浦小学

校 スーパーバイザー 

松永 昌幸 

４ ８月７日 

人権意識を高める 

情報モラル 

企業教育研究会 

 関谷 紳吾 

教育研究所指導主事 

５ １月11日 
１年間の実践の交流

と振り返り 
教育研究所指導主事 

６ ７～８月 夏季研修講座より選択 

７ ７月～１月 
フロンティア研究発表会または教科指導員

授業より選択 

 

 

 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

勤務校における授業

研究と研究協議およ

び自主研修10回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

３ 教職６年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら、職場環境の変化に伴う仕事への取組方の工

夫などについて学び、個々の適正を伸長するとと

もに、校内研究の企画・推進に関する力量の向上

を図ることを目的として研修を実施した。校外研

修６回、校内研修 10回実施。受講者は 54名。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月８日 
学び続ける教員であるた

めに 教職員の服務 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

２ ６月８日 
校内研修の在り方  

授業づくり 
教育研究所指導主事 

３ ７月11日 校内研究の推進 
早稲田大学 

教授 小林 宏己 

４ １月15日 
リーダーとしての人権意識 

実践の交流と振り返り 
教育研究所指導主事 

５ ９～１月 フロンティア研究発表会より選択 

６ ７～８月 夏季研修講座より選択 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

勤務校における授業研

究と研究協議及び自主

研修10回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

４ 中堅教諭研修講座 

教職経験 10 年を経過した教員が対象。教育

公務員特例法第 24条の規定に基づき、個々の適

性を伸長し、教科指導、生徒指導等に関する指

導力の向上を図るとともに、学年及び学校運営

における企画調整力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修 14回、校内研修 11回。受講者 60

名。（養護教諭 1名を含む） 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月27日 

開講式 

「中堅教諭として」 

「教職員の服務」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 
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2 ６月１日 

人材育成の視点を持

った組織の動き１ 

 

教育指導課 

主査指導主事 

3 ６月29日 
人材育成の視点を持

った組織の動き２ 

ＪＴＢほか 

 

4 ８月１日 
学力向上につながる授

業づくり 
早稲田大学 

教授 田中 博之 

5 ９月７日 

ミドルリーダーとして

の役割 

池上小学校 

 校長 髙橋 淳一 

野比東小学校 

総括教諭 島田 忠昭 

6 
10月19日 

   

校内研修の活性化・校外

授業参観の視点につい

て 

教育研究所指導主事 

7 １月16日 
児童生徒指導、保護者対

応について 
支援教育課主査指導主事 

8 
７月～ 

 １月 

校内研究授業の実施(

校外研修) 

教育研究所指導主事 

教科等担当指導主事 

9 
７月～ 

  １月 

 

校外授業参観１ 

 

教育研究所指導主事 

教科等担当指導主事 

10 
11月～ 

 12月 

初任者グループ授業

研究と研究協議の進

行・助言 

教育研究所指導主事 

 

11 
７月～ 

  １月 

教科指導員の授業を 

参観 

教科指導員 

教育研究所指導主事 

12 ２月１日 
実践交流と振り返り 

教育研究所指導主事 

13 

・ 

14 

※ 

自己課題の解決に向

け、市や県の研修講座

を選択 
 

※第 13・14回については受講者の研修テーマに

応じて２日選択。免許更新講習受講者は、更

新講習で受講した講座を選択研修に振り替え

ることができることにしている。 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

全

11 

回 

４月～  

 ２月 

 

「授業に関する研修」 

各校指導担当 

校内でのペアまた

はグループを構成 

「児童生徒指導に関す

る研修」 
校内教諭等 

「学年・学校運営におけ

る研修」 
校内教諭等 

 

５ 養護教諭経験者研修講座 
これまで、養護教諭経験者研修は神奈川県にお

ける教員のライフステージに即した研修体系に

合わせて２・15・25年経験時に実施してきたが、

本市における教員研修体系の見直しを踏まえ、平

成 29 年度以降の養護教諭経験者研修は、横須賀

市が実施するそれぞれの経験年数における基本

研修のカリキュラムに合わせ、初任・１・２・６

・中堅養護教諭が受講することとした。 

基本研修に合わせて校外研修や校内研修の実

施に加え、専門的な内容の研修効果を高めるとと

もに、市内における養護教諭の交流を図るため、

神奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、

県が実施する養護教諭研修を選択しながら実施

する形は踏襲し、一部合同開催とした。 

また、養護教諭が積極的に授業に関わっていく

ことを目的とし、受講者には授業公開を呼びか

け、今年度は４名の授業公開を行った。 
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職務等に応じた研修 

１ 管理職研修講座（指定） 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るために研修を実施し

た。 

本年度は働き方改革の視点から、組織マネジメ

ントにより職場環境を改善する方法について理

解を深めた。 

昨年度に引き続き、新任校長研修講座、新任教

頭研修講座、校長会連携研修を開催し、研修の機

会を拡充し、実践的な内容の研修を展開した。 

合わせて副校長･教頭研修においては、夏季研

修講座より２講座を選択し受講した。 

 

（１）新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月13日 

「教頭としての役割」 

 

「教頭の実務」 

公郷小学校校長  

岩田 嘉純 

大津中学校教頭 

小板橋 貴久 

 

（２）校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
７月２日 

７月６日 
人を生かす人材育成 

有限会社 オレガ 

演出家 

大江 祥彦  

 

（３）校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月30日 

働き方改革～組織マネ

ジメントとワークライ

フバランスを考える～ 

内閣府地域働き方改革

支援チーム 委員 

渥美 由喜 

 

（４）副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月30日 

働き方改革～組織マネ

ジメントとワークライ

フバランスを考える～ 

内閣府地域働き方改革

支援チーム  委員 

渥美 由喜 

 

（５）新任校長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 12月７日 
「校内研究の活性化と

校長の役割」 

学校教育アドバイザー 

  北 俊夫 

 

 

２ 総括教諭研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

本年度は、各校の総括教諭等が学校づくり研 

修講座、教育課題研修講座、支援教育研修講座 

の 12講座より２講座を選択して受講した。 

（受講対象人数 294名） 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月26日 
学校現場における業務

改善 

教育研究家 

妹尾 昌俊 

２ ７月26日 
学校現場に生かすアン

ガーマネジメント 

アンガーマネジメント・ジャパン  

代表  

佐藤 恵子 

３ ７月30日 学校事故対応を考える 

日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

４ ７月31日 
学校改善につながる学

校評価 

山梨大学 

教授 

日永 龍彦 

５ ７月31日 
学力向上を目指した学

習状況調査の分析 

株式会社 内田洋行

教育総合研究所 主任研究員 

平野 智紀 

６ ８月６日 
子どもの貧困の現状と

対策 

首都大学東京 

教授 

阿部 彩 

７ ８月６日 組織で取り組む学力向上 

高知県教育委員会 

スーパーバイザー 

西留 安雄 

８ ８月７日 

新学習指導要領に向け

たカリキュラムマネジ

メント 

白梅学園大学大学院

特任教授 

無藤 隆 

９ ８月８日 
「主体的・対話的で深い

学び」を生み出すために 

横浜国立大学 

名誉教授 

髙木 展郎 

10 ８月９日 

いじめ・不登校の未然防

止 

国立教育政策研究所 

生徒指導・進路指導研究センター総括研究官 

中野 澄 

11 ８月10日 

児童虐待（親子という

絆）・少年非行 

日本体育大学 

准教授 

南部 さおり 

12 ８月22日 

自傷行為（自殺）の理解

と援助 

国立精神・神経医療研究センター 

部長 

松本 俊彦 
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３ 学校運営基礎研修講座 

学校経営の視点も意識しながら、学校運営に携

わり、円滑に推進していくための力量向上を目的

とし、指定された 23名の総括教諭が受講した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月12日 学校運営における役割 

教育研究所指導主事

馬堀中学校 校長 

髙橋 享子 

２ ７月７日 
教育法規 

教育課程編成 

教職員課指導主事 

教育指導課指導主事 

３ ８月10日 
自校を見つめる１ 

 

キッザニア東京 

スタッフ 

４ 10月13日 
組織マネジメント 

人材育成・学校評価 

教育指導課指導主事 

５ 11月28日 
自校を見つめる２ キッザニア東京 

スタッフ 

 

４ 初任者研修拠点校指導・校内指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する拠点

校指導教員を対象に、初任者指導の現状とその対応

を協議し、指導教員自身の指導技術を高める研修を

実施した。希望者は初任者のグループ代表授業に参

加し、研究協議の中で助言を行った。 

研修日数は６日、受講者は24名。第３回は初任者

研修校内指導教員研修講座と合同実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月３日 
拠点校指導教員の役割 

教育研究所指導主事 

２ ６月19日 

初任者研修の現状とそ

の対応 

夏島小学校  

拠点校指導教員 

荒井 理子 

教育研究所指導主事 

３ ７月26日 

発達障害を抱えた児童

・生徒との関わり（校内

指導教員研修講座と合

同開催） 

国立特別支援教育総合

研究所 上席総括研究員 

    笹森 洋樹 

４ ９月18日 

初任者研修の現状とそ

の対応 

公郷中学校 

拠点校指導教員 

関場 孝男 

教育研究所指導主事 

５ 

11月６・13・20日、12月４・11・

18 日の中から１回または２回選択

し、初任者グループ授業研究を参観

し、研究協議に参加した。 

教育研究所指導主事 

６ １月29日 
本年度の振り返り（初任

者研修の成果と課題） 
教育研究所指導主事 

 

 

 

 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務

について理解を深め、初任者研修の効果を高める

ために研修を実施した。本年度は、児童生徒理解

をもとに初任者への効果的な研修の在り方につ

いて講義を通して学びを深めた。 

研修日数は２日。第２回は初任者研修拠点校指

導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月３日 

初任者研修校内指導教

員の役割 

教育研究所指導主事 

２ ７月26日 

発達障害を抱えた児童

・生徒との関わり（初任

者研修拠点校指導教員

研修講座と合同開催） 

国立特別支援教育総合

研究所 上席総括研究員 

    笹森 洋樹 

 

５ 臨時的任用職員研修講座 

臨時的任用職員・非常勤職員の指導力を育成す

るため、臨時的任用職員研修講座を実施した。学

習指導、児童・生徒指導、学級経営等の理解を深

める内容で行い、多数の職員が受講した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月26日 
学級経営 

子どもとの関係づくり 

教育研究所指導主事 

２ ６月７日 
服務全般 

情報セキュリティ 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

３ ７月10日 
授業づくりと学習評価

・評定 

教育指導課指導主事 

４ 10月26日 児童・生徒指導 
支援教育課指導主事 

５ 11月27日 

わかりやすい授業を目

指して～ユニバーサル

デザインの視点から～ 

植草学園短期大学 

教授・専攻主任 

佐藤 愼二 
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選択研修 

１ コミュニケーション研修講座 

教師として必要なコミュニケーションスキ

ルを身に付け、学校における実践方法について

理解を深め、指導力向上を図ることを目的と

し、実践的な研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ８月６日 

子どもに寄り添えるコ

ミュニケーションのあ

り方 

ことばキャンプ 

代表 

高取 しづか 

２ ８月８日 
気持ちが伝わるコミュ

ニケーションのあり方 

やまき心理臨床オフィス 

スーパーバイザー 

八巻 秀  

 

２ 教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員

としての資質や指導力の向上を図ることを目的

として、実践的な研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月26日 
学校現場に生かすアンガー
マネジメント 

アンガーマネジメント・ジャパン 

代表  佐藤 恵子 

２ ７月31日 
学力向上を目指した学習状

況調査の分析 

株式会社内田洋行 

教育総合研究所 

主任研究員 平野 智紀 

３ ８月６日 
子どもの貧困の現状と
対策 

首都大学東京 

教授   阿部 彩 

４ ８月８日 
「主体的・対話的で深い
学び」を生み出すために 

横浜国立大学 

名誉教授 髙木 展郎 

 

３ 学校づくり研修講座 

 学校としての組織的な対応が求められる「業務

改善」、「スクールコンプライアンス」、「学校

評価」等について理解を深め、実践につなげるた

めの研修を５回実施した。管理職・総括教諭の選

択研修としても位置付けている。 

 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 
学校現場における業務

改善 

教育研究家 

妹尾 昌俊 

 

２ ７月30日 学校事故対応を考える 
日本女子大学 

教授 坂田 仰 

３ ７月31日 
学校改善につながる学

校評価 

山梨大学 

教授 日永 龍彦 

４ ８月６日 
組織で取り組む学力向

上 

高知県教育委員会 

スーパーバイザー 

西留 安雄 

５ ８月７日 

新学習指導要領に向けた

カリキュラムマネジメン

ト 

白梅学園大学大学院 

特任教授 

      無藤  隆 

 

４ スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的知識・技能に関する実践的

な研修講座。教員としての資質や指導力の向上を

図る目的として研修を実施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 11月17日 
主体的・対話的で深
い学びのある算数・
数学科の授業づくり 

横浜市教育委員会 

指導教官 

清水 誉志人 

２ 12月８日 
学ぶ喜びを感じる国
語の授業 

元十文字学園女子大学 

教授  松木 正子 

３ １月 19日 
主体的・対話的で深
い学びのある社会科
の授業づくり 

玉川大学 

教授  谷 和樹 

※第１回は、中止となった。 

 

５ 訪問支援研修 

教育研究所指導主事が、教員の授業づくり等を

支援する「サポート研修」と、校内研究を支援す

る「校内研修ファシリテート」を実施した。 

 「サポート研修」では、本年度希望のあった対

象校１校に対し、授業参観を行い、教材研究の進

め方や、子どもが主体的に学習に取り組む授業づ

くりに関する指導を行った。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が、

研究協議会の進め方等を支援する研修である。 

※今年度は希望校がないため、実施していない。 
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６ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と

情熱をもった人材に、本市が目指す教師像、教育

理念、実践的指導力を伝授し、教職に対する強い

使命感をもつ教師を育成することを目的として

開講している。 

３年前から前・後期制とし、後期からは大学３

年生も未来塾に入れるようにした。第８期生前期

の「よこすか教師未来塾」は大学４年生を対象に

４名で編成した。同じく「よこすか教師希望塾」

は市内で臨時的任用職員または非常勤講師とし

て勤務している者を対象として 14 名で編成し

た。 

後期は、未来塾６名、希望塾 13名の編成である。 

原則毎月１回、年間 12 回の開催となった。金

曜日の 18:00～19:45 までの講義・演習の中で、

授業づくりや学級づくり、子ども理解や児童生徒

指導等、実践的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。本年度は、12 月に希

望校種（小・中）別の講座を開催した。 

◆よこすか教師塾担当 

非常勤講師  小曽戸聡 小谷孝夫 鈴木眞人 

回  日 時 内  容 講 師 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

５月11日 

「開講式」 

「教師をめざす心得」 

「自分の考えを相手に伝え

る教育論文の書き方１」 

教育研究所所長 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

 

２ ５月18日 

「求められる教師像に
ついて」 

「模擬授業をするため

に」（指導案の書き方） 

「模擬面接に向けて」 

教育研究所主査 

指導主事 

非常勤講師 

 

３ ６月８日 

「先輩教師から学ぶ（心
構え）」 
 

「自分の考えを相手に伝え
る教育論文の書き方２」 

諏訪小学校 教諭 

小西 香菜子 

大矢部中学校 教諭     

   山﨑 大地 

非常勤講師 

４ 

期 

６月23日 

「先輩教師から学ぶ（模

擬授業）」 

 

「模擬面接」 

（グループ別） 

 

津久井小学校 教諭 

梶ヶ谷 未来 

浦賀中学校 教諭 

小川 彰朗 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

５  ７月６日 「模擬授業・グループワ

ーク」 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

９月21日 

「教育の今日的な題題」 

「新指導要領のポイン

トについて」 

支援教育課指導主事 

教育研究所指導主事 

 10月19日 

「わかる授業のための
ICT活用」 

「授業のスキルアップ
（板書・発問・教具・評
価等）」 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

 

９ 11月16日 

「小・中学校の道徳授

業について」 

 

「小・中学校の評価に
ついて」 

教育指導課指導主事 

10 12月14日 

「学級担任の役割と実
務」 

 

「学級経営のポイント

について」 

 （校種別開催） 

長井小学校 教諭 

杉本 奈々子 

 

北下浦中学校 教諭

北野 渚 

11 １月25日 

「児童生徒理解に基づ

く指導について」 
教育研究所指導主事 

11 ２月15日 
「模擬授業」 

（相互評価） 

 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

 

12 ３月１日 

「学び続ける教師をめ
ざして」 

 
「1年間を振り返って」 

 

「閉講式」 

教育研究所所長 

教育研究所指導主事

非常勤講師 
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７ パワーアップ（理科・達人・英語）研修講座 

理科シリーズ・達人シリーズ・英語シリーズで

実施した。理科シリーズでは、学校訪問型 指導

技術向上研修を継続し、市内の小学校を会場に４

回実施した。 

達人シリーズでは、教科研究会で活躍した市内

の退職教員を講師に招いて５回実施した。 

英語シリーズは小学校外国語及び中学校外国

語における授業力向上をねらいとして５回実施

した。 

 

＜理科シリーズ 学校訪問型指導技術向上研修＞ 

回 時期 会場 講 師 

４回 ６月～12月 

船越小学校 

小原台小学校 

明浜小学校 

鶴久保小学校 

市内小学校教諭 

教育研究所指導主事 

＜授業の達人に学ぶシリーズ＞ 

回 時期 内容・会場 講 師 

５回 ６月～１月 

国語・研究所 

音楽・明浜小 

理科・研究所 

社会・研究所 

算数・研究所 

市内元校長 山田 親恵 

市内元教諭 山本 典子 

市内元校長 鈴木 眞人 

市内元校長 小曽戸 聡 

市内元校長 横田 良 

＜英語シリーズ＞ 

回 時期 会場 講 師 

５回 ６月～12月 教育研究所 

教育研究所指導主事 

英語教育推進リーダー 

外国語活動アドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８　平成30年度　夏季研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 実施日 開始時間 場所 参加者

国語科研修講座 1 国語授業の作り方 桃山学院教育大学教育学部 二瓶　弘行 8月09日(木) 09:30 教育研究所 99

社会科研修講座 1 新学習指導要領の実施に向けて 国士舘大学 澤井　陽介 8月23日(木) 13:30 ヴェルクよこすか 34

算数科/数学科研修講座 1 算数・数学科における主体的・対話的で深い学び 横浜国立大学教育学部 池田　敏和 7月30日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 67

理科研修講座 1 「目指す資質・能力を育成するための理科教育」 文部科学省 有本　淳 8月06日(月) 09:30 教育研究所 28

音楽科研修講座 1 新学習指導要領に即した音楽科の授業づくり 筑波大学付属筑波小学校 平野　次郎 8月22日(水) 09:30 教育研究所 95

図画工作科/美術科研修講座 1 新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくり 文部科学省 岡田　京子 8月20日(月) 13:30 ウェルシティ 40

1 新学習指導要領におけるプログラミング教育（仮） (株)情報通信総合研究所 平井　聡一郎 7月31日(火) 09:30 ヴェルクよこすか 38

2 新学習指導要領実施に向けて（仮） 文部科学省 教育課程課 筒井　恭子 8月21日(火) 10:00 ヴェルクよこすか 35

3 プログラミング的思考を育む教材の活用について（仮） 特定非営利活動法人CANVAS 寺田　篤生 8月08日(水) 13:30 浦賀小学校 14

生活科研修講座 1 新学習指導要領改訂の趣旨を踏まえた生活科の授業 文部科学省 教育課程課 渋谷　一典 8月20日(月) 09:30 ヴェルクよこすか 24

外国語科研修講座 1 中学校における外国語教育の推進について 神奈川大学 髙橋　一幸 8月21日(火) 13:30 23

4① はじめての理科実験①　～実験器具を扱ってみよう～ 7月24日(火) 13:30 24

4② はじめての理科実験②　～実験器具を扱ってみよう～ 7月25日(水) 13:30 24

4③ はじめての理科実験③　～実験器具を扱ってみよう～ 7月30日(月) 09:30 10

4④ はじめての理科実験④　～実験器具を扱ってみよう～ 8月07日(火) 13:30 8

5 地球観測テータを生かして考える授業づくり 日本科学未来館 宗像　恵太 8月09日(木) 13:30 14

6 自然観察会　～相模湾の生き物～ 横須賀市自然・人文博物館 萩原　清司 8月10日(金) 09:30 天神島自然教育園 16

科学教養研修講座 1 防災気象情報の活用と横須賀の気象 横浜地方気象台 稲葉修・伊藤利雄 8月06日(月) 13:30 教育研究所 42

1① 09:30 25

1② 13:30 20

2① 09:30 11

2② 13:30 9

1 学校水泳指導法研修講座① 市内公立学校 教員 8月07日(火) 09:00 28

2 学校水泳指導法研修講座② 横須賀海上保安部 交通課 8月08日(水) 09:00 19

3 小学校等体育科夏季研修講座① 09:00 総合体育会館 44

4 小学校等体育科夏季研修講座② 13:30 教育研究所 31

5 小学校等体育科夏季研修講座③ 09:00 41

6 小学校等体育科夏季研修講座④ 13:30 22

7 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座① 09:00 13

8 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座② 13:30 16

9 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座③ 8月10日(金) 09:00 9

10 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座④ 消防局救急課・市内公立学校 職員・教員 8月20日(月) 09:15 あんしん館 9

体育実技講習会 1 体育実技講習会 （株）フルクラムスクワッド 角田　義昭 8月10日(金) 13:30 総合体育会館 41

児童生徒健康・体力向上推進研修講座 1 児童生徒健康・体力向上推進研修講座 東京女子体育大学 末永　祐介 8月06日(月) 13:30 横須賀市役所 43

総合的な学習の時間研修講座 1 新学習指導要領改訂の趣旨を踏まえた総合的な学習の時間の授業 文部科学省 教育課程課 渋谷　一典 8月20日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 22

特別活動研修講座 1 新学習指導要領改訂のポイント 筑波大学 藤田　晃之 8月07日(火) 13:30 ヴェルクよこすか 19

道徳研修講座 1 道徳科の指導と評価（仮） 国研　総括研究官 西野　真由美 7月30日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 145

1 小学校外国語教育：授業力向上セミナー① 教育指導課 外国語活動ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 7月30日(月) 10:00 教育研究所 54

2 小学校における外国語教育の推進について 文教大学 金森　強 8月07日(火) 09:30 41

3 あなたの英語、本当はちゃんと通じている！ ｶﾝ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾊｼﾓﾄ 8月08日(水) 13:30 29

4 小学校外国語教育：授業力向上セミナー② 8月10日(金) 10:00 教育研究所 25

5 小学校外国語教育：授業力向上セミナー③ 8月22日(水) 10:00 ヴェルクよこすか 15

3 いじめ・不登校の未然防止 国立教育政策研究所 中野　澄 8月09日(木) 09:30 ヴェルクよこすか 158

4 児童虐待（親子という絆）・少年非行 日本体育大学 南部　さおり 8月10日(金) 13:30 教育研究所 107

5 自傷行為（自殺）の理解と援助 国立精神・神経医療研究センター 松本　俊彦 8月22日(水) 13:30 ヴェルクよこすか 148

1 子どもに寄り添えるコミュニケーションのあり方 ことばキャンプ 高取　しづか 8月06日(月) 09:30 81

2 気持ちが伝わるコミュニケーションのあり方 やまき心理臨床オフィス 八巻　秀 8月08日(水) 09:30 58

1 学校現場に生かすアンガーマネジメント 一般社団法人ｱﾝｶﾞ-ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 佐藤　恵子 7月26日(木) 13:30 171

2 学力向上を目指した学習状況調査の分析 株式会社　内田洋行 平野　智紀 7月31日(火) 09:30 79

3 子どもの貧困の現状と対策 首都大学東京人文社会学部 阿部　彩 8月06日(月) 09:30 102

4 「主体的・対話的で深い学び」を生み出すために 横浜国立大学 髙木　展郎 8月08日(水) 09:30 141

1 信念を語り、取り組み続ける勇気 人とホスピタリティ研究所 高野　登 8月01日(水) 13:30 横須賀総合高等学校 146

2 森は海の恋人　～人を育てる環境教育～ ＮＰＯ法人　森は海の恋人 畠山　重篤 8月07日(火) 09:30 50

3 日本の心を伝える 大阪芸術大学 平野　啓子 8月09日(木) 13:30 80

幼児教育研修講座 1 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿とは 聖徳大学大学院 篠原　孝子 8月08日(水) 09:30 教育研究所 57

就学前教育と小学校教育の連携研修講座 3 幼児の育ちを学ぼう 追浜保育園 江川　順子 7月26日(木) 09:30 追浜保育園 15

読書指導研修講座 1 新学習指導要領と学校図書館 文部科学省　児童生徒課 田島　博樹 8月22日(水) 13:30 教育研究所 65

1 学校現場における業務改善 教育研究家中央教育審議会 妹尾　昌俊 7月26日(木) 09:30 ヴェルクよこすか 140

2 学校事故対応を考える 日本女子大学 坂田　仰 7月30日(月) 13:30 教育研究所 76

3 学校改善につながる学校評価 山梨大学 日永　龍彦 7月31日(火) 13:30 47

4 組織で取り組む学力向上 高知県教育委員会 西留　安雄 8月06日(月) 13:30 89

5 新学習指導要領に向けたカリキュラムマネジメント 白梅学園大学大学院 無藤　隆 8月07日(火) 13:30 68

1 PC教室を活用しよう（小学校対象） ＪＲ四国ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｳｪｱ・ｼﾞｬｽﾄｼｽﾃﾑ スタッフ 7月26日(木) 09:30 20

2 ICT活用の実践から学ぶ H28・29年度教育の情報化研究員 教諭 09:30 25

3 初めてのICT活用 教育研究所 指導主事 13:30 17

4 分かりやすい授業づくりのための教科指導におけるICT活用 横浜国立大学 脇本　健弘 8月08日(水) 13:30 27

1 スポーツ現場の栄養管理から 元横浜DeNAベイスターズ 小泉　智子 09:30 106

2 生活習慣・学力と睡眠教育 明治薬科大学 駒田　陽子 13:30 81

1① 応急手当Ⅰ 7月23日(月) 09:15

2① 応急手当Ⅱ 7月23日(月) 13:00

3① 応急手当Ⅲ 7月24日(火) 09:15

4① 応急手当Ⅳ 7月24日(火) 13:00

1② 応急手当Ⅰ＊１①と同じ内容 8月21日(火) 09:15

2② 応急手当Ⅱ＊２①と同じ内容 8月21日(火) 13:00

3② 応急手当Ⅲ＊３①と同じ内容 8月22日(水) 09:15

4② 応急手当Ⅳ＊４①と同じ内容 8月22日(水) 13:00

防災教育研修講座 1 児童生徒の防災意識を高める防災教育の在り方 東京大学地震研究所 宮﨑賢哉・平田直 8月20日(月) 09:30 教育研究所 28

1 発達障害のある子どもの行動問題への支援 渡部　匡隆 8月16日(木) 13:30 教育研究所 93

2 学習環境デザイン 有元　典文 8月23日(木) 13:45 おださがプラザ 4
横須賀市環境企画課連携研修（環境学習講座） 1 学区の自然を再発見！ ＮＰO法人三浦半島生物多様性保全 天白　牧夫 7月31日(火) 09:30 逸見ｺﾐｭﾆﾃｲｾﾝﾀｰ他 14

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として80講座実施した。延べ参加人数3,688人。）

家庭科/技術・家庭科研修講
座

教育研究所

理科基礎技術研修講座

教育研究所 市下　啓嗣

教育研究所
やってみよう観察実験
 ～楽しく学ぶワークショップ～

株式会社　島津理化 滝島　治樹 8月08日(水)

小学校・中学校理科教材研究
講座

教材教具の活用と実践
～理科教材を使ってみよう～

株式会社ヤガミ 手嶋　俊貴 8月01日(水)

コミュニケーション研修講座 ヴェルクよこすか

体育科・保健体育科夏季研修
講座

鶴久保小学校

市内公立学校 教員

7月25日(水)

7月26日(木)

総合体育会館
8月09日(木)

外国語活動研修講座
ヴェルクよこすか

教育指導課 外国語活動ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

支援教育研修講座

教育課題研修講座 ヴェルクよこすか

夏季大学
ヴェルクよこすか

学校づくり研修講座

ヴェルクよこすか

ＩＣＴ活用実践研修講座 教育研究所7月30日(月)

学校保健研修講座 7月30日(月) 横須賀市役所

‐34‐

横浜国立大学連携研修講座 横浜国立大学

応急手当普及員研修講座 横須賀市消防局救急課 救急隊員

横須賀市役所

27

消防局庁舎



- 35 - 

学校の基盤整備 

平成 10年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象とな

って以降、教育分野における ICT機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

そして「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育ネ

ットワーク」の整備により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の拠

点を 100Mbpsの高速回線で結んでいる。 

また、教員等が校務の事務処理に使用するパソコン、児童生徒の教育用として教

室やパソコン教室で使用するパソコンを、合計で約 8,000台配備した。 

これらのネットワーク環境と ICT機器の活用及び情報発信のため、機器の保守・

管理を行っている。 

なお、平成 27 年４月の組織改正により、保守・管理と機器調達については、教

育総務部教育政策課（教育情報システム室）に所管を変更した。

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

教育研究所のカリキュラムセンター機能の充

実に向けて、市内の先生方が授業づくりをする

上で、参考となる指導案や資料などを必要に応

じてイントラネット上からダウンロードできる

ようにする仕組みを整備した。各学校にてフロ

ンティア研究やチャレンジ研究の際に作成し保

有する指導案や各種資料などの電子データの収

集及び蓄積・分類・整理などを進めた。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「三浦半島の植物」「三浦半島の地層･地質」

「三浦半島の野鳥」「教具的民俗資料」など

がある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ

ージ集。PC版と携帯版の２種がある。) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学

校において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターイントラネットサ

イトビュー件数 

平成 30年(平成 30年 1月～12月)＝755,384件 

平成 29年(平成 29年 1月～12月)＝908,138件 

 

(２）よこすかスクールネット・よこすかスクー

ル携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各

方面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16

年６月１日、携帯電話から閲覧できる「よこす 

 

かスクール携帯ネット」を開設した。 

ビュー件数は、次のとおりである。 

○よこすかスクールネット 

平成 30年(平成 30年 1月～12月)＝9,893,849件 

平成 29年(平成 29年 1月～12月)＝10,075,651件 

 

○よこすかスクール携帯ネット 

平成 30年(平成 30年 1月～12月)＝54,309件 

平成 29年(平成 29年 1月～12月)＝56,613件 

 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲

示板を有効に活用することで、校務処理の効率

化を図ることができた。 

 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の

担当者が集まり、「教育の情報化推進」という

視点から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

 本年度は、事務局会を１回開催した。 

②当該ネットワーク設置の経緯 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事業（文

部省・郵政省、平成 10年）」と「教育情報通信基

盤整備事業（総務省、平成 13年）」によって、平

成 14 年１月に三浦半島地区教育ネットワーク内

の全ての学校（横須賀市、三浦市、葉山町）が、

よこすか教育ネットワークセンター経由 100Mbps
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でインターネットへ接続する環境が確立し、大容

量情報の高速化と低コスト化を実現したことが発

足の端緒である。 

 

２ コンピュータ等の ICT機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器及び

インターネット利用環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT環境を提供する。 

・Webを通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC整備関連 

①コンピュータ教室機器 

     教育用 PCとして、小、中、ろう、養護の各

学校にパソコン教室を整備している。 

  （小学校：平成 24年度、25年度） 

（中、ろう、養護学校：平成 27年度） 

②普通教室用校内 LAN及び ICT機器 

     小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に

各学級１台のパソコンとインターネットに

接続可能な校内 LANを整備済である。周辺機

器として、プロジェクタや実物投影機を配布

している。 

 平成 26 年度には特別支援学級にタブレッ

ト型パソコン（85台）を整備した。 

平成 28年度に、平成 22年度配布分のノー

ト型パソコンを更改しタブレット型パソコ

ンとした（中、ろう、養護学校＋小学校一部）。 

 ③教育研究所情報教育研修室 研修用パソコン 

   教育研究所内に教職員の ICT研修を主目的

とする情報教育研修室を設け、当該研修室で

使用する研修用パソコン（21台）を整備して

いる。 

 

(３)校務用 PC整備関連 

①校務用 PC 

     平成 22年 12月に教職員１人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

は 100Mbps の光ファイバー網によって結ば

れ、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

平成 23 年度以降、古くなった校務用パソ

コンを順次更改しており、平成30年度は 350

台の更改を行った。 

②校務支援システム 

  平成 21年度の「学校情報通信技術環境整備

事業費補助金（文部科学省）」により、小、

中、ろう、養護の各学校に校務支援システム

の導入を進めており、平成 22年度に導入の周

知及び運用研修を行い、平成 23年４月から本

格運用を開始した。 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充実

のために、各種の取組を行った。 

（１）ICT機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、より実践的な内容をテー 

マとした各種研修を実施した。 

（２）横須賀市教育情報センターイントラネットサイトに掲載されている情報の追加や 

更新を行った。 

（３）平成 23年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、シ

ステムを使っての成績データの入力や通信簿、指導要録、健康診断票などの帳票出

力について、教育研究所での集合研修や各学校への訪問研修を実施した。また、イ

ントラネットサイトに各種操作手順書を掲載し、資料の充実を図った。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成について

は、５、10、２月を「セキュリティ月間」とし、情報の取り扱いに関するルールの

周知と啓発を行った。また、「学校の保有する情報の取扱いに関する基準」の周知

を図った。 

（５）平成 25年度をもって終了した教育情報化支援員派遣事業（民間委託）にかわり起

ち上げた、教育研究所スタッフによる ICT授業支援サポーター制度を継続した。 

 

１ 研修事業 

研修成果の向上を目指し、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。ICT 活用に関する研修に

は、延べ 484名（平成31年１月現在）が参加した。 

 

(１)ICT活用実践研修講座［参加者数：89名］ 

  ICT を活用する上で必要な基礎的・基本的知

識及び技能に関する具体的内容を取り上げ、技

術力の向上とともに教育の情報化を推進するた

めに、４回の研修を実施した。 

 

   ①PC教室を活用しよう［20名］ 

    小学校 PC 教室にインストールされてい

る「わいわいレコーダー」・「ジャストス 

マイル」を授業の中で効果的に活用する方 

法を考える。 

  ②ICT活用の実践から学ぶ［25名］ 

    ２年計画で進めた、「教育の情報化研究 

員会」の実践報告会を行った。実際に授業

で活用した機器を利用したプレ授業を行っ

た。 

  ③初めての ICT活用［17名］ 

    PC教室の PCを利用して、パワーポイン 

トやジャストスマイルを授業の中で、効果 

的に活用した指導の研修を行った。 

  ④分かりやすい授業づくりのための教科指導 

における ICT 活用［27名］ 

  

横浜国立大学 脇本健弘准教授をお招き 

し、授業のねらいを達成するために、学校 

に配備されている ICT 機器をどのように 

活用することができるのかを考える。 

 

（２）初任者対象研修［参加者数：69名］ 

    情報セキュリティ、著作権についての理 

解を深めるための研修を行った。 

 

（３）１年経験者対象研修［参加者数：74名］ 

携帯電話やスマートフォンの利用に関 

する指導方法についての研修を実施した。 

 

２ 校務の情報化推進事業 

情報セキュリティ保持のため、例年どおりセキ

ュリティ月間を３回設定し、情報の取扱いに係る注

意喚起を行った 

校務支援システムによる校務の省力化、教科指

導における ICT活用、情報教育など、横須賀の学

校における情報化の推進に関する検討組織とし

て、学校情報化推進部会を設置し、それぞれにつ

いて検討を進めてきた。また、ここでの意見要望

をもとに各部署と連携を取り、施策を展開した。 

第１分科会（学籍名簿管理について） 

 第２分科会（成績・時数処理について） 

 



- 38 - 

 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀の校務の情報化を進め、教職員が子ども

と向き合う時間を作り出すための環境整備に伴う

取組の一つとして、教職員向けの集合研修・訪問

研修を実施した。これにより運用上必要な伝達事

項の徹底と、スムーズな活用につなげることがで

きた。 

 開設した研修は次のとおりである。 

【集合選択】 

 ・新任教頭研修   （４/13） 

 ・健康診断票作成研修（６/１,５  ２日間） 

 ・通信簿作成研修  （７/11,17,18 ３日間） 

・調査書作成研修   （10/10） 

 ・管理職(教頭)対象 （２/15,20,22 ３日間） 

【訪問研修】 

 ・通信簿作成研修    （随時） 

 ・健康診断票作成研修（随時） 

 ・指導要録作成研修 （随時） 

 ・学校 HP作成研修  （随時） 

 

３ ICT授業支援サポーター事業 

教科指導における ICTを活用した分かりやすい

授業を支援することを目的として、ICT 授業支援

サポーター事業を行っている。主な活動内容は、

ICT 機器の設置や使用ソフトウェアの事前準備や

児童生徒への技術面のサポート、機器のトラブル

への対応である。本年度は、直接的に、授業を支

援する機会はなかったが、校内の児童の個人に関

する情報をどう扱うか考えるための、情報モラル

の研修や特別支援学級に配備されているタブレッ

ト端末を授業の中で効果的に活用する方法を学ぶ

集合研修を研究所で行った。 

ICT 機器を効果的に活用する方法や校務をスム

ーズに行うための研修は、次年度以降も引き続き

行っていく予定である。 
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関係機関との連携 
 
◆神奈川県教育研究所連盟 総会 
５月18日の総会に参加し、本年度の研究協議会

や役員会等の協議を行った。 
 

（１）指導主事研修講座 
７月11日(水)、県立総合教育センターで実施さ

れ、東京大学大学院教授勝野正章氏の「未来を開
く子どもたちの学びと教師たちの学び」の講演が
あった。指導主事１名が参加した。 
 

（２）第65回県教育研究所連盟教育研究発表大会 
10月19日(金)、横浜市西公会堂並びに花咲研修

室において、「『生きる力』を育む神奈川の教育」
をテーマにして開催された。「『社会に開かれた
教育課程』の下でのカリキュラム・マネジメント
を主題としたパネルディスカッションと、10分科
会37テーマの発表及び報告があった。本研究所か
らは、平成29年度横須賀市教育研究所 長期研究員
の山口忠士教諭（浦賀中学校）が発表者として、
所長及び４名の指導主事、本年度の長期研究員が
参加した。 
 

（３）教育課題部会 
平成31年１月31日(木)、葉山町教育研究所の主

催により葉山町教育総合センターで開催された。
葉山町学校教育課指導主事並びに１名の教諭から
「情報活用能力の育成に向けた取組」についての
実践報告がされた。また、横浜国立大学野中陽一
教授より「情報活用能力育成のための教育の情報
化推進の視点と方策」の講演が行われた。指導主
事３名が参加した。 
 

（４）教育相談・支援教育部会 
平成31年２月４日(月)、逗子市教育研究相談セ

ンターの主催により逗子市役所で開催された。２
名の教諭から「児童生徒のニーズに寄り添う支援
の取組」についての実践報告がされた。また、明
星大学星山麻木氏より「困っている子への望まし
い支援の在り方」の講演が行われた。 
 

（５）調査研究部会 
平成31年１月29日（火）、平塚市教育研究所の

主催により平塚市教育会館で開催された。平塚市
教育研究所指導主事から「調査研究事業」につい
ての実践報告がされた。また、帝京大学小学校管
理指導主事矢野英明氏による「学校教育の質的向
上について考える」の講演が行われた。指導主事
１名が参加した。 
 

 

（６）人材育成部会 
平成31年１月28日（月）、大磯町教育研究所の

主催により、大磯町保健センターで開催された。
大磯町教育研究所所長から「大磯町の各校におけ
る事例研究会の取組」についての実践報告がされ
た。また、東海大学芳川玲子氏による「人材育成
の観点から考える研修の在り方」の講演が行われ
た。 
 

◆関東地区教育研究所連盟 
（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会 

・総会・研究協議会（神奈川大会） 
５月10日(木)、11日(金)、神奈川県立総合教育

センターが主管し、横浜市花咲研修室で開催され
た。担当主査指導主事が出席した。１日目は総会
と各教育センターからの報告会に参加した。２日
目は、研究協議会に参加した。 
 

（２）第90回研究発表大会・第２回委員会（川崎大
会） 

10月26日(金)、川崎市高津市民館で開催され、
指導主事２名が出席した。「教科教育」「教科外
教育・情報」の提案を基にした協議をし、他市の
実態について様々な情報交換を行った。 
 

◆全国教育研究所連盟 
（１）全国教育研究所連盟総会・研究発表大会 

（山形大会） 
６月14日(木)、15日(金)の２日間に渡り、山梨

県教育センターが主管となって開催された。研究
所より所長が出席し、各都道府県における教育研
究所の運営や課題の情報交換をした。また、研究
協議会においては、人材育成や探究型学習の推進
などについて情報交換を行った。 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（茨城大会） 
10月11日(木)、12日(金)、茨城県教育研修セン

ターが主管となって開催された。「新しい時代に
求められる教員育成と教育改革を担う教育センタ
ーの役割」を大会テーマに、福井大学松木健一教
授による「教員の養成・採用・研修の一体的な改
革を中心に」の講演が行われた。その後、２日間
に渡り研究協議が行われた。担当主査指導主事が
参加した。 
 

◆県内教育センター、教育研究所等との連携 
県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研

修受講者を受け入れるための調整を行った。また、
横浜国大教育学部附属教育デザインセンターの客
員教授を小平功一郞指導主事が務め、連携研修な
どを実施した。 
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学 校 教 育 

指導の目標と重点 

学校には、子どもの「確かな学力」「豊かな心」「健

やかな体」のバランスのとれた「生きる力」を育むこ

とが求められている。本市では、平成 23年度からの「横

須賀市教育振興基本計画」において、「横須賀の子ども

像」として【人間性豊かな子ども】を掲げ、学校・家

庭・地域で連携し、子どもを育むことを目指している。 

 

【人間性豊かな子ども】 

○自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けている 

○生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持っ

ている 

○心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 

○自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力して

いる 

○社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に貢

献している 

○郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

 

○指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画第３期実施計画「学校教

育編」の５つの目標を基に、児童生徒を指導する上で、

学校が取り組むべき目標とその内容を「指導の目標」

として示している。 

１ 子どもの学びを豊かにします 

(１)学校教育目標の実現に向けて、創意工夫ある教育 

課程を編成します 

(２)確かな学力を育成するため、質の高い授業づくり

を行います 

(３)学校教育の土台となる認め合い高め合う関係を築

く力を育成します 

(４)インクルーシブ教育システムの構築を推進します 

(５)校種間連携を推進します 

２ 子どもの健やかな体を育成します 

(１)健康・体力向上の取組を推進します 

(２)学校の教育活動全体を通じて行われる「体育・健

康に関する指導」を推進します 

(３)学校における食育の充実を図ります 

(４)望ましい生活習慣の確立に向けた支援を充実させ

ます 

(５)運動やスポーツに親しむ機会の充実を図ります 

３ 学校の組織力や教職員の力を高めます      

(１)組織を有効に機能させ、人材を育成します 

(２)校内研究・研修の充実を図ります 

     

(３)学校事故や様々な学校問題へ組織的かつ適切に 

対応します 

４ 学校・家庭・地域の連携を深めます 

(１)家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築します 

(２)地域の教育資源や学習環境を一層活用します 

５ 教育環境を整備し、充実させます 

（１）安全・安心な環境づくりに努めます 

（２）効果的な学習環境づくりに努めます 

◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示した

重点課題、及び本市の実態を踏まえ、学校と教育委員

会が取り組むべきことを、「指導の重点」とした。 

重点１「学力を向上させます」 

同じ母集団では、学年が進むにしたがい、学習状況

は改善している。一方で、低学年における学習の定着

に課題があることや、学習に課題のある子どもの割合

が多いことなどがあげられる。学校が学力向上に組織

的に取り組むことや、教員の指導力を向上させること

で、学習内容の確実な定着を図る。 

○教育課程の編成や学力向上に組織的に取り組む 

○校内研究を充実させる 

○目標と指導と評価が一体となった授業づくりを行う 

重点２「認め合い高め合う関係を築く力を育てます」 

いじめや不登校の解決やその未然防止には、人と関

わるよさを実感すること、自分や他者を大切にする心

を育むことが大切である。また、自分の良さを認める

自己肯定感は、学力・体力の向上に影響していると報

告されている。より良い人間関係を育み、集団の中で

合意形成や意思決定の力を高め、認め合い高め合う関

係を築く力を育成する。 

○学級経営の充実を図る 

○道徳教育の充実を図る 

○「話合い活動」の充実を図る 

重点３「健康の保持増進と体力の向上を図ります」 

本市の調査で、運動する子としない子の二極化が明

らかとなった。また、運動やスポーツに対する肯定的

な捉えも、学年が上がるにつれて低下する傾向がある

こと、朝食の喫食率が低いことなどの生活習慣につい

ての課題がある。体育的活動の充実や授業改善、家庭・

地域と連携して生活習慣を改善することにより、課題

解決を図る。 

○学校教育活動全体を通じて計画的に取り組む 

○体育的活動の充実と、体育・保健体育科の授業改善

に取り組む 

○学校が主体となって、家庭・地域と連携・協働する
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教  科  

平成 30年度の市の指導の重点の一つである「学力を向上させます」の実現に向け、

各学校では学習状況調査の分析をもとに作成した学校重点プランのもと、教科指導

の充実を図るとともに、組織的に学力向上に向けた取組を推進している。教育委員

会としては、国語、社会、算数・数学、理科、外国語（外国語活動）、道徳の各教科

等で、小・中学校各２名教科指導員を任命し、各教科の指導改善と教育水準の向上

を図った。また、８月には、市立小学校の全教職員を対象に新学習指導要領説明会

を開催し、各教科等についての情報共有を行った。 

 学校研究に関わっては、「教科等研究」以外にも、「学力向上」「学校図書館」「関

わり合い」「言語活動の充実」「防災教育」「支援教育」等をテーマとした研究が、各

教科の実践をとおして積極的に進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

 

       国   語          

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、粟田小学校を会場に、３年生で「物語

の世界を楽しもう」、５年生で「山場マスターになろ

う」の授業を行い、児童が叙述に基づいて読み深め

る授業づくりを提案した。 

２日目は、２本の文書提案（「教材の特性を生かし

た単元デザイン」「読みの手立てを身に付けるための

系統的なカリキュラム」）をもとに、新学習指導要領

で目指されているカリキュラム・マネジメントに国

語科としてどのように取り組むべきか提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、神明中学校を会場に、「相手を尊重し

ながら話し合おう」の提案授業を行った。実際に

話し合いをしている生徒たちの動的な学ぶ姿を

どのように見取るか、また、異学年で授業を行う

ことのよさ等について協議した。 

２日目は、国語研究会「読むこと」領域部会によ

る、「比べ読みを通して批評的な読みの力を育む」

というテーマでの授業実践報告をもとに、協議を行

った。これまでの国語授業で取り組んできたことを、

新学習指導要領が目指す学力観で改めて価値づけ

直すことの重要性が明らかになった。 

◎夏季研修講座 

８月９日に、桃山学院教育大学教授二瓶弘行氏に

よる「国語授業の作り方～子どもに力を付ける国語

の授業とは～」をテーマとした講演を行った。これ

からの時代に求められる言葉の力について、具体的

な指導をイメージしながら多くの示唆を得た。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマ「生きて働く確かな言葉の力の育成～

付けたい力を意識した主体的な学びを通して～」を

もとに実践研究をした。「研究部」「研修部」の各組

織で、授業研究会、ワークショップ、国語塾などを

実施した。また、学校文集の編集・書写作品展の運

営に協力した。 

◎中学校国語研究会 

研究テーマ「『生きて働く言葉の力』を育む国語科

教育の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話

すこと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」、「伝

統的な言語文化」）で研究授業や提案発表に取り組ん

だ。年度末研究発表会では、これからの時代に求め

られる言葉の力について研修を行った。また、学校

文集の編集・書写作品展の運営に協力した。 

 

       社   会         

〔小学校〕 

平成30年度研究テーマは、前年度に引き続き、「社

会との関わりを実感し、自分自身を考えていく社会

科学習」である。社会的事象と自分の生活との関わ

りに気付き、社会的な見方・考え方を広げ、自分と

人、さらに社会とのよりよい関わりについて考えら

れるようにすることをねらい研究を行った。 

教育課程研究会の１日目は、大楠小学校の宮崎法

孝総括教諭（３年）、が「わたしたちの横須賀市」の

単元で町探検、地域のキャッチコピー作り、地図

の作成・交換等の活動を取り入れた地域学習の工

夫について提案した。 

教育課程研究会の２日目は、富士見小学校の松田

敏幸教諭が、「暮らしの中の政治」（６年）の単元で、

社会参画を意識し、模擬選挙を取り入れた政治単

元の工夫について文書提案を行った。また、１日目

の授業についての社会科研究会の分析をもとに協議

を行った。 
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〔中学校〕 

平成30年度研究テーマは、『思考力・判断力・表

現力を育てる授業の研究～単元計画作りを通しての

指導と評価の一体化～』である。生徒それぞれが根

拠をもとにした意見を持ち、意見を交流することで

さらに思考を深めることができるような学習活動に

ついて研究を行った。 

教育課程研究会の１日目は、野比中学校の笠井康

平教諭が歴史的分野「古代国家の歩みと東アジア」

（１年）の単元で、複数の資料を基に奈良時代の農

民の暮らしについて、多面的・多角的に考察する授

業について提案した。 

教育課程研究会の２日目は、池上中学校の横手謙

教諭による文書提案を行った。地理的分野「ヨーロ

ッパ州」の単元で、EUの結びつきを主題に、ヨーロ

ッパ州について多面的・多角的に考察し、地域の特

色を理解する実践について文書提案を行った。 

夏季研修は、８月23日に国士舘大学教授の澤井陽

介先生に「新学習指導要領と授業作り」というテー

マでこれからの社会科の授業づくりについて講演し

ていただいた。 

 

        算数・数学         

◎研究テーマ 

〔小学校〕 

『学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして』 

（重点目標） 

○算数的表現（言葉、数、式、図、表、グラフ）を 

用いて考えを整理し、学びあうことで、数学的な 

見方・考え方を豊かにする 

〔中学校〕 

「主体的な学び合いを通して、数学的に考える資質・能力 

の育成」 

 ～学び合う喜びを感じ、粘り強く考える授業の創 

造～ 

○「楽しさ」：数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の
学習してきたことを振り返ろうとする態度の育
成 

○「気づき」：自ら課題を見つけ、その課題を解決
しようと粘り強く取り組む態度の育成 

○「深める」：学び合いの中で、育まれた数学的な
見方や考え方を深めようとする態度の育成 

○「活用」：数学的な見方や考え方を活用して問
題解決していこうとする態度の育成 

○「伝達」：数学的な方法によって、伝えようと
する態度の育成 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕１日目は、沢山小学校を会場に１年「か

ずしらべ」、３年「表とグラフ」の提案授業を行った。

２日目は、田戸小学校「考える力をつける授業の工

夫～自分の考えを伝えよう～」、浦賀小学校「算数科

における『プログラミング教育』の実践と課題」を

それぞれテーマとして提案を行った。 

〔中学校〕１日目は、浦賀中学校を会場に１年「文

字式」、２年「連立方程式」、３年「平方根」の提案

授業を行った。２日目は、長井中学校「長井小中一

貫教育の研究を通して」、研究会（関数領域部会）「『関

数の活用』の指導の充実を目指した授業改善の取組」

をそれぞれテーマとして提案を行った。 

◎夏季研修講座 

 ７月30日に、横浜国立大学教育学部教授の池田敏

和先生を講師としてお招きし、「算数・数学科におけ

る主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業

づくり」をテーマとし、数学的活動を通した「主体

的・対話的で深い学び」をどのように実現していく

のかの視点等ついて、ご講演をいただいた。 

 

        理  科          

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「主体的に問題を解決し、新たな知を獲得する理

科学習」をテーマに、１日目は大塚台小学校による

授業提案、２日目は豊島小学校、大津小学校による

文書提案を行った。 

体験や経験を通して児童が身に付けた概念をもと

に、学習問題を見いだし、科学的に問題を解決する

活動を通して、資質・能力を育成するための単元と

授業の在り方を研究した。児童がもつ概念を引き出

し、学習問題を見いだすための指導の工夫や、児童

の思いや考えに寄り添う単元計画などが協議された。 

〔中学校〕 

「科学的に探究する力と態度を育てる理科学習」

を研究テーマに、１日目は池上中学校による授業提

案、２日目は衣笠中学校、大矢部中学校による文書

提案が行われた。 

生徒が自然事象に疑問をもち、課題に対して科学

的に探究する授業展開を提案した。生徒が自然事象

を理解するには、解決すべき課題を見いだし、課題

解決に向けて、科学的に探究する指導の在り方が協

議された。 

◎小学校理科研究会 

「主体的に問題を解決し、新たな知を獲得する理

科学習」を研究テーマとした実践研究を積み重ねた。

神奈川県小学校理科教育研究大会での文章提案や、

研究会による授業研究会が行われ、主体的な問題解
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決学習を通した実感のある学びが目指された。また、

教員向けの研修会や広報の発行、「よこすか子ども科

学賞」や「創意くふう展」への協力を通して、児童

に自然科学への興味・関心を高める活動を行った。 

◎中学校理科研究会 

新学習指導要領を見据え、神奈川県中学校理科教

育研究大会に向けて「生徒の潜在的な力を引き出す、

他者との協働に基づく授業の創造」をテーマに研究

を進めた。研究会を４部会に分け、教育課程や観察・

実験、学習指導法、学習評価に関わる実践的な研究

を行った。合わせて幹事会や委員長副委員長会議を

開催し、各学校の理科教育に係る情報交換や、指導

案検討を通して研修を深めた。 

また、日本学生科学賞神奈川作品展では審査員を

務める活動なども行った。 

 

       生 活 科         

◎教育課程研究会 

「活動や体験を通して、学びをつなぎ、生活を豊か

にする子ども」を部会研究テーマとした。 

１日目は、鷹取小学校の１年生１クラスが授業を

公開した。「内容（１）学校と生活」に基づいて構成

した単元について提案した。 

２日目は長浦小学校と津久井小学校による文書提

案が行われた。「内容（９）自分の成長」を中心に構

成した単元での子どもの思いや願いを膨らませる学

習活動を重視した研究と、スタートカリキュラムの

編成と実施に関わる学校全体としての取組について

の研究が提案された。 

学習指導要領の内容を踏まえること、学習プロセ

スを大切にすること、他教科等との関連や日常生活

との関わりを重視し、合科的・関連的な指導や弾力

的な時間割の設定を行うこと、２年間の見通しをも

ち実態に合わせて指導計画を作成することの重要性

について協議された。 

◎夏期研修講座 

８月19日に、文部科学省初等中等教育局教育課程

課教科調査官 渋谷一典氏に、「新学習指導要領改訂

の趣旨を踏まえた生活科の授業」と題し講演をいた

だいた。新学習指導要領の趣旨を踏まえ、これまで

の生活科の成果と課題、今後の方向性などについて

多くの示唆をいただいた。 

◎生活科研究会 

 研究主題「活動や体験を通して、学びをつなぎ、

生活を豊かにする子ども」に基づき、事業を進めた。

よりよい授業実践に向けて、生活科担当者全体研修

会を２回、部会別研修会を２回実施するとともに、

取組を研究誌にまとめた。また、夏期研修会を、小

学校「総合的な学習の時間」研究会と合同で開催し

た。 

 

        音  楽         

◎教科テーマ 

[小学校] 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子」 

[中学校] 

「豊かに表現する生徒の育成～深い学びを目指した

授業の創造～」 

◎教育課程研究会 

[小学校] 

１日目「表現を工夫しながら表情豊かに歌おう」

（船越小学校） 音楽表現を豊かにするための指導

の在り方についての提案がされた。児童の目指す姿

を明確にすること、学びの系統性を考慮したカリキ

ュラム編成の重要性、思いや意図をもって表現する

ための手立てについて協議された。 

２日目「主体的・対話的で深い学びを生み出す授

業づくり～歌唱共通教材における学びの系統性」（小

学校音楽研究会） どの学校でも取り組む「共通教

材」を軸にした文書提案。歌唱分野の系統表を活用

し、「つなぐ」ことを意識した授業づくりをすること

の大切さについて協議された。 

[中学校] 

１日目「表現したいイメージを持ち、構成を工夫

して音楽を作ろう」（鴨居中学校） テーマに迫るた

めの手立てとして、小学校での学びを生かした授業

づくり、他領域との効果的な関連付け、適切な条件

の設定について提案がされた。ねらいに迫るための

教師の声かけの重要性などについても協議された。 

２日目「学びの連続性・系統性を意識した創作の

授業づくり」（鴨居中学校・音楽研究会創作部会） １

日目の成果と課題を受け、生徒が資質・能力を育む

ために、学習内容の連続性や系統性も踏まえながら

指導計画を見直しすることの大切さが確認された。 

◎夏季研修講座 

「子どもと教師と新学習指導要領～常時活動・音

楽づくりの実践から～」と題し、筑波大学付属筑波

小学校教諭 平野次郎氏を講師としてお招きし、研

修を深めた。 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱・鑑賞部会、器楽・音楽づくり部会に分かれ、

研修を進めた。また、作詞作曲審査、「子どものため

の音楽会」 小学生合唱団指導等が行われた。 
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◎中学校音楽教育研究会 

 歌唱・器楽部会、創作部会、鑑賞部会に分かれ研

修を進めた。作詞作曲審査、「子どものための音楽会」

「中学校音楽研究会音楽会」「スクールバンドフェス

ティバル」が行われた。「県連合音楽会」には大矢部

中学校、大楠中学校が参加した。 

 

       図画工作・美術       

◎研究テーマ 

テーマ「豊かな心を育てる造形教育―子どもによ 

りそい、おもいをかたちに―～であう・あじわう・ 

つくりだす～」に基づき研究を進めた。 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 

１日目は、小川 里緒 教諭（大矢部小学校）が、３

学年で、『キラキラな世界のなかまたち』の公開授業

を行った。既習事項を生かして発想・構想を広げ、そ

の作品が動くことの楽しさや面白さを感じ取ること

を目指した授業であり、子どもたちの主体的な学びの

姿がたくさん観察された。児童一人一人の発想を大切

にし、また児童同士が自然に学び合える「場」づくり

などについても、その重要性を感じることができた。 

２日目は、平出 悦子 教諭（根岸小学校）が、６学

年で、『夏を感じて』という題材で、「夏」をキーワ

ードにして、実際の感覚や感動をもとに児童自身が主

題を発想するために必要な手立てと、その思いを表現

するために必要な方法について追求した実践報告を

行った。鑑賞の活動を効果的に行うことにより、児童

の固定概念を崩せたことや、「夏」を実感する時間を

大切にすることで児童が主体的に発想し、絵に表す活

動となったことについての報告が行われた。 

〔中学校美術〕 

１日目は、奥山 圭乃 教諭（不入斗中学校）が、２

学年で『「私は○○」を表すマークをつくろう』とい

う題材の授業公開を行った。形や色彩についてグルー

プで鑑賞し合う時間を制作途中に入れた授業で、グル

ープ活動が、新たな発想や構想が生み出される有効な

手立てであることが確認された。 

２日目は、横田 美紀 教諭（鷹取中学校）が『「赤

い目の自画像」を見つめて』という題材で、主題を生

み出す力や、発想や構想に関する資質・能力の向上を

目指した実践報告を行った。「自画像」とは何なのか

ということを教師自身がしっかりと押さえた上で、授

業改善し、自分をもっと表現させるための工夫が必要

であるということが確認された。 

◎夏季研修講座 

文部科学省教科調査官の岡田 京子 氏をお招きし、

「新学習指導要領の趣旨を踏まえた、図画工作科、美

術科の授業づくり」というテーマのもと講演いただき、

研修とした。作品を鑑賞したり、授業風景を視聴した

りしながら、具体的な授業づくりや評価等について、

新学習指導要領の趣旨を踏まえ、教授いただいた。 

 

      体育・保健体育        

学習指導要領の趣旨に則り、改訂の要点である「指

導内容の体系化」や「指導内容の明確化」等を踏ま

え、目標と指導と評価の一体化を図るための研究・

実践を行った。 

◎市教育課程研究会 

〔小学校〕 

授業提案は、明浜小学校による「高学年・器械運

動（跳び箱運動）」における、児童が主体的に学ぶた

めの学習指導・評価の工夫について、文書提案は、

大楠小学校による「高学年・ボール運動（ネット型・

ソフトバレーボール）」における、技能の向上ととも

に運動の楽しさを味わわせるための学習指導の工夫

について提案され、協議を深めた。 

〔中学校〕 

授業提案は、坂本中学校による「第２学年・器械

運動（跳び箱運動）」における、達成感や充実感を体

験し、意欲的に学習に取り組める指導の工夫につい

て、文書提案は長沢中学校による「第２学年・保健

分野（傷害の防止）」における、応急手当の指導にお

ける実習の行い方とその工夫について提案され、協

議を深めた。 

◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が実

践研究を行った。また、県小学校児童体力つくり研

究発表大会では、研究会を代表して 岩田 弘樹 教諭

（桜小学校）が提案を行った。 

◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続１年目の研究発表会を行った。

また、県生徒体力つくり研究発表大会では、研究会

を代表して  新田 圭 教諭（田浦中学校）が提案を

行った。 

関東中学校保健体育研究協議会埼玉大会（新座市）

には中体連と共に組織的に参加した。 

◎市体力つくり実践研究発表会 

研究委託校（２年継続研究の２年目）の神明小学

校による「運動有能感を高め、体力向上をねらう」、

武山中学校による「体力向上と運動習慣の定着につ

いて」の実践研究の発表を行った。また、横須賀市

児童生徒健康・体力向上推進委員会担当部会から、

横須賀市の子どもの体力の現状を踏まえ、体力向上
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推進のために各校で活用できる資料について紹介し

た。 

      家庭、技術・家庭       

◎教育課程研究会 

【小学校家庭科】 

＜研究テーマ＞ 

「自分と家庭生活を見つめ、進んで実践する子ども

をめざして 

 ～なりたい自分、できる自分、生かす自分～」 

＜１日目＞ 

「いためておいしく食べよう朝食のおかず」（６年生） 

上記の題材において高坂小学校から提案された。

ポイントとしては、生活習慣の見直しから、食に関

する課題を見つけ、課題解決の一つとして朝食づく

りを通して、調理方法の特徴の理解や、技能の習得

をねらいとしてテーマ達成に向けて取り組んだ。 

 協議の中では、教師の朝食を共通の課題に捉えさ

せたことで、全体の思考が共有できた反面、主体的

に取り組ませるためには、児童の家庭の食事につな

げていく必要があるということや、朝食と「炒める」

という調理法の結びつきが弱く、児童の意見をしっ

かり引き出して掘り下げていくことを丁寧に行う必

要があるということが話された。 

 

＜２日目＞ 

「食べて元気に」（５年生） 

 上記の題材において、鷹取小学校から提案された。

手立てとして、①見方・考え方を意識できる課題設

定、②調理のポイントと視覚化、③家庭での実践の

３つを中心に取り組んだ内容であった。 

 ご飯とみそ汁の調理を軸に、食品の３つのグルー

プ分け、五大栄養素についての知識の定着、生活文

化の大切さに気付く見方・考え方の視点を加えた題

材提案だった。 

 協議の中では、調理実習を連続で行うことは技術

の向上の効果はあるが、持続的な技能の定着の確認

には課題が見られるのではないか、動画や実物投影

機等のICTの活用が、児童自らが問題を解決しよう

とする態度を育てることにつながっていたことが話

された。さらに、家庭との連携は欠かせないが、家

庭の実態が多様な中、どのように連携を図り、協力

を得られるようにするか、しっかりと見極めていく

必要性についても話題となった。 

 

【中学校技術・家庭科】 

＜研究テーマ＞ 

「共に拓く技術・家庭科の学習」 

～技術・家庭科の特性に応じた「見方・考え方」を

働かせる授業実践～ 

＊平成30年度から、１日目と２日目の提案について

家庭分野と技術分野の両方を提案するのではなく、

それぞれ１分野ずつの提案とし、隔年で交互に変え

ていくこととした。 

＜１日目＞ 

「衣生活と自立～衣服の手入れをしよう～」 

（家庭分野１年） 

 上記の題材において岩戸中学校から提案された。 

 衣類の汚れを落とすための洗濯について、ペット

ボトルを洗濯機に、布の切れ端にチャコペンで名前

を書いたものを衣類と付着した汚れに見立てて洗濯

実験を行った結果から、汚れ落ちと衣類の状況、洗

剤の利用方法についてそれぞれ分析し、衣服の手入

れをするにあたり大切なことは何かを考えさせた。 

 協議の中では、①主体的に取り組むための授業の

工夫、②T2の効果的な関わりについての２点につい

て話された。 

 ①については、個人の考えに沿って、個々に実験

を行ったことで、関心は高かったが、グループで共

有し、結果について考察する場面では、何のために

考察するかを明確にすることが大切だろうという意

見が出た。 

 ②については、効果的な関わりには事前の打ち合

わせ、授業後の振り返りをしっかり行うことが前提

ではあるが、安全面への配慮、評価、支援が必要な

生徒へのサポートといったことが考えられるだろう

と話された。 

 

＜２日目＞ 

「生物育成に関する技術について」（技術分野） 

 上記の内容について、常葉中学校から提案された。 

 生徒にとって、身近にない生物育成に関する技術

をわかりやすく伝えたり、イメージを持たせたりす

るために、視聴覚教材を活用した指導例の提案だっ

た。 

 協議の中では、導入の教材や、興味が持てない生

徒へのアプローチとしては大変効果的なものだと感

じるといった意見がでた。ただし、視聴覚教材を見

せる視点（目的）が何であるかということを、学習

指導要領の見方・考え方を踏まえて明確にしていく

必要があること、情報過多になりすぎないようにす

ること、常に新しい情報を提供できるよう準備して

おくこと等、活用にあたり注意すべきことも多く話

題になった。 
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       外 国 語         

１．教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学習

指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに掲げ、１

日目は授業提案、２日目は文書提案が行われた。 

 両日とも、外国語教育における「目標の明確化と

指導と評価の一体化を図る授業実践」について、提

案および協議を通して、認識を深めることができた。 

 

２．外国人英語教員活用研究 

田浦中学校（１年目）、常葉中学校（４年目）、鴨

居中学校（２年目）、野比中学校（１年目）の４校と

横須賀総合高等学校(３年目)に外国人英語教員（FLT）

が配置され、ネイティブ・スピーカーの効果的な活

用に係る研究を行った。 

各学校による活用研究に係る公開授業が行われ、

研究協議を通して、ネイティブ・スピーカーの効果

的な活用について理解を深めることができた。 

 

＜公開授業提案者＞ 

田浦中学校 サラ ジョンソン 

常葉中学校 ケネス ギベンズ 

鴨居中学校 マーク シギョウ 

野比中学校 ジェニファー スドウ 

横須賀総合高校  渡邉 華 

 

３．中学校英語副読本の作成 

 横須賀の魅力について英語で紹介する副読本を市

内中学２年生に配布した。次年度も同様の配布を予

定しており、各校へ活用を促していく。 

 

４．フロンティア研究委託「外国語教育の推進」 

 文部科学省研究委託を引き継ぎ、田戸小学校・諏

訪小学校・常葉中学校において、新学習指導要領を

見据えた教育課程の編成及び先進的な授業実践を行

い、文教大学 金森 強 教授の助言をもとに研究を進

めた。 

 

５．外部専門機関と連携した英語指導力向上事業 

 県教育委員会の委託を受け、田戸小学校・諏訪小

学校・常葉中学校において、横須賀明光高校と連携

し、神奈川県立国際言語文化アカデミア 江原 美明 

教授の助言を基に外国語の授業実践の推進を図った。 

 

 

 

 

      幼稚園教育課程        

平成30年９月５日（水）に、横須賀市幼稚園教育

課程研究会を実施した。 

研究会は、横須賀市立諏訪幼稚園の実践提案と参

加者による協議、神奈川県教育委員会教育局支援部

子ども教育支援課教育指導グループ指導主事 仲原

千鶴子氏の講演という構成で行った。 

研究テーマは、「人とのかかわりを大切にした保育

の充実～小学校教育との充実した連携のあり方～」

と設定した。 

【提案】 

 諏訪幼稚園では、「人とのかかわり」を重視してい

る。本提案では、諏訪小学校５年生との年間を通し

た継続的な交流を取り上げた。年６回の交流会を通

して、親しみの気持ちが高まったこと、刺激を受け

て遊びが広がったこと、自分の気持ちを言葉で伝え

られるようになってきたことなどの成果が得られた。 

【協議】 

 ５人程度のグループで活発な協議が行われた。 

・教師同士の交流では、見取った育ちや、教師のか

かわり方の違い（あるいは共通点）を話題にすれ

ば、相互理解がより深まるだろう。 

・年間を見通して計画し、ＰＤＣＡサイクルを意識

している点がよい。園は受け身になりがちだが、

その活動を通して何を育てたいか、ねらいを明確

にすることが大切である。 

・成長を見取った具体の場面を何らかの形で残すよ

うにしたい。記録をもとに評価し、指導改善に役

立てたい。 

【講演】 

 演題は「新幼稚園教育要領等に基づいた幼児期に

育てたい資質・能力」であった。 

今改訂で、育成を目指す資質・能力が幼稚園から

高校まで整理された。幼稚園教育要領は学習指導要

領に合わせ構成が変わった。また、幼児教育に関す

る三つの法令が同時に改訂されたが、その趣旨は、

幼児教育の共通化、質の方向性、資質・能力の明確

化である。幼稚園教育要領解説には「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」について、関連深い領域、

発達の姿とその例、教師の援助、小学校とのつなが

りの順で整理して記述してある。「主体的・対話的で

深い学び」については、これまでの幼児教育の理念

通りである。こうした点を踏まえて、改めて目の前

の実践を振り返る必要がある。 
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      高等学校教育課程       

平成30年度の研究テーマは、「『資質・能力を育む

教育課程の編成と教育活動の工夫・改善』～各教科・

科目等の特質に応じた『見方・考え方』を働かせる

授業実践～」である。さらに全日制、定時制ともに

部会テーマを設定して研究に取り組んだ。 

〔全日制〕 

「自学自習の精神の確立～主体的・対話的で深い

学びを実現する授業改善～」をテーマとして公開授

業を行った。本年度は、４教科の授業公開を行った。 

「公民科（政治経済）」では、基礎的・基本的な知

識・技能の確実な習得とそれに基づく思考・判断力

の向上を目指した指導の工夫をねらいとした。 

「数学科（数学Ⅰ）」では、基礎基本の定着を図り、

数学的な思考力を伸ばすための指導の工夫をねらい

とした。 

「工業科（デザイン技術）」では、安全指導の徹底

に留意した基礎・基本の定着を図り、思考力と技術

力の向上を目指す指導の工夫をねらいとした。 

「情報科（社会と情報）」では、情報化が社会に及

ぼす影響について主体的に判断し、情報モラルを意

識しながら、適切な手段としてソフトウェアの利用

に加え、機器やネットワークを有効活用できる能力

と態度を育てるための指導と工夫をねらいとした。 

 

〔定時制〕 

 「「基礎・基本の確実な定着」～個に迫る指導を

通して～」をテーマとして、公開授業を行った。本

年度は２教科の公開を行った。 

「数学科（数学Ⅰ）」では、高度な問題を他の生

徒の助言を助けにあきらめず解くことや、生徒同士

の交流を促し教え合うことで、「わかった」と感じ

られるような授業実践をねらいとした。 

「保健体育科（スポーツⅡ）」では、生徒とのや

り取りによる授業への意識付けや、意思疎通に関わ

る言語選択やボディーアクションによる視覚的指

示等の工夫によるすべての生徒が主体的に参加で

きる授業づくりをねらいとした。 

全体会では、スーパーバイザーとして来校された

産業能率大学教授の小林昭文先生による講演会が行

われ、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業

づくりについて有意義なお話をただいた。 
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教 科 外  

 

 

新学習指導要領への移行など、教育を取り巻く環境の変化に対応し、さまざまな

教育課題を解決するため、各研究会は、研究内容の充実と組織の活性化を図りなが

ら精力的に活動を行ってきている。こうして得られた各研究会の研究成果は、学校

教育にとって大変重要なものとなっている。 

 

 
 

       小学校道徳         

新学習指導要領「特別の教科 道徳」の実施初年

度に合わせ以下の研究を推進した。 

市教育委員会主催研究会の運営に参画。 

① 教育課程研究会１日目授業公開：城北小学校 

２，３，６学年授業公開、② 同２日目文書提案：

田浦小学校「思考力・判断力・表現力の育成を目

指して～道徳科を通して対話をし，豊かな心を育

てる」，久里浜小学校「目指す子どもの姿を明確

にした発問の工夫」、③ 道徳教育連携・推進講座

授業公開：高坂小学校「互いが認め合い高めあう

ための道徳教育」 

前年度に引き続き、研究会の主催研修会として

３回の定例会を実施。① ５/16 根本哲弥教諭（教

科指導員）講演「はじめの一歩」（於：諏訪小学

校）② ９/13 御所谷 歩 教諭 授業公開（於：鶴

久保小学校）③ 11/７ 水野哲弥教諭（教科指導員）

授業公開（於：武山小学校） 

いずれの会も多数の方が参加し、積極的な協議

が行われ、共に学びを深めることができた。 

 

       中学校道徳         

道徳が特別な教科となる。授業実践・教科書・

評価が注目を集めている。本市でも、研究テーマ

を「主体的・対話的で深い学びを意識した授業作

り」とし、研究を進めている。しかし、最も大切

なことは、教師が今まで以上に主体的になり、教

材と対話し仲間と共に深めることである。常に「命

の大切さ」を根幹におき、生徒の心の琴線にふれ

る言葉を探すことである。道徳は「土を耕す（＝

心の成長）」ことに似ている。日々の取組なしに、

よい土をつくることはできない。津久井やまゆり

園で起きた悲惨な事件を見れば、道徳の重要さは

明白である。次年度には、県の発表が不入斗中学

校で行われる。市の重点２に示すように、共に生

きる社会を目指し、横須賀全体として、共に成長

していきたい。 

 

      小学校特別活動       

学習指導要領の改訂に伴い、本年度のテーマを

「豊かな人間関係をはぐくむ特別活動～様々な集

団活動を通して～」とした。 

教育課程研究会１日目は、小原台小学校５年生

の学年会議に関する授業提案を行った。２日目は

浦郷小学校２年生の一人一人のよさを生かした係

活動に関する提案と、岩戸小学校全校で取り組ん

だ食育に関する実践が発表された。８月には、第

53 回小学校学校行事研究全国大会東京大会の健

康安全・体育的行事分科会において、野比東小学

校の防災教育の実践を発表した。また、１月には

研究会主催研修を実施した。その他に大矢部小学

校の研究授業に研究会として参加し、資料の提供

などを行った。 

現在、教員の世代交代が加速度的に進む中で、

特別活動に関する知識・技能の伝達がスムーズに

行われているのかどうかという点に、研究会は危

惧の念を抱いている。そこで、研究会規約と細案

を確立し、実践者の裾野をこれまで以上に広げて

いく方策を検討していく予定である。 

 

      中学校特別活動       

 教育課程研究会１日目は、大楠中の生徒会活動

の授業発表だった。「生徒会活動の結果を受けて、

日常生活を向上させるための手立てを学級で話し

合う」をテーマに、生徒会の取組で出た結果から、
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クラスの現状を振り返り、課題や成果を共有しな

がら、向上するための話し合いを行う実践であっ

た。クラスを見直し今後の努力点を学級全体で共

有、確認し、取組を強化する内容であった。           

２日目は鷹取中が「私らしく生きる～３年間を

見通した進路指導～自己開拓で行う職場体験を中

心に」を、野比中が「集団の向上を意識した学級

目標の活用方法」を文書提案した。鷹取中は職場

体験の取組で、体験先の依頼、決定を職員側の事

前連絡無しに生徒自身に実行させ、全てやりきら

せることで、大きく生徒を成長させようとする実

践であった。野比中は学校教育目標を意識しなが

ら各クラスの学級目標を決め、それを全クラスで

定期的に達成点や課題を明らかにする中で、学級

や学校の向上につなげようとする実践であった。

いずれも職員側の生徒への願いやねらいが明確

で、取組の計画もしっかりしたものであった。良

い実践を行うためには、ねらいと工夫と計画が大

切であることが改めて確認された。 

 

    小学校総合的な学習の時間     

「生きる力を育てる総合的な学習～自分なりに

考え行動し、ふりかえることができる子の育成を

目指して～」という研究テーマのもと、子ども達

にとって切実感のある探究活動をいかに作り出す

か、単元づくりを中心に研究・研修を重ねた。 

会員は、研究部又は広報部に所属し、指導案検

討を中心とする「学習会」の開催、市教育課程研

究会の応援、ワークショップ及びフィールドワー

ク等の運営、ガイドブック作成やホームページ管

理等、様々な活動を行った。昨年度から運営の推

進者として４名の「指導員」を配置したことが機

能し、活動の活性化を図ることができた。 

８月の生活科との合同研修会では、茶道の講師

を招いて、茶の湯体験をするとともに、日本文化

を中心に据えた単元計画作成を行った。11月の公

開授業研究会は、根岸小学校６年生の「つながれ！

はちのこプロジェクト」の実践を通して、研究を

深めた。また、研修会や公開授業後には、「広報

通信」を全会員に配信し、研究成果の共有を行う

ことができた。 

 

    中学校総合的な学習の時間     

前年度の取組を踏まえて、幹事会等で検討を重

ね、本年度は、次の２点を中心に研究を行った。

（１）新学習指導要領実施に伴い年間計画の再構

築を呼び掛けた。総合的な学習の時間は、新学習

指導要領が目指す資質の一つである、各教科等で

獲得した知識及び技能を活用して課題を解決する

ために必要な「思考力、判断力、表現力」を育成

するための中核的な時間である。各学校では、「育

てようとする資質・能力」から見直しを進め、総

合的な学習の時間のねらい、さらには新学習指導

要領が目指すねらいの理解を図った。 

（２）教育課程研究会では、学習のプロセス (「課

題設定」「情報収集」「整理・分析」「まとめ・

発表」)を明確にすることを通して、「探究的な学

習」を深めることを目指した。発表校の長沢中、

馬堀中、田浦中には、学校全体で横断的に取り組

んでいただき、充実した研究成果をあげることが

できた。また、参加者にとっても大変実りある研

究会となった。 

 総合的な学習の時間の目標に掲げられている、

「横断的・総合的な学習」を創り出すことは、新

学習指導要領にある「カリキュラム・マネジメン

ト」に大きく関わってくる。今後は、体験活動の

みになりやすい、修学旅行や職場体験の学習も含

めて、「探究的な見方・考え方を働かせた、横断

的・総合的な学習」の研究を進めていきたい。 

 

    児童生徒支援教育研究会      

本研究会では「困り感のある児童生徒に対する学

習・生活面における支援の在り方～小中高のつなぎ

を生かす～」をテーマに、インクルーシブ教育の実

践に役立つ研究を、小・中・高の連携を図りながら、

行っている。 

会員に加え、各校の支援教育コーディネーター・

養護教諭・登校支援相談員など幅広く参加を呼びか

け、日頃児童生徒支援に同様の悩みを抱える者が集

まる事により、講師の話を聴くだけではなく、情報

交換の場としても有意義に活用されている。前年度

より、横須賀共済病院臨床心理士の鈴木恵美先生に

ご協力頂き、「保護者対応(より良いコミュニケー

ションづくり)」「教職員のメンタルヘルス」「愛
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着行動」等４回にわたって専門的・具体的なご指導

を受け、有意義な研修ができた。また、元登校指導

相談員の田所愛子先生、ゆうゆう坂本の山本清仁先

生を講師にお招きして、様々な事例を通した研究を

進めた。次年度も、学校現場の必要とする課題を基

に、特色ある研修を追究していきたい。 

 

       特別支援教育       

本年度は前年度に引き続き、全体の研究テーマ

を「一人一人が主体的に生き、共に育ちあう教育

の研究～インクルーシブ教育システムの構築をめ

ざして～」と設定し、小学校部、中学校部、通級

指導部、特別支援学校部がそれぞれ、共通テーマ

を元にサブテーマを設定して研究に取り組んだ。 

教育課程研究会ではこの共通テーマを踏まえ、

１日目は小中ともに通常の学級（交流級）を中心

とした公開授業が行われ、２日目は特別支援学級

の実践や学校全体で取り組む支援教育等の文書提

案があり、両日とも活発な意見交換がなされた。

また、施設見学会、講師を招いての研修会、ブロ

ック内での小中合同授業研究会等を行い、年間を

通じて活動に取り組み研究を深めることができ

た。 

 支援を要する児童・生徒数が年々増加している

現状を鑑み、今後も引き続きインクルーシブ教育

システムの構築に向け、各部の研究を深めるとと

もに、各部の連携の強化を模索していきたい。 

 

        情報教育        

本年度も「情報の主体的活用をめざした学習活

動」を研究テーマに、視聴覚教育・新聞教育・統計

教育の各研究部がそれぞれに中心となって活動を

行った。県視聴覚・放送教育研究会との関連事業を

はじめ、学校・学級新聞展、統計グラフ指導者講習

会、コンクール入賞作品集作成など、各研究部の活

動も充実し、意欲的に行われた。 

特別委員会の授業研究会では、次期学習指導要領

を見据え、小学校・理科の単元でのプログラミング

学習の実践授業を公開し、有意義な研究協議が行わ

れた。また情報研ニュースを発行し、情報提供と共

に研修の場ともなっている。 

年間を通した詳しい活動内容等をまとめた紀要

として「私たちの情報教育」を年度末に発行する予

定なので、ご覧いただきたい。 

 

       学校図書館        

本年度も、『自ら学ぶ力と豊かな心を育む学校図

書館づくり』をメインテーマに、「～学校図書館の

整備・充実、計画的な活用を通して」をサブテーマ

にして、研究活動と事業活動に取り組んだ。 

研究活動としては、学校図書館先進校視察のフィ

ールドワークで日本出版販売が運営する選書セン

ターと、国際子ども図書館を研究会で視察した。 

夏季研修として《学級から図書館へ 図書館から

学級へ》をテーマとして、講師に相模原市立作の口

小学校の司書教諭・秋山眞貴子先生を向かえ、ビブ

リオバトル、学校図書館としての選書、学級文庫の

考え方、司書教諭の指導する学校図書館利用指導等

を学んだ。これに加え、事業活動としては、読書感

想文・読書感想画審査会、市読書感想画展の開催等

を行った。研究活動と事業の成果の一つとして読書

感想文、読書感想画とも、県の審査会でも優秀な成

績を収める児童生徒が増えている。また、感想画展

は参観者も多く、市民・保護者への感想画について

の理解度が更に広がった感がある。 

 

        学校保健        

学校保健研究会は、健康安全部会と養護教諭部 

会がともに「人間性豊かな子どもの育成」のテー

マのもと研究に取り組んだ。 

 健康安全部会では、「組織的・計画的な学校保

健・安全教育の進め方」を主題として各部会で安

全教育・防災教育の実践に取り組み、１月には学

校の実践を中心に研究発表を行った。授業研究会

では、船越小学校６年生の総合的な学習の時間で

災害に備えることや地域の中で自分たちができる

ことを学級で考え発表する授業研究を行った。 

養護教諭部会では、「児童・生徒の心身の育成

を目指して」を主題として、６部会ごとに研究を

進めてきた。12月の県立保健福祉大学高橋佐和子
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先生の研修会では、行動変容を促すアプローチの

仕方、手ごたえのある保健指導を研修し、児童・

生徒の行動が本当に変わる、養護教諭が目指すと

ころが明確になり、今後の児童・生徒へ「健康教

育」を生かした指導を行うきっかけとなった。 

 

   国際教育・小学校外国語活動    

本研究会では、「国際性豊かな児童生徒の育成

‐ちがいを知り、認め合い、学び合う子ども」「外

国語を通して積極的にコミュニケーションを図

ろうとする子ども-」の育成をテーマに研究活動

を行った。 

６月の教育課程研究会外国語活動部会では、

「外国語大好き 自分大好き みんな大好き～

積極的に英語でコミュニケーションを図ろうと

する児童の育成～」のテーマのもと、浦郷小学校

の福島尚教諭と宮部クリスティーン講師（ALT)

により、６年児童が今まで慣れ親しんだ表現やジ

ェスチャーを使ってクイズを出題し合いながら、

コミュニケ―ションを図る授業を公開した。８月

は、津久井小学校の岸上紗季教諭、山崎小学校の

鈴木克哉教諭が、主体的なコミュニケーションを

引き出すための指導の工夫についての実践報告

を行い、研究協議を深めた。 

 研究会主催の外国語活動の授業研究では、11

月に浦賀小学校の大野文嵩教諭とアイダ イザ

ディモバラク講師（ALT)が３年生の授業を公開

し、初めてアルファベットに出会う単元の指導を

通して、中・高学年から中学校までの文字指導に

ついて研究協議を行った。 

国際教育の研修としては、８月に野比中学校の

ジェニファー スドウ教諭(FLT）が日本の学校と

カナダの学校との違いを比較して自分の考えを

英語で表現する授業のワークショップを行い、研

修を深めた。 

 

        食教育         

食教育研究会の研究主題は「食育を通して豊か

な心と体を育てる」である。 

 研究を進めるにあたり、各学校が食に関する指

導の全体計画を見直し、食育の視点を加えた授業

が行えるよう、学校における食育を組織的・計画

的に進め、好ましい人間関係の育成を目指すため

給食指導の工夫を呼びかけている。 

 教科等における食に関する指導では、本年度、

武山小学校の３年の社会科「農家の仕事」の授業

提案から、「農家の人の工夫や努力等を知り、食

物を大切にし、感謝の心をもつ（感謝の心）」「市

内で生産される農作物に興味をもち、地場野菜を

大切にしようとする心をもつ。農事ごよみを読み

取りながら、それぞれの野菜の旬の時期を理解す

る（食文化）」を食教育の視点とした授業実践で

の研修を深めた。 

また、給食の時間を子どもたちにとって効果的

な食育の場とするために、そして、子ども達が生

涯にわたって健康の保持増進を図り、望ましい食

習慣を養うことができるようになるために、「給

食時間マニュアル」の活用について推進をしてい

る。 

 

       学校事務         

事務研究会では、「新しい学校事務に向けた実

践と検証」をテーマに２年間の研究を終え、研究

冊子にまとめた。 

 前回（2014～2016年度）部会ごとに研究したテ

ーマについて、各部会で実践を行い、意見交換を

した。その内容を研究委員会で集約し、検証を行

った。 

検証したテーマは、①サポートアイテムに関す

ること、②事務職員のワークスタイル、③研究・

研修に関すること、④配置人員と相互援助、⑤世

代間の課題の５つであった。 

会員からの様々な意見を検証したことで、より

よい研究会活動を行うための大きく具体的な成果

を得ることができた。今回の成果を踏まえた上で

今後も横須賀市における学校事務の在り方を考

え、充実した研究を行っていきたい。 

 

       小学校校長会       

本年度は「先見・創造・結集そして前進（子ど

もたちが夢や希望をもつ学校に）」をスローガン



 

- 52 - 

に掲げ、校長会の一層の結束を図ると共に、横須

賀市の子どもたちのよりよい成長と未来を願っ

て、生きる力の獲得へ向けた活動を行ってきた。  

活動の重点を、新学習指導要領実施に向けた取

組と移行措置の円滑な実施、校長会 48校のベース

の確立、学力向上の取り組み、３年先を見据えた

校長会の組織強化、県校長会・市教委などとの積

極的連携とし、それぞれの活動を通して諸課題の

解決に努め、新たな教育課題についての情報を共

有し議論を深めた。 

研究所と連携して実施した研修会では、「人を

生かす人材育成」や「子どもたちに育みたい力（夢

や希望をもって生きるために）」について理解を

深めることができた。 

 

       中学校校長会       

本年度も中学校長会では、５つある対策委員会

を中心に活動をした。具体的には、（１）行財政

委員会：①各校施設設備の充実②県費旅費の増額

（２）教育経営委員会：①学期制と評価・評定②

教育課程の編成（３）進路指導委員会：①適切な

進路指導②学力向上（４）教育課程委員会：①特

別の教科道徳の指導・評価と校内体制づくり②新

学習指導要領がめざす中学校教育（５）生徒指導

委員会：①インクルーシブ教育の推進②人材育成

等について、“チームよこすか”として取り組ん

だ。特に、前年度『枠組みとして２学期制の継続』

が決まったことで、評価・評定の時期や学校行事

等の教育課程について、各校情報・意見交換をし、

課題を共有し自校の取組につなげた。また、新学

習指導要領の先行実施が次年度から始まることか

ら、これからの社会を展望した中学校教育の役割

について、改めて学ぶ機会をつくった。さらに、

市が開催した教職員の働き方改革検討会議等へ出

席し、中学校長会として意見を述べた。今後も校

長会として、横須賀市中学校教育全体を考え、よ

り良い中学校教育の構築のために尽力していきた

い。 

 

 

       小学校教頭会       

『豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざし

て～教頭力の向上 H30～』という研究テーマを設定し

取り組んだ。一人一人の教頭の多様な経験を生かし、

互いに研鑽し、学び、高め合うことによって、教頭

職の専門性を発揮し、横須賀市の教育の発展や課題

の解決に寄与するよう努めた。平成 31 年１月 25 日

(金)の「神奈川県公立小学校教頭会研究大会」横須

賀大会に当たっては、市教頭会が一丸となって準備

・運営に取り組み、県下の教頭が集い、つながり合

い、高め合う、実りある大会を開催することができ

た。分科会では「家庭や地域社会との連携及び協働

と学校間の連携～信頼される学校づくりのために

～」という提案を行い、「社会に開かれた教育課程」

の実現に向けて、家庭や地域との信頼関係を築いて

いく取組を発信することができた。また、各委員会

・部会教頭会をはじめ、定例会・研修会等を通して

課題認識を持ち、学校運営のリーダーとして必要な

力を高め合えるよう取り組んできた。さらに今後も、

校長会・中学校教頭会・市教委等の関係諸機関との

連携を図りながら、教頭力の向上に努めていきたい。 

 

       中学校教頭会       

教頭としての資質・力量を高め、本市・自校の教

育の向上を一層図ることを目標に、日々変遷を繰り

返す教育課題に対処してきた。特に学習指導要領改

訂に伴い、教頭会としても研修を深めてきた。組織

としては役員会と５つの対策委員会が、各部門が抱

える個別の課題や研究主題に沿った研修・研究に取

り組んでいる。 

また、教頭として保護者や地域といかに関わるか、

トラブルやクレームに対して法に基づいた対応、働

き方改革など今日的な課題にも積極的に取り組んで

きた。 

さらには、県教頭会や逗葉・三浦地区中学校教頭

会、本市小学校教頭会（特に小中一貫教育に関して）

との連携についても、情報交換を計画的に行ってき

た。また、市教委、本市中学校校長会からも多大な

ご助言・ご支援をいただいた。 
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特 別 支 援 教 育  

１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部単一学級１学級、小
学部単一学級６学級・重複学級２学級、中学部単
一学級１学級・重複学級１学級、高等部重複学級
１学級となり、合わせて 12学級となった。 
市立養護学校は、小学部重複学級 12学級、中学

部重複学級４学級となり、合わせて 16学級となっ
た。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級 43校 45学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 46校 71学級 

  肢体不自由特別支援学級 14校 14学級 

  病虚弱特別支援学級 ５校 ５学級 

（３）中学校の状況 

知的障害特別支援学級 23校 24学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 23校 28学級 

  肢体不自由特別支援学級 ８校 ８学級 

視覚障害特別支援学級 １校 １学級 

聴覚障害特別支援学級     １校 １学級 

  病虚弱特別支援学級 ５校 ５学級 

（４）第８回児童生徒ふれあい作品展 

日時 11月 30日（金）～12月４日（火） 

場所 横須賀市文化会館 

来場者総数 2,257 人 

（５）支援教育コーディネーター 

支援教育コーディネーターの研修と情報交換

のために「支援教育コーディネーター連絡会」

全体会を６回、地域別ブロック会を１回の合計７

回開催した。校内支援体制の構築に向けた研修を

積み重ね、支援教育コーディネーター一人一人の

スキルアップと校内支援体制づくりの強化を図

った。 

２ 就学相談について 

「就学支援相談部会」及び「通級相談部会」を

開催し、園児・児童・生徒の学校での支援内容や

進路についての審議を行った。 

（１）就学支援相談部会       17回 ：357人 

（２）通級相談部会           ４回 ： 56人 

３ 支援教育夏季研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ８月９日 
「いじめ・不登校の

未然防止」 

国立教育政策研究所 

総括研究官 中野 澄 

２ ８月10日 
「児童虐待（親子と

いう絆）・少年非行」 

日本体育大学 

准教授 南部 さおり 

３ ８月22日 
「自傷行為（自殺）

の理解と援助」 

国立精神・神経医療 

研究センター  

部長   松本 俊彦 

 

人  権  教  育  

平成 12 年の「人権教育及び人権啓発の推進に関

する法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・

啓発に関する基本計画」が閣議決定され、さらに、

平成 16 年６月には人権教育の指導方法等に関する

調査研究会議より「人権教育の指導方法等の在り方

について」の第一次とりまとめ、平成 18年１月に第

二次とりまとめが、そして平成 20年３月に第三次と

りまとめが出され、人権尊重の精神を貫いた実効力の

ある教育がより一層求められている。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自

由であり、平等であるという人類普遍の原理を実現

するために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性に

ついての自覚を深め、人と人との間に存在する実践

力を育成するところにある。人格の完成を目指す教

育が、人権問題の解決に大きな役割を果すものであ

ることを深く認識し、人権教育のさらなる推進に努

めているところである。 

本年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした

研修講座を３回開催した。 

また、人権教育指導者養成講座（２年を１期間）

については、15 校の受講者が、「人権が尊重される

授業づくりの視点」について研修と協議を行った。 

◆人権教育担当者研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月18日 

「人権感覚の育成と人

権を尊重する指導のあ

り方」 

教育指導課 

人権教育担当 

指導主事 

２ 
７月 

～８月 

※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

１講座を選択 

３ 12月12日 

「子どもの笑顔が未来

を拓く～自分が大好き

な子どもを育てたい」 

横須賀市人権擁護委

員  

三塚 勉 

◆人権教育指導者養成講座（11期１年目） 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月２日 
人権教育推進について 

 

人権教育担当指導主

事（教育指導課） 

２ 11月７日 
人権教育の視点を生か

した授業づくり① 

人権教育担当指導主

事（教育指導課） 

３ ２月20日 
人権教育の視点を生か

した授業づくり② 

人権教育担当指導主

事（教育指導課） 
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【学力向上事業】      教育指導課 

●教科指導員 

平成 27年度から市内の小・中学校における教科

の指導改善と教育水準の向上を図る目的で、教科指

導員制度をスタートさせた。任期は１年間で、国語、

社会、算数・数学、理科、外国語の５教科に昨年度

から道徳科を加え、４月当初に小・中学校各２名の

教員が任命された。業務内容は、教育課程研究会や

各学校の校内研究等で指導案検討や助言、師範授業

を行うなどをした。制度がスタートして５年目にな

り、学校や研究会へも教育指導員制度が浸透し、効

果的な活用状況が見られている。本年度の成果と課

題を踏まえて、より活用しやすく、効果的な制度に

していくとともに、教科指導員の学びの機会も増や

していきたい。 

 

●小学校３年生における少人数学級指導 

[事業概要] 

 市立小学校第３学年において、児童が 36人以上

在籍している学級がある学校に対して、きめ細やか

な指導を行い、学力の向上を図るため非常勤講師を

配置する。 

[事業の背景] 

 横須賀市学習状況調査において、小学校３年生か

ら全国との学力差が顕著となった。児童の学習を充

実するため、35 人以下の学級を編成し、きめ細や

かな指導を実現することで、学力の向上を目指す。 

[実施小学校] 

久里浜小学校  野比小学校  明浜小学校 

船越小学校   神明小学校  浦賀小学校 

衣笠小学校 

 

●学習支援員派遣 

[事業目的] 

 放課後及び課業時間内等を利用し、派遣される非

常勤職員（学習支援員）を活用する中で、学習内容

の定着状況に課題の見られる児童・生徒を対象とし

た個別の学習指導や少人数での補習を含めた学習指

導を行い、基礎的・基本的な知識・技能の定着等を

図り学力を向上させる。 

[方法] 

 １回の派遣を４時間までとし、小学校では週５回、

中学校では週２回を原則とし、年間 35週の派遣とす

る。長期休業期間中の運用に関しては、夏季休業中

に関して、小学校は４～５回、中学校は７～８回、

各１名までの派遣を原則とする。 

[内容] 

①常級在籍の学力の定着に課題のある児童・生徒へ

の指導 

②授業において学習内容の定着を促すための指導 

③自学自習への支援 
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【読書活動推進事業】      教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 今年度は、27名の非常勤職員が学校司書として

２週に３日勤務した。全小学校に加え、本年度か

ら中学校８校にも学校司書を配置した。学校司書

の主な業務は以下のとおりである。 

 ①日常的な学校図書館の開館 

②学校図書館を活用した授業のサポート 

③学校図書館機能を考慮した環境整備 

④本の選書、注文、受け入れ、配架の補佐 

⑤ボランティアとの連絡窓口 

⑥児童生徒の図書委員会が行う活動のサポート               

また、学校司書の資質・能力の向上を目的とし、 

月１回の学校司書連絡会で、情報交換と研修を行

った。今年度から中央図書館との連携を目的とし、

中央図書館職員との情報交換会も実施した。 

 

２ 司書教諭研修講座 

８月 22日に、文部科学省児童生徒課課長補佐、

田島博樹氏を講師として、「新学習指導要領と学

校図書館～これからの時代に必要な資質・能力を

学校図書館で育む」というテーマで研修を行った。 

本年度発令された司書教諭のほか、希望者も募

って、読書指導研修講座と兼ねて実施した。 

 

３ 読書活動の推進  

４月 23 日｢子ども読書の日｣に関する取組とし

て、「本を楽しもう展」を開催した。南図書館、

北下浦及び西コミュニティセンターを会場に、近

隣の児童生徒の読書感想画を展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想

文コンクール」「読書感想画コンクール」を開催 

した。年度末には、「読書感想文・画集第 62号」

にその成果をまとめた。 

 教員向けには、学校教育だよりで、これからの

時代に求められる学校図書館活用、読書指導のあ

り方についての啓発を行った。 

 

４ 学校図書館ボランティアの養成 

学校図書館ボランティアの養成については、学

校司書と共に日常の図書館整備活動を行う中で、

必要な知識や技能を伝達し、資質の向上を図った。

また、９月にはおはなしシャワー主宰、岩間数子

氏を招聘し、「読み聞かせの基本スキル 発声か

ら姿勢」と題した読み聞かせの実技研修を行った。 

 

 

【外国語活動】       教育指導課 

１ 外国語活動研修講座の開催 

外国語活動の指導に必要な知識・技能を身に付

ける選択研修として、平成 22年度から開講してい

る。『ハッピータイム』に関わるワークショップ

や今後の外国語教育を見据えた授業づくりに関わ

る研修講座を全３回開催した。 

 

２ 横須賀市標準カリキュラム 

『ハッピータイム』の提示 

小学校外国語活動の標準カリキュラムとして

『ハッピータイム』をイントラネット上に公開し

ている。外国語活動の補助教材である『Hi, 

friends!』に準拠したものであるとともに、横須

賀市独自の活動内容を踏まえたものとなってい

る。 

 各小学校の児童の実態に合わせてカスタマイズ

することを推奨している。 

 また、新学習指導要領に係る移行措置期間に対

応した内容及び新教材『Let’s Try!』、『We Can!』

での改訂も行っている。 

 

３ The 6th YOKOSUKA English Worldの開催 

  市内の小学校５・６年生の希望者と外国語活動

の指導にあたっている ALT や FLT、またサリバン

ズスクールの児童が参加した。日頃の外国語活動

の成果を発揮する機会となり、横須賀の子ども達

と米海軍基地内の子ども達の交流を深める機会に

もなった。 

 

４ 外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図ることができるよう、外国語活動アドバ

イザーの派遣を行った。模擬授業の実施や授業内

容に関わるワークショップなどを通じて、外国語

活動の指導に必要な知識や技能等の向上を図っ

た。 

 

５ フロンティア研究委託「外国語教育の推進」 

 文部科学省研究委託を引き継ぎ、田戸小学校・

諏訪小学校・常葉中学校において、新学習指導要

領を見据えた教育課程の編成及び先進的な授業実

践を行い、文教大学 金森 強 教授の助言をもとに

研究を進めた。 
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【学校支援員派遣事業】    支援教育課  

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善 

支援員派遣事業』を引き継いだ、平成 23年度から 

の実施事業である。平成 29年度から小学校３名、 

中学校２名の計５名体制で市立全小中学校を担当 

する。 

 

１ 目的 

 各学校の状況把握及び教員の指導力向上を支援

することにより、学校の円滑な運営を図る。 

 

２ 業務内容 

・希望調査票をもとに、担当校を訪問し、授業

観察及び相談業務を通して、各学校の状況把

握に努める。 

・学校からの要請に基づいて、支援が必要な学

年・学級の正常化を図るための活動を行う。 

・必要に応じて、巡回相談に関わる。 

・緊急時に指導主事とともに保護者対応を行う。 

・就学相談の業務を行う。 

 

３ 支援の状況 

（1）学校訪問回数（平成 31年１月 31日現在） 

  ①小学校 ··················· 542回 

  ②中学校 ··················· 289回 

   

（2）支援内容（平成 31年１月 31日現在） 

  ①授  業 ·················· 756件 

  ②児童生徒指導 ············· 192件 

③学級経営 ················· 248件 

④保護者対応 ················· ３件 

  ⑤教職員対応 ················ 52件 

  ⑥その他 ···················· 43件 

 

４ 事業実績 

・希望調査票をもとに、学校の状況把握が的確

に行われた。その情報をもとに、教育委員会

が学校に早期支援を行うことができた。 

・円滑な学校経営を行うために、管理職の相談

役となった。 

・学校長からの要請に基づき、落ち着かない学

年・学級に関わり、落ち着きを取り戻すため

に現在も対応中である。 

・研修機会を必要としている教員（臨時的任用

教員・非常勤講師も含む）への指導が効果的

に行われ、指導力の向上や円滑な学級経営を

もたらした。 

【学校教育賞】       教育研究所 

１ 学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24年度から

実施されている。学校教育の発展振興を図るた

めに設けられたもので、本年度で 69回目を迎え

た。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信す

るために、研究論文を条件とする研究部門と、

実践報告的研究または企画提案を条件とする実

践・企画部門を設定した。 

なお、本事業は平成 25年度に総務課教育政策

担当から教育研究所に移管したものである。 

本年度から賞金が廃止された。 

 

２ 今年度の応募状況 

研究部門、実践・企画部門ともに、応募がな

かった。 

 

３ 今後の実施に関わる検討 

教職員の多忙化等の理由により、ここ数年の

応募件数は毎年１～２点、昨年と今年は応募が

ない状況であるが、学校教育の振興を図ってい

く上で、実践研究を通した研究成果の発信は欠

かせないものであると考える。 

引き続き、教育研究会との連携、学校研究の

成果普及、長期研究員の実践研究提案などの機

会を捉え、学校教育賞としての発信とつなげて

いきたい。 
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 平成30年度 ｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、

これまでの｢学校教育課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」と

して発行している。平成29年度から教育総務部総務課教育政策担当から教育指導課の業務に移管された。 
 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 

 (85号) 

１面： 巻頭言（米持課長）・学級を拓く（新谷） 

２面： 平成 30年度 指導の重点（新倉） 

３面： 教育研究所 理科センターの紹介（市下） 

４面： 読んで納得 シリーズ８ 新学習指導要領 算数／数学編（内田） 

５月 
 

(86号) 

１面： 巻頭言（塚田課長）・一人一人の子どもが、「自分が大切にされている」と実感できる学校づくりに向けた取組を！（北川） 

２面： 横須賀市における不登校の現状と対策のポイントは（諸田） 

３面： 学校と教育相談の連携（校内委員会の見立てと支援方針） （金子） 

４面： 読んで納得 シリーズ９ 新学習指導要領 社会編（石橋） 

６月 
 

(87号) 

１面： 巻頭言（鎌原課長）・横須賀市教育情報センター イントラネットサイト（市下） 

２面： 平成 30年度 横須賀市教育課程研究会（原口・新倉・萩原・橘） 

３面： 水難事故の防止について（鈴木） 

４面： 読んで納得 シリーズ 10 新学習指導要領 理科編（堀井） 

７月 
 

(88号) 

１面： 巻頭言（山崎所長）・緊急事態発生時の危機管理～教職員の共通理解と訓練の必要性～（小田） 

２面： 子ども一人一人の“自分を見る目”（健康を具体的に捉える力）を育てる（小田） 

３面： 夏の研修を活用しましょう!！（田山） 

４面： 読んで納得 シリーズ 11 新学習指導要領 生活編（橘） 

８月 
 

(89号) 

１面： 巻頭言（杉戸）・「特別の教科 道徳」のスタート（城北小 渡辺）、生徒の手で築く「よりよい大楠中学校」(大楠中 島田・古市) 

２面： 平成 30年度 横須賀市教育課程研究会２日目（原口・新倉・萩原・橘） 

３面： よこすか土曜寺子屋教室（黒澤） 

４面： 読んで納得 シリーズ 12 新学習指導要領 音楽編（新倉） 

９月 
 

(90号) 

１面： 巻頭言（黒澤）・「食に関心を持ちましょう！」（鷹取小 栁下）、私の自慢！「養護教諭部会」（諏訪小 飯嶋） 

２面： いじめ問題の対応（佐埜） 

３面： 心の健康 ～ストレスに気づき うまくつきあうために～（北村） 

４面： 読んで納得 シリーズ 13 新学習指導要領 図画工作／美術編（黒澤） 

10月 
 

(91号) 

１面： 巻頭言（松﨑）・食文化を伝える家庭科（鷹取小 猪狩）、「比べ読み」を通して深い学びを育む実践（大津中 髙木） 

２面： 小中一貫教育の推進から充実へ～子どもの学びを豊かにするために～（杉戸） 

３面： これからの「学校図書館」の目指す姿（髙橋） 

４面： 読んで納得 シリーズ 14 新学習指導要領 体育／保健体育編（鈴木） 

11月 
 

(92号) 

１面： 巻頭言（小田）・夏季研修を終えて（関口） 

２面： 輝け よこすかの子どもたち（原口） 

３面： 平成 30年度 横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（鈴木） 

４面： 読んで納得 シリーズ 15 新学習指導要領 家庭／技術・家庭編（新谷） 

12月 
 

(93号) 

１面： 巻頭言（金子課長）・インクルーシブ教育の推進研究員会より（小原台小 脇門・粟田小 星野） 

２面： インクルーシブ教育システムの構築について（久保田） 

３面： Let’s use ICT more! 有効活用 ICT（伊東） 

４面： 読んで納得 シリーズ 16 新学習指導要領 外国語活動／外国語編（萩原） 

１月 
 

(94号) 

１面： 巻頭言（堀井）・平成 30年度フロンティア研究発表から（久里浜中 河野） 

２面： 学校研究委託を振り返る（石橋） 

３面： 人材育成をどう捉える？～受講者の声から見えるもの～（高橋） 

４面： 読んで納得 シリーズ 17 新学習指導要領 総合的な学習の時間編（橘） 

２月 
 

(95号) 

１面： 巻頭言（澤口）・初任者研修・中堅教諭資質向上研修を振り返って（城北小 小川・池上小 元榮） 

２面： 平成 30年度 神奈川県立総合教育センター 長期研修講座 授業改善推進研究 社会（池上中 大村） 

    平成 30年度 横須賀市教育研究所 長期研究（長井小 杉本） 

３面： 中教審「学校における働き方改革特別部会」より・横須賀の学校を笑顔にするために（太田） 

４面： 読んで納得 シリーズ 18 新学習指導要領 特別活動編（堀井） 

３月 
 

(96号) 

１面： 巻頭言（伊藤部長）・研究員会の取組について（小平） 

２面： 新学習指導要領への円滑な移行と実施に向けて ～ 学校との連携・信頼関係を大切に ～ （北川） 

３面： 支援教育の目指すもの 共生社会の形成に向けて ～インクルーシブ教育システムの構築と浸透をめざして～（小泉） 

４面： 読んで納得 シリーズ 19 新学習指導要領 特別の教科 道徳編 ②（黒澤） 

 
 
 
 
 
 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙Ａ３二つ折 ４面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム 

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 学校教育部教育指導課 
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指 定 研 究 概 要

本市教育委員会の指定研究は、本市における教育課題に対し、子ども達の学力保障

とともに具体的・実践的に課題解決を図る委託研究である。 

本年度の指定研究は、フロンティア研究委託（小学校７校、中学校８校、高等学

校〈全日制〉１校）、チャレンジ研究委託（Ａ-小学校 14 校、中学校２校、特別支

援学校１校、幼稚園２園／Ｂ-小学校 25 校、中学校 13 校、特別支援学校１校、高等

学校〈定時制〉１校）である。その他、体力つくり２校（小・中学校）、運動部活

動モデル校１校（中学校）、外国人英語教員活用研究拠点校５校（中学校、高校）、

神奈川県人権教育研究委託校１校（中学校）となっている。

  

    神奈川県人権教育研究委託校        

神明中学校 

 テーマを「一人ひとりの学びの保障～夢中にな

って学ぶ授業づくりと安心して学べる学級づく

り」とし、３つの柱を立てて研究した。 

１．｢ひとりも独りにしない」取組（授業づくり） 

 全授業で４人組のグループ学習を取り入れ、わ

からないままになっている生徒をなくすことから

取り組んだ。わからないときは仲間に聴き、聴か

れたら分かるまで教えることを約束とした。全員

の授業参加や、聴きやすい関係ができてきている。 

２．｢一人ひとりを高める」取組 

（いいところさがし、ありがとうカード） 

 主に学級活動で行事や班替えの時に一人一人の

頑張ったことを記入し、自己肯定感を高めること

をねらった。お互いの良いところを見ようとする

態度、前進的な雰囲気にもつながった。 

３．｢一人ひとりに寄り添う｣取組 

（特別支援・登校支援教育体制） 

 毎週行う支援会議において、支援を必要とする

生徒全員について情報交換し、支援の方向性を確

認している。職員全員の取組につながっている。 

 ３つの取組のすべてが、効果を上げているが、

生徒のお互いを大切にする態度の育成には、一人

一人の生徒が、教師から大切にされている実感が

必要であり、そのことを職員全員が意識して、こ

の取組を継続したい。 

 

        体力つくり        

武山中学校 

 ２年目は、「体力の向上と運動習慣の定着」に

ついて①投力向上と、②自分自身を高める運動計

画の２つをテーマに挙げた。授業は、単元計画の

組み合わせ方を、４時間設定を計画し、２ローテ

するように分けて、それぞれテーマを変えて実施

した。新体力テストでウォーミングアップと待ち

時間の運動を考えさせた。２ローテする授業では、

１ローテ目に、投力向上についての分析と、２ロ

ーテ目に、目的設定を行い、トレーニング計画と

運動方法の工夫を実施した。学習方法では、ペア

・４人グループでお互いの動き方などの分析を話

し合い、対話的な学び合い授業を多く取り入れた。

運動方法の工夫では、道具の使用から多くの発想

が発見できた。この２年間の研究から、授業内容、

新体力テストの実施方法、単元計画と時間数の設

定の工夫で、生徒の取り組み意欲が高まり、様々

な体力が県の平均や全国平均を超え始めた。子ど

もの実態を把握し、どのような授業を発信、継続

していくかの計画と研究を重ねることから、運動

習慣が定着し、取り組み意欲も変わり、体力向上

へと繋がることを深められた、研究となった。 

 

        体力つくり        

神明小学校 

 体育科の授業を基として体力向上を目指した。

研究題目は、「運動有能感を高め、体力向上をね

らう」である。運動有能感を高めるために、本校

が意識したのは、「できるを実感する」「仲間に

受け入れられているという自信をもつ」という二

点である。 

 まず、「できるを実感する」ために、「小さな

できた」を大切にした。一つの技や動きができる

ようになるために、スモールステップを活用した。

その中で、ここまではできたを「１できた」「２

できた」とし、技や動きができないのではなく、

ここまではできているのだという意識に変換する

ことで、有能感の高まりへとつなげた。 

 次に、「仲間に受け入れられているという自信

をもつ」ために、東京女子体育大学の末永祐介先
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生のご協力を得て、クラス全体への教師の声かけ

が与える授業への影響力を、形成的評価を基に考

察していただいた。教師が児童の運動場面に対し

て、肯定一般的・具体的なフィードバックを行う

ことで、取り組みへの肯定感を児童は得ることが

でき、それが学習意欲を沸き立たせ、技や動きの

習得へ取り組む勢いとなり、運動有能感の高まり

につながったと検証された。 

 今後も体育科の授業を基に実践を継続し、児童

の更なる体力向上を目指していきたい。 

 

      運動部活動モデル校       

鴨居中学校 

 研究テーマを「日常指導のスキルアップ～週間

から習慣へ～」と掲げ、２年間（平成 29～30年度）

研究を進めた。主な取組として、各部活と各学年

の課題体力を算出し、コーディーネーショントレ

ーニングを導入し、子どもの関心を引き出しなが

ら体力向上に努めた。特に、全ての集団で巧緻性

・瞬発力（ハンドボール投げ）の数値が著しく低

かったため、保健体育の授業時に、ジャベボール

やバトンスローなど投力強化に特化した運動を取

り入れた。数値は全ての集団でプラスとなり大き

な成果を得られた。また、30年度は各部ごとに満

足度調査（顧問・部員）を行い、データ化した資

料をもとに部活ミーティングを開き、チームの意

識向上や課題改善に繋げた。職員間での研修会で

は、よりよい部活動運営について全職員で協議を

したり、部活動の民間委託や部活動指導員制度に

対しても見識を深めたりした。更に、手軽なトレ

ーニング器材を揃えて部活や授業で活用したり、

昼休みに全校生徒で体を動かしたりするなど、運

動する習慣を少しずつ定着させた。研究のための

取り組みで終わらせずに、今後も引き続き取り組

んでいきたい。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校     

               鴨居中学校 

 本校では FLT配置２年目となり、充実した学習

が展開された。本年度は English Roomを配置し、

英語が自然に学びやすい環境を整えた。FLTが T1

として行われる授業については全て English 

Roomで行うこととした。掲示物等 FLTが工夫をし

て国際的な環境を感じ取れる内容となっている。 

 FLT は朝の挨拶運動から、英語で自然にどの学

年の生徒にも積極的に声をかけ、生徒たちも、FLT

と１日を通して、英語で簡単な会話をすることが

できるようになっている。 

 授業においては、パフォーマンステストを単元

のゴールとして様々な言語活動を行い、自己表現

の仕方を練習している。 

 本年度は英語の授業だけではなく、道徳の授業

の中で異文化理解について学ぶ授業展開も行っ

た。さまざまな経験を通して語られる話は、生徒

たちにとっても貴重な財産となった。 

 FLT が３年計画での配置であることの意義はと

ても大きい。生徒のコミュニケーション能力を高

めるための基礎学力を向上させる点において、多

大なる影響がある。次年度が３年目となるので、

より充実した活用になるように、英語科として組

織的な取組となるようにする。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校     

                田浦中学校 

本年度から外国人英語教員の拠点校として新た

に FLTを迎え、様々な場面で精力的な活動が見ら

れた。 

 週４時間のうち１時間は、１～３年の全クラス

にて T1として授業を行い、サポートが必要な１学

年を中心に T2としても多くの授業に入った。それ

に加え、田浦中の伝統である CA テスト

（Communication Achievement Test）を年に２～

３回全学年で行い、単元を通した指導を FLTが評

価者として行っている。日常的な関わりをもてる

FLT によって、生徒との関係性も築きやすく、結

果として授業でのコミュニケーションに対するモ

チベーションも向上するなどの効果が見られた。 

 次年度は、言語活動の更なる充実を目指すため、

FLT と JTE が密に連携をとり、授業計画を共に考

える時間を多く設けたいと考える。また教科外に

おいても、部活動や委員会、昼食指導や休み時間

など FLTと生徒が接点を持てる機会を増やしてい

きたい。 
 

   外国人英語教員活用研究拠点校     

外国人英語教員との連携の在り方 

常葉中学校 

 常葉中学校では小中一貫教育や英語指導力向上

事業などの取組を通して、異校種との接続を意識

した指導を行っている。本校では FLTもその取組

に参加し、ゲストティーチャーとして小学校と交

流授業などに参加した。 
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 FLT の活用も今年で４年目を迎え、本年度は週

に１度の授業の在り方を FLT と JTE の TT から T1

の単独授業に変更し、評価も FLTが担当すること

とした。成果としては、生徒の実態に合わせた授

業の内容・展開の工夫により、英語の興味関心が

引き出されたことである。生徒から FLTの授業を

楽しみにする声が多く聞こえた。また FLTが評価

をすることで「外国語表現」の多様な視点を取り

入れ、生徒に還元することができた。一方で課題

としては、評価業務による時間的負担や英語教員

との連携が挙げられる。生徒が授業で学んだこと

をどのように他方の授業で生かしていく仕掛けづ

くりを行っていくのか、どのような活動・評価の

在り方にするのか今後も研究を進めていく。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校     

野比中学校 

 グローバルな社会で活躍していく中学生にとっ

て、英語は必要不可欠である。いかに AIが進歩し

翻訳機能が向上しても、言語を通して互いに理解

し、協力し合うことはなくならない。そのために

は、ネイティブな英語が常に身近にある環境が必

要である。これが FLTを導入したい最大の目的で

あったが、それ以上に大きな成果がある。それは、

FLTだからこそ思いつく発想と、主体的に取組 FLT

の姿勢が生徒が「学びたい」と感じる環境を得た

ことである。そのひとつに本校では、FLT が様々

な国の大使館と連絡を取り合い、その国の文化・

自然等々の資料や、触れて学ぶ（子どもたちの遊

び道具）展示コーナーの設置がある。これらが、

授業とリンクすることで、生徒たちの意欲は確実

に向上している。 

 また、FLT 単独で１年少人数授業実践を行い、

２、３年生ではＴＴとして研究・研修も進めてい

る。 

 次年度は、FLT 配置の３年計画の２年目を迎え

る。より一層充実した FLTの活用について、英語

科だけでなく、学校全体として工夫・改善してい

くことが大切である。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校     

横須賀総合高等学校 

 本年度もF L Tは様々な場面において精力的に活

動した。授業ではI C Tを活用し、４技能を駆使し

たパフォーマンステストやディベート、ディスカ

ッションを行った。ほかにも、本校の総合的な学

習の時間である「羅針」の英語発表の指導、スカ

イプを使ったタイの学生との交流や留学生との交

流活動における助言、全国商業高等学校協会のス

ピーチコンテストでは２年連続県大会で優勝し、

全国大会へ出場する指導、また、英検やTOEICな

どの外部受験の対策をしたりするなど、英語力の

さらなるレベルアップ、生徒のモチベーションア

ップに繋がる機会を仕掛けた。 

さらに時事英語の授業では、新たな取り組みと

してS D Gｓ（持続可能な開発目標・国際連合）を

意識して校内で火災が起きた際の避難ビデオを作

成した。そのビデオを全校集会で発表するだけで

なく、第４回ユネスコスクール神奈川県大会でも

発表することができた。 

今後も、豊富で魅力的なアイデアを授業で活用

しつつ、F L Tの明るいキャラクターで、生徒のや

る気を引き出し、生徒のコミュニケーション能力

を高めることが期待される。 

 

        支援教育        

｢資質・能力を育成するための授業改善｣ 

～生徒一人ひとりを大切にする支援教育～ 

                   大津中学校 

本年度は研究１年目ということで、学ばせ方、

学び方の基礎基本の定着を図るため、学習面・生

活面において、全体の共通理解を持つこととした。

授業改善のユニバーサルデザイン化や支援教育を

中心に置き、自己有用感、自己肯定感を高める人

間関係の構築を目指した。 

【具体的に取り組んだ内容】 

①単元計画を作成（１時間ごとのめあての明確化） 

②教科会の充実（毎月定期的に開催） 

③座席表の活用（評価の目安として活用） 

④めあての提示と振り返りを実践 

⑤生活環境整備 

⑥時間・挨拶・清掃活動の定着  

⑦学習規律の徹底 

⑧下駄箱・ロッカー等の整理を視覚化 

⑨教員同士の相互作用による全体の意思統一 

⑩子どもたちの声が反映されるようアンケートや

教育相談を行う 

⑪家庭学習の定着 

⑫振り返りを通し、自己課題を理解し、解決に向

け努力する 

⑬グループ・ペアリング学習（自分の考えを伝え

合う） 

⑭HR ノートの活用（書く・まとめる能力育成） 
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         学力向上         

子どもの主体的な学びを引き出す授業の創造 

              大塚台小学校 

 本校は、平成 29年度より３年計画で、学力向上

を視点としたフロンティア研究をスタートし、理

科と生活科を中心に研究に取り組んでいる。 

 子どもが主体的に取り組む姿を育むことが、学

力向上につながるという考えのもと、前年度は「主

体的な姿や学びとはどのようなものか」を共有し

てきた。本年度はその上に立って、子どもが主体

的に考えようとし、思考が深まる問題解決的な学

習過程をどう組み立てるかを中心に、教材研究や

授業研究に取り組んでいる。具体的な手立てとし

ては「思考ツール」についても研究を重ねてきた。

また、全教員での学力分析、授業の中の子どもの

見取りやインタビューを生かした研究協議、毎回

の成果と課題の共有など、研究の進め方も工夫し、

一体感のある研究を目指して取り組んでいる。 

 今後さらに、子どもの主体性と学力向上のつな

がりを検証し、学力向上につながる授業の創造を

目指していきたい。 

 

         学力向上         

確かな学力を身に付けさせるために 

～ 対話的な学びを通して ～ 

                池上中学校 

 池上中のフロンティア研究では、長年積み重ね

てきた研究を生かし、全教師が「主体的・対話的

で深い学び」の視点で授業改善に取り組んでき

た。「確かな学力」を身に付けさせるため、特に

対話的な学びに係る研究に取り組むことを通じ

て授業改善を進め、学習活動における生徒の主体

性を引き出し、確かな学力を身に付けさせる活動

に取り組んだ。確かな学力を育成する授業づくり

のために、生徒同士や教材との対話を通じて、学

習が深い学びとなり、課題を解決する力が養われ

ていく授業、学校づくりをねらいとした。 

 １年目の研究を土台とした２年目は、日常の授

業から課題解決学習を意識した授業展開を実践

した。「深い学びを生み出す技法（内容を深める

・技能を高める・関連づける）」や「明確にすべ

きグループ対話のねらい（「深い学び」につなが

るグループ対話のねらいを整理する）」を取り入

れた授業に重点を置き、研究協議で共有を図り、

学力向上につなげる研究に努めた。 

 

         学力向上         

自学自習の精神の確立 

～主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善

～ 

            横須賀総合高等学校 

 本校では、横須賀市教育委員会より「学力向上」

に関わる研究委託を受けて研究を進めている。上

記に掲げた研究テーマを実現すべく、「その気に

させる教育実践」をキーワードに、様々な角度か

ら計画的に取組を実践している。 

特に、授業改善については、前年度の取組をさ

らに一歩進め、新学習指導要領に関する全体の研

修会や各教科内での研修会において、高校教育を

通じて育成を目指す資質能力についての理解を深

める取組を行い、その趣旨を踏まえた上で、授業

のねらいの明確化や指導と評価の一体化を目指し

て改善を推進している。しかし、生徒の学習に対

する意識や意欲の向上を図る取組については、十

分な成果が得られていない。引き続き、授業評価

アンケートの活用、補習・補講体制の充実、進路

指導の工夫・改善、大学進学希望者への具体的な

対策などを講じて、生徒の学習意欲を喚起してい

きたい。 

 

       教科等 道徳科        

「自分と向き合い、よりよく生きようとする子ど

もを育てる」 

～道徳科を通して、深い学びのための授業づくり

を考える～ 

久里浜小学校 

 ３年間のフロンティア研究の初年度に当たり、

主に新学習指導要領の「特別の教科 道徳」を理

解することに取り組んだ。具体的には、前年度ま

での「発問と板書」の研究成果を生かし、どのよ

うに教材を扱うのか、どのような発問を設定する

のか、どんな板書計画で授業に臨むのかというこ

とを、本校の研修推進委員と各学年による 11回に

及ぶ授業実践を通して研究を進めた。 

 今後、児童の道徳的な判断力や心情、実践意欲

と態度をどう評価するのか、教科としての道徳と

教育活動全体を通じて行われる道徳教育とをどの

ように関連づけるのか、児童が自分の成長の足跡

を見つめることができる振り返りの在り方はどう

設定していったらいいのか等々、取り組むべきこ

とは山積している。そこで、次年度は国立教育政

策研究所総括研究官の西野真由美先生をスーパー
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バイザーにお迎えし、よりよい授業づくりと児童

の道徳性の涵養に努めていく。 

 

       教科等 言語能力      

「自分の考えを豊かに表現し、進んで学び合う子

の育成」 

船越小学校 

 本校は本年度よりフロンティア研究委託を受け、

４年計画の１年目として、研究を始めた。全国学

力・学習状況調査の結果を受け、児童の実態を分

析したところ、「語彙力」の乏しさや表現するこ

との基礎である「書くこと」に対して課題が挙げ

られた。そこで本校では、児童それぞれが思いや

考えを持ち、伝える相手や目的意識など、場面や

状況に応じて意欲的に自己表現できる姿を目指し

て「自分の考えを豊かに表現し、進んで学び合う

子の育成」を研究テーマとした。 

 本年度は、児童の思いや考えを表現させるため

の手立てについて、教科指導的な視点や支援的な

視点の両側面から研修を積んできた。そして、研

修で学んだことを生かし、児童の「表現したい」

という思いを具現する授業づくりの検討を重ね、

授業実践を積んできた。 

 本年度の実践をもとに、６年間の学びを系統的

に繋げ、次年度以降の研究に取り組んでいきたい。 

 

       教科等 特別活動      

 『Ｑ－Ｕを活用した満足型学級集団づくり』 

               久里浜中学校 

 本校では、Ｑ－Ｕを活用して満足型学級集団を

目指す取り組みを進めてきた。満足型学級集団と

は、学習活動において、疑問や意見を出し合う関

係ができている、つまり学びに向かう集団である

と考えている。そのような学級集団を実現させる

ために、Ｑ－Ｕを実施し、Ｋ－13法によって学級

の状態を把握し、集団と集団に所属する生徒個々

にどのような働きかけが必要か、検討を進めてき

た。具体的には、生徒同士が肯定的に関わること

ができる働きかけ方や、良好な人間関係を育める

働きかけ方等である。この検討を進める会議で、

それぞれ教員がもっている知識や経験に基づいて

意見交換をしてきたことから、会議では幅広い視

野で検討ができるようになり、また生徒への支援

・指導の場面でも生かせるようになってきている。 

 今後、教師と生徒の関係だけでなく、生徒と生

徒の関係を見取り、分析し、新たな対応策を立て

る取組が必要である。そして、その学級集団でと

もに生活する生徒一人ひとりを成長させていく、

そのための学級集団づくりに必要な指導力を高め

ていくことを目標として取り組んでいきたいと考

えている。 

 

     教科等 問題解決的な学習          

相互理解（縦糸と横糸を紡ぐ）のための 

授業の創造 ～個にせまる授業の推進～ 

               田浦中学校 

 田浦中学校の求める生徒像を「自ら考え・行動

できる生徒の育成」「課題を見つけ、自ら学び、

主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や

能力の向上を目指せる生徒」として、委託研究に

取り組み今年で３年目になる。（平成 31年 11月

本発表） 

 前年度より、全校で各班４名体制の生活班に取

り組み、グループ学習を生かした学び合いを通し

て、生徒が主体的に問題を追究する力を育む指導

について取り組んできた。学校生活全ての活動に

おいて集団づくりを大切にしていることも、良い

結果として表れている。加えて、教科会を全教科

一斉に行う等手立てを全校統一した姿勢で行って

きた。また本年度は、生徒の表現手段としての「ホ

ワイトボード」の活用方法の工夫に取り組んでい

る。また研究協議では、授業の各場面を「主体的

な学習」「対話的な学習」の二つの観点から分析

・グラフ化し、この二つの観点がともに大きくな

る状態を「深い学び」と定義し、より深い学びの

実現に向けて研究協議を行ってきた。 

 次年度の本発表に向けて日常の教育活動の充実

を基盤としながら、授業の工夫・改善をさらに進

めていきたいと考えている。 

 

     学校図書館の活用        

鴨居小学校 

研究２年目となる本年度は、学校図書館を読書

センターとしてだけでなく、学習センターや情報

センターとしても活用していくことを意識して取

り組んできた。授業づくりの面では、「読む力」、

「調べる力」、「伝える力」をベースとなる３つ

の力と考え、国語科をはじめ社会科など様々な教

科から、テーマ「本好きな子どもの育成」に迫っ

ていった。授業での子どもの姿をもとに、ベース

となる３つの力の低・中・高学年の系統性を協議

し、「読書活動の指導計画」を見直していった。

環境整備の面では、学校司書や図書ボランティア
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と連携しながら、子どもが本を手に取りやすくす

るための学校図書館内の配置変更やコピー機の導

入・活用、おすすめの本の掲示、パンフレットコ

ーナーの設置などの整備を行った。「スーパーバ

イザーの塩谷京子先生をはじめ、市教委の髙橋あ

ずみ指導主事、石橋由紀子指導主事から、ご指導

・ご助言をいただきながら、研究を進めてきた。

最終年となる次年度は、これまで積み上げてきた

ことをつなぎ、発展させ、その成果を発信してい

きたい。 

 

    認め合い高め合う力の育成        

～主体的で対話的な深い学びをめざして～ 

岩戸中学校 

 ４年間のフロンティア研究を受けてから、２年

目となり中間の報告を 11月に実施した。これまで

は、教職員のなかで「主体的で対話的な深い学び

とは？」の疑問があり、研究を進めていくうえで

苦慮していたが、スーパーバイザーの馬場先生か

らの示唆や助言で、目指すものが見えてきた。 

 取り組んでいることは、生徒自身が受け入れて

おり、それに伴い成果も目に見えてきている。 

 残りの２年は、具体的な手立てを示していける

ように研究を進めていこうと考えている。そのた

めには、確かな教科指導力及び自ら授業を振り返

る力を教員が身に付けなくてはならない。そして、

次の点の研究を深め、本研究の根幹である「誰も

が参加できる授業」「最後まで諦めない授業」 

（１）教師が巡視ではなく鳥瞰すること。 

（２）つなぐことを第一とすること。 

（３）どんな資質・能力を身に付けるかを明確に 

   すること。 

 最後になりますが、本校に足を運んで参加され

た方に感謝申し上げます。 

 

    主体的・対話的で深い学び      

学校教育のユニバーサルデザイン化と生徒が主

体的・対話的で深い学びができる授業を実践し学

力の向上を図る           

公郷中学校 

 過去２年で職員の大半が異動した結果、公郷中

の研究の流れを知る者がほとんどいなくなった。

今年度はそれを強みに大幅な学校改革を行い、根

本から教育課程の見直しを図った。生徒の視点に

立った教室利用の在り方の追求、学力向上を視野

に入れた年間計画づくり、社会通念に基づいたル

ールや決まりの見直し等があげられる。 

 これまで築いてきた学校教育のユニバーサルデ

ザイン化をもとに、これらの実践を研究テーマへ

と昇華して学校研究を推進している。具体的には

年間９回の研修、及び研究授業を実践し、「単元

計画」「関わり合い」「発問」の３グループに分

かれて研究協議を進めている。これらの活動を通

して、全職員が「伝え方・聞き方『あいうえお』」

「対話のキーワード『かきくけこ』」、そして「関

わり合う授業５ステップ」を意識できるようにな

った。 

 次年度は安心・信頼につながる対応を求めて、

ロールプレイ等の手法も講じながら教師のコミュ

ニケーション術にも磨きをかけ、主体的・対話的

で深い学びができる授業の実践を深めていきたい。 

 

    主体的・対話的で深い学び      

気付き、考え、表現する 

    生活科・社会科の授業づくり            

               小原台小学校 

 前年度の研究から、より児童の思考に沿った授

業を行い、児童が生き生きと考え、表現すること

ができるように指導していくことや、地域教材の

開発、生活科・社会科の系統性を踏まえた指導を

目標にフロンティア１年目に取り組んだ。 

 本年度は、指導主事より新学習指導要領におけ

る改訂のポイント等の指導を仰ぎ、全教員で共通

理解を図った。また、山本詔一氏（郷土史家）を

招き、地域史（特に、浦賀・会津藩士）について

の学習会を行った。６回の研究授業では、スーパ

ーバイザーである藤井千春教授（早稲田大学教育

学部）から児童の姿を基に多くのご助言をいただ

いた。 

 研究の成果は、「何を」「どのように」学ぶか

という視点に立ち、児童に育みたい思考力を意識

した授業づくりが行えたことである。 

 今後は「主体的・対話的で深い学び」により迫

れるよう、具体的な姿を共通認識し、学校全体で

取り組み、「学ぶ＝楽しい」と感じられる児童の

姿を目指していきたい。 

 

         防災教育          

自助・共助の意識を高める防災教育 

（陸前高田市への修学旅行） 

浦賀中学校 
 防災教育フロンティア研究を受けて、３年目と

なった。これまで、教科の中でできること、特別
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活動として行うこと、総合的な学習の時間として

行うこと、行事として行うこと、生徒会活動の中

に取り入れること等、学校教育全体を通して防災

を位置づけての取り組みを行ってきた。特に総合

的な学習の時間として、研究スタート時から計画

してきた岩手県陸前高田市への修学旅行の変更を

実践する年となり、５月 15日～17日に２泊の民泊

で現地を訪れた。百聞は一見にしかず、のとおり、

生徒は現地を見て、お世話になった家の方々の話

を聞いて、深く心に刻まれた様子であった。また、

日常化という中では、予告なしの地震警報による

避難訓練などでも、とっさの行動がとれるように

なり、期待以上の成果があった。次年度は研究の

最終年となるが、今までの積み重ねを生かし、地

域の中でも防災を意識できるような取り組みを更

に進めたい。また、日常の学級活動や集会等でも

「防災＝命」を意識するように仕組み、より生徒

が自分事として考えられるようにしたい。 

 

      外国語教育の推進      

常葉中学校 

 前年度に引き続き「小学校や高等学校との連携

を図った CAN-DO リストに基づく指導と評価の工

夫改善」をテーマとし、研究を続けた。本年度は、

外部専門機関と連携した英語指導力向上事業の取

り組みで田戸小、諏訪小、県立横須賀明光高校と

の連携を図った。 

 小学校との連携では、小学校外国語教材の  

We Can！1（５年生）、We Can！ 2（６年生）を中

学校英語科教員に配布し、小学校での学習内容や

方法を踏まえた指導法を心がけた。評価方法にお

いても小学校での方法を取り入れ、生徒の意欲向

上につなげることができた。 

 また、小学校、中学校、高校がお互いの研究授

業に参加することは、それぞれの校種の教師が新

しい視点を持つ、良い機会となった。 

 これまで県立高校との交流の機会がほぼなかっ

たが、この研究を機に、12年間を意識した外国語

学習がさらに広がっていく手立てを考えていきた

い。 

      外国語教育の推進       

コミュニケーションを通して達成感を味わい、 

主体的に学ぼうとする児童の育成 

―児童の実態に合わせた授業展開の工夫― 

諏訪小学校  

 常葉中・田戸小と３校で連携の視点を持ちなが

ら、３年間の１年目に取り組んだ。本年度は、児

童が主体的に学ぶには、担任がどのような授業を

つくればよいのかという視点で、４回の研究授業

を行い、必要な手立てについて考えた。金森強教

授（文教大学）には、２回の研究授業を見ていた

だき、授業づくりについて多くのご助言をいただ

いた。 

 本年度の成果は、毎時間の授業で工夫を重ね、

実践することで各単元の指導計画を蓄積すること

ができたことである。次年度は、「主体的に学ぼ

うとする」姿をより意識し、その姿に近づくため

の具体的な手立てを考え、実践を積み重ねていき

たい。そのために、児童にとって身近な内容でコ

ミュニケーションをとる意味や目的を感じられる

ような活動や発問の工夫、中間評価や振り返りの

活用の仕方、評価の在り方などを深め、友達の考

えを大切にしながら、主体的に学ぼうとする姿が

全教科にわたって近づくよう、研究を深めていき

たい。 

 

      外国語教育の推進        

「主体的な関わりを通して、お互いに尊重し合え

る子」の育成～子どもも教師も輝く外国語活動・ 

外国語科の授業を目指して～    

田戸小学校 

 本校では、平成 27年度より３年間取組んできた

文部科学省「外国語教育強化地域拠点事業」に続

き、本年度からは、常葉中学校ブロックとして、

「横須賀市フロンティア研究委託」を受け、外国

語教育の研究に取り組んでいる。 

 教職員の大幅な入れ替わりや外国語教育を取り

巻く状況の変化が見られる中、「児童の実態を再

度見つめ直すこと」や「みんなで授業づくりから

関わること」「みんなが研修の講師を務めること」

を研究の中心に据えた。授業では、「相手意識」

と「外国語を使う必然性」、「コミュニケーショ

ンの質」を常に意識してきた。 

 本年度の成果としては、「コミュニケーション

の質の高まりが、外国語を使う楽しさや喜びに結

び付いたこと」や「形式にとらわれず様々な手立

てを講じてコミュニケーションを図ろうとする姿

が見られてきたこと」が挙げられる。課題は、「１

時間の授業への形成的評価の位置付け」や「９年

間の学びの系統性の確立」などである。これから

も、常葉中・諏訪小との連携を大切に、チームと

して一歩一歩、歩を進めていきたい。 
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教 育 行 事  

◎作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次のとおりであった。 

《作詞の部》小 142点  中 40 点   計 182点 

《作曲の部》小 191点  中 47 点   計 238点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の藤代敏裕氏に 

依頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と 

小学校３点、中学校２点の準入選作品を選んでい

ただいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 61 

集として発行。 

 なお、入選作品は、来年度平成 31年８月 17日

に開催する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

◎子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 18 日（土）

に開催された。今年は中学校 17校の吹奏楽部員に

よる合同バンド 76名、合唱の部には中学校 86名、

小学校 23名に合唱連絡協議会合唱団等も加わり、

「合唱と吹奏楽のための組曲「横須賀」」をはじ

め、作詞作曲入選作品の発表、音楽の輪が未来に

つながっていることを実感できるすばらしい音楽

会となった。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（５年生音楽） 

〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 

６月 25日：１回公演 ６月 26日：２回公演 

今回で第 23回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮は山形交響楽団音楽

監督、東京交響楽団正指揮者、いずみシンフォニ

エッタ大阪常任指揮者、ドイツ・ヴュルテンベル

ク・フィルハーモニー管弦楽団の首席客演指揮者

として活躍中の飯森範親氏。この会では、鑑賞す

るだけでなく、「横須賀市歌」の全員合唱、「さ

んぽ」の全員合奏という小学生が神奈川フィルハ

ーモニー管弦楽団と一緒に演奏するプログラムも

あり、心温まる演奏会となった。また、各楽器の

紹介コーナーや飯森氏から子どもたちへメッセー

ジを伝える場面もあり、演奏はもとより様々な面

で子どもたちを魅了した。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（６年生図画工作） 

〔小学生美術鑑賞会〕６年生対象 

図画工作科の指導における「豊かな情操を養う

鑑賞教育」の充実のために、横須賀美術館での美

術作品の鑑賞会を平成 30 年６月～平成 31 年２

月の間に実施。美術館のスタッフにも協力いただ

き、本物の作品に出会い、美術に親しむためのよ

いきっかけとなった。 

 

◎児童生徒書写作品展 

文化会館展示室を会場として実施し、小学校・

中学校・ろう学校・養護学校・横須賀総合高等学

校（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は

書道作品）、970点を展示した。会期は、１月 18

日～22日、2,750名の来場者があった 

小学校から中学校への書写のつながりや、高等

学校の芸術科書道への発展に至る様子を見ること

ができ、保護者・家族・市民からも好評を得るこ

とができた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。児童生徒の書写の力

の向上のため、国語研究会の協力を得て搬入後に

学習会の場も設け、教師の指導を振り返る機会と

もなっている。 

 

◎小・中学校 学校文集 

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 87号を発行した。 

（小学校）「国語科の学習で培った力を生かし、

豊かな言葉で書く」というねらいのもと、６年に

１度の「詩」の募集を行った。国語研究会の各学

年３名の審査員を中心に、応募作品 773点の中から

74作品を入選作品として掲載した。 

（中学校）「書くこと」の学習から生まれた作品

のほか、他領域の学習の書く活動から生まれた

121 点の作品が掲載された。創作詩歌、随筆、意

見文、批評文など文種は多岐にわたり、編集委員

による評を添えて発行した。 
 

◎読書感想文・画募集 

読書感想文コンクールは、本年度で 64 回目を

迎え、各学校種に応じ、自由・課題の２つの部門

で募集した。小学校 3,283点、中学校 406点の計

3,689 点の応募があり、審査会には学校代表 341

点が出品された。 

 横須賀地区審査会で「優秀賞」16点（小学校 12

点、中学校４点）、「優良賞」34 点（小学校 24

点、中学校 10点）を選出した。 

 読書感想画コンクールは、小学校 46 校、中学校

10校の応募があった。小学校では教育課程の一部と

して、中学校では主に部活動等、課外活動において、

合計 18,103人が取り組んだ。 
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横須賀地区審査会での入賞作品 653点は「第 29

回読書感想画展」に展示した。平成 31年１月５日

から８日までの４日間、文化会館第１ギャラリー

を会場に、指定図書やこれまでの読書感想文集、

昨年度県コンクール入賞作品とあわせて展示し、

読書への関心を高める工夫をした。期間中は、入

選者の家族を始め、一般市民が多数訪れ、約 3,000

名が来場した。 

年度末には成果を「読書感想文・画集第 62号」

にまとめ、各学校に配布した。 

 

◎児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第71回展は、１月12 日～１月28 日、横須賀美

術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育―

子どもによりそい、おもいをかたちに～であう・

あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・小・

中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品約2,700 

点を展示した。会期中の美術館の観覧者数は市民、

保護者と子ども合わせて約14,800 人。 

会期中の１月23 日には、研究発表会および講

演会を開催した。発表者及び発表内容は、浦賀中

学校 小栁 真純 教諭「季節の和菓子をつくろう」

という樹脂粘土を使った立体表現の実践報告を行

った。講演会では公益財団法人日本写真家協会の

石田 美菜子 氏と栗栖 誠紀 氏を講師に迎え、『図

画工作・美術の授業にカメラ』という写真家協会

で行われている活動報告をしていただいた。講演

の後半には参加者全員にミラーレス一眼カメラが

渡され、撮影体験を行った。カメラを使うことに

よる「表現することの楽しさ」も実感できた貴重

な機会となった。 

 

◎中学校リーダースキャンプ 

 平成 30 年度リーダースキャンプは８月９日～

10 日の２日間の通い日程で神明中学校を会場と

して実施する予定だったが、台風の影響により８

月 10日のみの実施となった。横須賀市中学校生徒

会役員を中心に 200名の生徒が参加した。 

 代表校からの基調提案をもとに、７つの分散会

に分かれ、課題解決に向けて分散会のテーマごと

に意見交換を行った。また、分散会で話し合われ

たことを発表し合うことで、情報を共有し各学校

での実践に役立てたり、リーダーとしての在り方

を考えたりするきっかけとした。 

 

 

 

 

◎中学生主張大会 

 市主催である「主張大会」を、本年度は平成 30

年 10 月６日（土）に、横須賀総合高等学校 SEA

ホールで行った。市内中学校の代表生徒による主

張発表を通して、自らの考えを発表したり、様々

な考えを知って自分の考えを深めたりすることを

目的としている。 

 生徒会指導研究会主催の「中学生主張の会」と

の隔年開催のため、次年度は「中学生主張の会」

となる。 

 

◎中学校演劇発表会 

 第 35 回横須賀市中学校演劇発表会が市内６校

の参加で実施された。 

台風に伴う日程変更もあったが、各校の日頃の

練習の成果が十分に発揮され、どの学校の発表も

完成度の高いものになった。演技力ばかりでなく、

その舞台効果や舞台美術についてもレベルの高い

もので、各校のチームワークの良さが感じられた。 

 最優秀賞には、大津中学校の「他にどんな生き

方があるんだよ」が選ばれ、第 56回神奈川県中学

校演劇発表会に横須賀地区の代表として出場し

た。神奈川県中学校演劇発表会では、県中学校文

化連盟会長賞を受賞した。 

 

◎第 67 回中学校総合体育大会 

４月 21 日（土）、横須賀総合高等学校 SKY ア

リーナにおいて、「咲き誇れ 努力の結晶 夢の花」

のスローガンのもと、24校の代表生徒 854人が整

然と参加し、総合開会式を行った。模範演技は、

横須賀総合高等学校ダンス部をお招きし、華麗な

技術を披露していただいた。 

その後、13競技にわたり、延べ 7,600人が技能

を競い合い、交流を深めた。 

 

◎第 43回小学校児童相撲大会 

  ５月 12日（土）に市内小学校の５、６年生 622

名（男子 325名、女子 297名）の参加のもと、横

須賀市南体育会館において、室内土俵を使用し開

催した。 

体操服の上に「簡易まわし」を着用した児童が

多くの声援に包まれながら、男女別団体戦と学年

階級別個人戦を実施した。 

 団体戦は、男子は衣笠小学校、女子は大矢部小

学校が、それぞれ優勝した。 
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◎中学校スポーツ技術講習会 

市中体連と協力し、前期（ソフトテニス）・後

期（水泳競技）の２回開催した。 

前期は６月 16 日（土）、横須賀市南体育会館

において、ミズノアドバイザリースタッフの 山口 

大地 氏を講師としてお招きし、市内中学校の指導

者と各校の代表生徒計 368人が技術指導と講習を

受けた。 

後期は 11月 24日（土）、横須賀市北体育会館

温水プールにおいて、アトランタ五輪 100m背泳ぎ

日本代表の 近内 圭太郎 氏を講師としてお招き

し、市内中学校の指導者と各校の代表生徒 54人が

技術指導を受けた。 

前期・後期とも、技術向上に必要な基本動作や

総合的な体力の高め方、安全な練習法などととも

に、スポーツに取り組む姿勢や学ぶ態度の大切さ

など、多くのことをご教授いただいた。 

 

◎第 50回小学校児童陸上記録大会 

 10月 13日（土）に市内全小学校計 46校の５、

６年生代表選手 895名（男子 466名、女子 429名）

の参加のもと、公認 400mトラックの不入斗公園陸

上競技場において開催した。トラック全体を取り

囲む 1,000人を超える観衆の中、男女各８種目で

競技を楽しむとともに交流を深めた。 

当日は天候にも恵まれ、５年女子 100m 走と６

年男子走り高跳びで大会新記録が出るなど、練習

の成果が発揮された。 

 

◎第 36回表現運動・ダンス発表会 

 11 月 10 日（土）、横須賀市南体育会館におい

て、小学校３校、中学校３校、延べ 325人の参加

のもと開催し、６作品が発表された。児童生徒は

日頃の練習の成果を全身で表現した。講師には、

日本女子体育大学教授の 宮本 乙女 氏をお招き

し、指導・講評をいただいた。また、前年度に引

き続き、横須賀総合高等学校ダンス部の生徒 32

名が特別参加し、横須賀盛り上げ大使に就任した

地元横須賀出身の EXILEメンバー、橘ケンチさん

・EXILE TETSUYA さんからプレゼントされた、横

須賀オリジナルダンスを披露した。 

 

◎中学校駅伝競走大会 

 第 69回市中学校男子駅伝競走大会及び第 35回

中学校女子駅伝競走大会を 10月 20日（土）国道

16号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～大

津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,000人を超

える観衆が集まり、熱い声援を受けながら各校が

一本のタスキを繋いだ。全市立中学校 23校に横須

賀学院中学校を加えた男女各 24校から 406名（男

子 214名、女子 192名）の参加があった。 

男子は追浜中学校が優勝を果たし、久里浜中学

校、大津中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は追浜中学校が優勝を果たし、常葉中学

校、久里浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞し

た。 

 

◎第 52回小学校児童ボール運動大会 

12 月５日（水）及び 12 月７日（金）に市立小

学校のグランド及び体育館を会場にして、６年生

全員、3,217人が参加して開催した。市内 46校を

８つの部会に分け、それぞれの部会ごとにバスケ

ットボールとサッカーの試合を行い、日頃の体育

学習の成果を発揮するとともに、交流を深めた。 

 



- 68 - 

国 市 教育研究所 

 4. 1  小中学校で新学習指導要領実施に向

けた移行措置がスタート 

 4. 6  文科省、17年度「英語教育実施状況

調査」などの結果を公表。政府が目標

とする「英検 3級相当以上」の中学 3

年生は 40.7％、「準 2級相当以上」の

高校 3年生は 39.3％で、共に目標の

50％に届かず 

     18年度から制度化された高校の「通

級指導」を 45都道府県・5政令市の一

部高校が導入。文科省の実施予定調査

で判明 

 4.17  文科省、18年度「全国学力・学習状

況調査」（全国学力調査）を全国一斉に

実施。国語、数学・算数に加え 3年ぶ

りに理科も 

 4.18  名古屋大学と岐阜大学、設置主体で

ある両国立大学法人の統合に向け協議

を開始。国立大学にも再編の波が 

 4.20  政府、第 4次「子供の読書活動推進

に関する基本計画」（18～22年度）を

閣議決定。学校の蔵書整備を継続 

 4.26  仙台高裁、東日本大震災の津波で児

童と教職員の計 84名が死亡した宮城

県石巻市立大川小学校の遺族による損

害賠償訴訟の控訴審で、学校と同市教

委の災害対策の過失を認定、約 14億

3600万円の支払いを同市と県に判決 

     17年中にネット上で知り合った相

手からわいせつ行為などの被害を受け

た子どもは 1813人で、5年連続で最多

を更新。警察庁のまとめ 

 

 5. 6  アメリカンフットボールの日本大学

と関西学院大学の定期戦で、日大選手

による悪質な反則プレーがあり、関学

選手が全治 3週間のけがを負う。反則

行為が監督による指示との疑いをめぐ

り大学スポーツ界を巻き込む問題に発

展 

 5．8  小学校新学習指導要領の 18年度移行

措置では、約 3割の公立小が英語、外

国語活動について全面実施と同じ授業

時数で実施。文科省調査で判明 

 5.15  広島県知事、県内の公立小中学校 35

校で教員 38人が欠員状況にあること

を明らかにし、「ゆゆしき事態」と述べ

る。教員不足が顕在化 

 5.18  改正著作権法が参院本会議で可決・

成立。他人の著作物を利用して、教員

が作成した教材のネット配信が許諾不

要で可能に 

 5.21  大阪府教委、府立高校 7校の「書道

Ⅱ」で昨年、学習指導要領が定めた「篆

刻」の授業を行っていない履修漏れが

あったと発表 

 5.22  自民党の教育再生実行本部、大学な

どの授業料を国が立て替え、卒業後に

所得に応じて返す「出世払い」制度の

創設を柱とした第 10次提言を首相に

提出。教員への変形労働時間制の適用、

主幹教諭の全校配置も盛り込む 

 5.25  改正学校教育法が参院本会議で可

決・成立。視覚障害などの対応で「デ

4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 教育指導課長 佐藤昌俊 常葉中学校長へ 

 後任に国大附属中学校副校長 米持正伸 教育指導課長へ 

 教育指導課主査指導主事 溝口洋樹馬堀中学校教頭へ 

 教育指導課主査指導主事 太田泰義教育政策課主査指導主事へ 

 教育指導課指導主事 杉戸美和教育政策課主査指導主事へ 

 教育指導課指導主事 伊藤睦美 小原台小学校総括教諭へ 

 教育指導課指導主事 萩原淳一教育指導課主査指導主事へ 

 教育指導課指導主事 橘恒人 教育指導課主査指導主事へ 

 国大附属中学より 髙橋あずみ 教育指導課指導主事へ 

 明浜小学校より 堀井真 教育指導課指導主事へ 

 公郷小学校より 黒澤正道 教育指導課指導主事へ 

 支援教育課主査指導主事 吉野哲生 養護学校教頭へ 

 神奈川県教育委員会より 小泉姿子 支援教育課主査指導主事へ 

 支援教育課指導主事 久保田毅支援教育課主査指導主事へ 

 支援教育課指導主事 品田由貴支援教育課主査指導主事へ 

 支援教育課指導主事 松崎望支援教育課主査指導主事へ 

 支援教育課指導主事 佐埜幸子支援教育課主査指導主事へ 

 支援教育課指導主事 金子亜希子支援教育課主査指導主事へ 

 支援教育課指導主事 諸田英久支援教育課主査指導主事へ 

 保健体育課指導主事 小田耕生保健体育科主査指導主事へ 

 教職員課主査指導主事 髙橋直樹神明中学校教頭へ 

 教職員課指導主事 筒井宣行教職員課主査指導主事へ 

 小原台小学校より 北村幸子教職員課指導主事へ 

 教育政策課主査指導主事 中川幸太鴨居小学校教頭へ 

 

4. 2  辞令交付 

    学級編成説明会 

    ふれあい相談員・登校支援相談員辞令交付式 

4. 3  学習支援相談員辞令交付式 

    相談教室担任・支援員辞令交付式 

    日本語指導・学校生活適応支援員辞令交付式 

4. 4  学年始休業終了 

    学校司書辞令交付式 

4. 5  始業式・入学式（小・中・ろう・養） 

    始業式（高校） 

4. 6  入学式（高校） 

    学校体育指導員委嘱式 

    市立学校合同体育・保健体育科担当者会 

    教科指導員委嘱式 

    教科用図書担当者会① 

    中学校校長会 

4. 9  入園式（諏訪・大楠） 

    学校保健事務説明会 

4.10  中学校体育連盟総会・専門部会 

4.11  教科総会 

    給食開始 

    学校給食事務説明会 

    スクールカウンセラー連絡協議会① 

4.12  生徒指導担当者研修講座① 

    横須賀市学習状況調査（実施期間 12日～20

日） 

4.13  就学前教育と小学校教育の連携研修講座①

（幼稚園保育所こども園対象） 

    ことばや聞こえの調査説明会 

    教科書給与事務前期分報告締切 

4.15  第 67回中学校総合体育大会開始 

4.17  全国学力・学習状況調査 

4.18  教科外総会 

4.19  教職員人事評価システム評価者研修会（新任

教頭①） 

    児童指導担当者研修講座① 

4.20  教職員人事評価システム評価者研修会（新任

校長） 

4．1 横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所主査指導主事関口満城北小学校教頭へ 

 教育研究所主査指導主事宇佐美暁衣笠小学校教頭へ 

 教育研究所指導主事小平功一郎教育研究所主査指導主事へ 

 教育研究所指導主事髙橋有香教育研究所主査指導主事へ 

 国大附属鎌倉小学校より伊東誠司教育研究所指導主事へ 

 久里浜小学校より田山雅也教育研究所指導主事へ 

 教育研究所主任 佐藤明子 健康部へ 

 後任に総合高校より 川本正明着任 

 指導主事助手として 阿部優子着任 

 非常勤職員平野邦好退任 後任に鈴木眞人着任 

 非常勤職員塚原京子退任 後任に西村瞳着任 

 

 長期研究員 杉本奈々子（長井小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 3 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

   初任者研修校内指導教員研修講座① 

4.13 新任教頭研修講座① 

4.17 １年経験者研修講座① 

4.24 初任者研修講座①（開講式） 

4.26 臨時的任用職員研修講座① 

4.27 中堅教諭資質向上研修講座① 
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ジタル教科書」を検定教科書と同様に

使えるよう認める 

 5.31  文科省、全国学力テスト英語の予備

調査の問題を公表。英語の発信力を問

う内容に注目集まる 

 

 6. 3  神戸市教育委員会、16年度 10月に

中学 3年女子が自殺した問題で、市教

委の指導主事がいじめの存在を示す

「調査メモ」の隠蔽を当時の校長に指

示していたと公表 

 6. 8  地域住民や保護者らが学校運営に参

画するコミュニティ・スクール（学校

運営協議会制度）の導入は 5432校（4

月 1日現在）で、全国の公立学校の

14.7％に。文科省調査 

     文化庁の機能強化で改正文科省設置

法が参院本会議で可決・成立。音楽、

美術などの芸術教科は文科省から文化

庁に移管 

 6.13  成人年齢を 20歳から 18歳に引き下

げる改正民法が参院本会議で可決・成

立。22年 4月から 18歳で成人に 

 6.18  大阪府北部地震が発生。同府高槻市

立小学校でブロック塀が倒壊、登校中

の小 4女児が死亡。ブロック塀の危険

性に注目が集まる。高槻市、倒壊した

ブロック塀は、建築基準法に適合しな

い「違法状態」にあったことを明らか

に 

 6.27  文科省、全国学力・学習状況調査（全

国学力テスト）の追加分析の結果を発

表。保護者の年収や学歴が高いほど子

どもの成績は良いが、取り組み方次第

で学力向上は可能 

 

 7. 1  兵庫県多可町教育委員会の第三者委

員会、昨年 5月に同町立小学校の小 5

女児が自殺した件で、いじめが自殺の

主因とする報告書を公表 

 7.12  新潟県教委、今年 6月に県立高校 3

年男子生徒が自殺した件で、SNSなど

で中傷されるなどのいじめを受けてい

たと発表 

 7.13  文科省、17年度「文部科学白書」を

公表。初めて教員の働き方改革を特集。

教員の長時間労働を「看過できない深

刻な状況」を指摘 

 7.17  文科省、次期高校学習指導要領の「解

説」を公表。竹島、尖閣諸島などの領

土問題に関する日本政府の主張の正当

性を教えることなどを求める 

 7.19  最高裁第 1小法廷、卒業式の君が代

斉唱時に起立しなかったため、退職後

に再任用を拒否されたとする元教員ら

による損害賠償訴訟で、東京都の職権

乱用を認定した 1・2審判決を破棄、原

告の請求を棄却。元教員らの逆転敗訴

が確定 

 7.20  スポーツ庁、運動部活中の熱中症防

止を部活動ガイドラインに盛り込むよ

う教委、スポーツ団体などに通知 

 7.25  家族と一緒にいても小中学生の約 6

割がスマートフォンを操作。国立青少

年教育振興機構の国際比較調査 

 7.27  文科省、高校教科書の検定基準の一

    支援教育コーディネーター連絡会① 

    小学校校長会 

4.21  第 67回中学校総合体育大会開会式 

4.23  教職員人事評価システム評価者研修会（新任

教頭②） 

4.25  横須賀市学校保健会理事会 

    学校司書派遣校連絡会① 

    総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

4.27  学校予算事務説明会 

    小学校修学旅行説明会 

    全県指導主事会議 

 

5. 2  学力向上担当者会① 

5. 7  中学校校長会 

5. 8  小学校音楽担当者会 

5. 9  防災教育担当者会 

    学校・教育委員会合同防災訓練（午前） 

    心肺蘇生実技研修講座 

5.10  第 105回神奈川県公立小学校長会総会・研究

大会（川崎） 

    生徒指導担当者研修講座② 

5.11  学校評価担当者会 

    小学校国語担当者会 

5.12  第 43回小学校児童相撲大会 

    中学校演劇発表会実技研修会①1日目 

5.13  中学校演劇発表会実技研修会①2日目 

5.15  中学校修学旅行（～6/7） 

    小学校校長会 

5.16  学校水泳プール運営管理・安全指導説明会 

    外国人英語教員拠点校連絡協議会① 

5.18  人権教育担当者研修講座① 

5.22  支援教育コーディネーター連絡会② 

5.23  横須賀市学校保健会定期総会 

    特別支援学級新担任者研修講座① 

    小学校外国教育推進研修講座① 

5.25  支援教育研修講座① 

5.30  小中一貫教育に関する日 

 

6. 4  中学校校長会 

6. 6  教科用図書事務担当者会② 

    食育担当者会① 

    神奈川県中学校生徒指導担当教員研修講座 

    FLTミーティング① 

6.12  小学校校長会 

6.13  特別支援学級担当者会① 

    体育・保健体育科指導法講座① 

6.14  生徒指導担当者研修講座③ 

6.15  小（教科）・中（教科外）教育課程研究会一

日目① 

6.16  中学校スポーツ技術講習会（前期：ソフトテ

ニス） 

6.20  小（教科外）・中（教科）教育課程研究会一

日目① 

6.22  特別支援学級担任研修講座② 

    就学時健康診断説明回 

6.23  不登校をともに考える会～ハートフルフー

ラム～ 

6.25  小学校 5年生芸術鑑賞会 

6.26  小学校 5年生芸術鑑賞会 

    高等学校（定時制）修学旅行（～29） 

6.27  学校安全研修講座 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座② 

6.29  小中一貫教育担当者会 

    特別支援：教科書需要数報告締切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 8 ６年経験者研修講座① 

5. 9 教育研究所運営に関する懇話会① 

   学校情報化推進部会Ⅲ－① 

5.10 関東地区教育研究所連盟第 1回委員会・

総会・研究協議会（横浜市花咲研修室）

（～11日） 

5.11 学校運営基礎研修講座① 

   理科基礎技術研修講座① 

   よこすか教師塾① 

5.15 初任者研修講座② 

   第 1回Ⅰ期教育史編纂 PT会議 

5.16 研究員総会・研究成果発表会 

5.18 学校情報化推進部会Ⅴ－① 

   よこすか教師塾② 

   県教育研究所連盟総会（県総合教育セン

ター） 

5.23 理科基礎技術研修講座② 

5.29 学校情報化推進部会ⅠⅡ－① 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 1 中堅教諭資質向上研修講座② 

6. 5 １年経験者研修講座② 

6. 6 ICT担当者会① 

6. 7 臨時的任用職員研修講座② 

6. 8 6年経験者研修講座② 

   理科基礎技術研修講座③ 

   パワーアップ研修講座（英語） 

   よこすか教師塾③ 

6. 9 土曜科学教室 

6.12 初任者研修講座③（小学校） 

6.13 学校情報化推進部会Ⅴ－② 

6.14 全国教育研究所連盟総会・研究発表大会

（～15日）（山形県教育センター） 

6.15 教科用図書展示会（～28日） 

6.19 初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

   第 2回Ⅰ期教育史編纂 PT会議 

6.22 よこすか教師塾④ 

6.27 新任総括教諭研修講座 

   小学校理科担当者会 

6.29 中堅教諭資質向上研修講座③ 

   パワーアップ研修講座（達人） 

   パワーアップ研修講座（理科） 

6.30 土曜科学教室 

   スキルアップ研修講座 
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部改正案を公表。英語の 4技能重視な

どを求める 

 7.31  文科省、今年 4月に実施した「全国

学力・学習状況調査」の結果を公表 

 

 8. 2  文科省、2018年度「学校基本調査」

（速報値）の結果を公表。小中学校の

在学者数が過去最低を更新 

     青森市教育委員会の審議会、16年に

中２女子が自殺した件で、SNS上での

いじめが自殺の主因とする報告書を答

申 

     新潟県加茂市、夏休みなど長期休業

期間中は市立中学校全部の運動部を原

則休みにすると発表 

 8.10  文科省、全国の幼稚園から高校の約

4分の 1に当たる 1万 2652校のブロッ

ク塀の安全性に問題があると発表 

 8.22  文科省、19年度全国学力テストの問

題サンプルを公表。基礎基本を問うＡ

問題と活用力を問うＢ問題を統合し、

知識・活用を一体的に問う問題に変更

へ 

 8.30  全国の児童相談所が対応した児童虐

待件数は 13万 3778件で過去最高を更

新。厚生労働省まとめ 

 

 9. 3  経団連会長、記者会見で大学生の採

用日程などを定めた就職活動ルールを

2021年春採用から廃止する意向を表

明 

 9. 4  文科省、東京医科大の不正入試問題

を受けた緊急全国調査の結果を公表。

国公私立医学部の約 8割に当たる 63

大学で、男子の合格率が女子より高か

ったことが明らかに 

 9.11  経済協力機構（OECD）が「図表で見

る教育 2018」を発表。日本の公的教育

投資の支出割合は 2.9％で、比較可能

な加盟国中で最低 

     新潟県教委の第三者委員会、16年に

高 1男子が自殺した件で、学校でいじ

めがあったと認定するとともに、学校

の対応が不十分だったとする報告書を

まとめる 

 9.13  全日本教職員組合（全教）、全国学力

学習状況調査（全国学力テスト）のた

めに、公立の小学校の 5割、中学校の

3割が事前に特別な指導をしていたと

する実態調査の結果を発表 

 9.14  大阪市長、全国学力テストの成績を

教員の人事評価に反省させる制度を今

年度中に創設する方針を教育委員との

総合教育会議で表明 

 

10. 4  今年上半期（1月～6月）に児童虐待

の疑いで全国の警察が児童相談所に通

告していた子どもの数は3万7113人で

過去最高に。警察庁まとめで判明 

10. 7  スポーツ庁、17年度「体力・運動能

力調査」の結果を発表。子どもの体力

は緩やかな向上傾向に 

10. 9   経団連、21年春採用以降の大学生

の就職活動ルールを廃止することを正

式に決定 

10.17  福岡県教委、来春の県立高校入試か

7. 2  人権教育指導者養成講座① 

    神奈川県小学校児童指導担当教員研修講座 

    校長会連携研修（中学校） 

    中学校校長会 

7. 4  学校図書館担当者会 

7. 5  よい歯の図画・ポスター及び標語コンクール

審査会 

    小学校外国語教育推進研修講座② 

7. 6  校長会連携研修（小学校） 

    小学校校長会 

7.11  横須賀市学校保健会理事会 

7.12  生徒指導担当者研修講座④ 

    児童指導担当者研修講座② 

7.13  学力向上担当者会② 

7.18  支援教育コーディネーター連絡会③ 

7.20  給食終了 

7.21  夏季休業開始 

7.25  小学校等体育科夏季研修講座①② 

7.26  小学校等体育科夏季研修講座③④ 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座③ 

7.27  県中学校総合体育大会総合開会式 

    高等学校：教科書需要数報告締切 

7.28  第 35回横須賀市中学校演劇発表会 1日目 

7.29  第 35回横須賀市中学校演劇発表会 2日目 

7.30  学校保健夏季研修講座（健康安全） 

    道徳科研修講座 

    算数科／数学科研修講座 

    小学校外国語教育：授業力向上セミナー① 

7.31  応急手当普及員再講習会① 

 

 

 

8. 1  第 60回全国公立学校教頭会研究大会札幌大

会（～3日） 

8. 2  中学校教育課程研究会二日目 

8. 3  小学校教育課程研究会二日目 

    中学校全国・関東体育大会出場選手激励会 

    中学校管理職研修会 

8. 6  児童生徒健康・体力向上推進研修講座 

8. 7  学校水泳指導法研修講座① 

    外国語活動研修講座 

8. 8  学校水泳指導法研修講座② 

    幼児教育研修講座 

    外国語活動研修講座 

8. 9  中学生連合生徒会役員研修会① 

    中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座

①② 

    司書教諭研修講座（読書指導研修講座） 

8.10  応急手当普及員再講習会② 

    支援教育研修講座③ 

    中学生連合生徒会役員研修会② 

    中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座

③ 

    小学校外国語教育：授業力向上セミナー② 

8.11  第 15回中学生創造アイデアロボットコンテ

スト横須賀大会 

8.17  応急手当普及員再講習会③ 

8.18  第 31回子どものための音楽会 

8.20  国語科研修講座 

    生活科研修講座 

    総合的な学習の時間研修講座 

    中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座

④（中学校保健体育科教諭対象心肺蘇生法講

習会） 

    図画工作科／美術科研修講座 

    防災教育研修講座 

7. 3 初任者研修講座④ 

7. 4 養護教諭研修講座 

7. 6 学校運営基礎研修講座② 

   よこすか教師塾⑤ 

7.10 臨時的任用職員研修講座③ 

7.11 6年経験者研修講座③ 

   校務情報化研修①－１ 

   県教育研究所連盟指導主事研修（県総合

教育センター） 

7.13 学校情報化推進部会Ⅴ－③ 

7.17 校務情報化研修①－２ 

   初任者研修講座③（中学校） 

7.18 校務情報化研修①－３ 

7.21 土曜科学教室 

7.23 第 1回応急手当普及員講習会①② 

7.24 第 1回応急手当普及員講習会③④ 

   理科基礎技術研修講座④－１ 

7.25 理科基礎技術研修講座④－２ 

7.26 学校づくり研修講座 

   初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

   初任者研修校内指導教員研修講座② 

   教育課題研修講座 

   ICT活用実践研修講座 

7.27 サイエンスサマー2018 

7.30 学校づくり研修講座 

   理科基礎技術研修講座④－３ 

   ICT活用実践研修講座 

7.31 初任者研修講座⑤⑥ 

   学校づくり研修講座 

   教育課題研修講座 

   第 3回Ⅰ期教育史編纂 PT会議 

 

8. 1 中堅教諭資質向上研修講座④ 

   夏季大学 

   小・中学校理科教材研究講座１ 

8. 6 コミュニケーション研修講座 

   教育課題研修講座 

   学校づくり研修講座 

   理科研修講座 

   科学教養研修講座 

8. 7 １年経験者研修講座③④ 

   夏季大学 

   学校づくり研修講座 

   理科基礎技術研修講座④－４ 

8. 8 学校運営基礎研修講座③ 

   教育課題研修講座 

   ICT活用実践研修講座 

   コミュニケーション研修講座 

   小・中学校理科教材研究講座２ 

8. 9 理科基礎技術研修講座⑤ 

   夏季大学 

8.10 理科基礎技術研修講座⑥ 

8.13 Yknet全面停止（1日） 

8.16 横浜国立大学連携研修講座 

8.20 初任者研修講座⑦⑧（宿泊研修） 

8.21 初任者研修講座⑨⑩（宿泊研修） 

8.29 学校情報化推進部会Ⅲ－② 
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ら願書や受験票の性別欄を廃止すると

発表 

10.25  文科省、17年度「問題行動・不登校

調査」の結果を公表。全国の小中高校

などのいじめ認知件数は、前年度比 9

万 1235件増の 41万 4378件で過去最多

を更新 

 

11. 5  管理職を志望する小中学校教員は男

性 29.0％、女性 7.0％で性役割意識が

明らかに。国立女性教育会館の「教員

のキャリアと生活調査」 

11. 8  大阪府教委、府立高校 10校で教科免

許がない教員の指導で不適切な単位認

定がおこなわれていたと発表 

11.13  甲府地裁、校長のパワハラでうつ病

になったとする小学校教員による損害

賠償訴訟で、校長の逸脱行為を認め山

梨県と甲府市に 296万円の支払いを命

じる 

11.14  東京都青梅市教委、15年に中 1男子

が自殺したとみられる権で、いじめの

存在を認定する第三者委員会の報告書

を公表。死亡との因果関係は認めず。 

11.16  大学生の就職内定率は 77.0％（10

月 1日時点）で過去最高に。文科、厚

労の両省調査 

11.18  鹿児島県の調査委員会、14年に高 1

男子が自殺した件で、いじめの存在を

認定する中間まとめを公表。県教委の

第三者委員会報告を覆す。 

11.22  文科省、20年代の早い時期に小中高

校で IT活用による遠隔授業を実施で

きるようにするなどとした「新時代の

学びを支える先端技術のフル活用に向

けて～柴山・学びの革新プランを発表 

     文科省、中央教育審議会の「人口減

少時時代の新しい地域づくりに向けた

社会教育の振興方策」答申案を公表 

11.26  中教審、大学の連携・統合を促す規

模の適正化などを求めた「2040年に向

けた高等教育のグランドデザイン」を

文科相に答申 

 

12. 6  中教審の特別部会、1年単位の変形

労働時間制導入を柱とする学校の働き

方改革答申案を公表 

12. 8  外国人労働者の受入を拡大する改正

出入国管理法が参院本会議で賛成多数

で可決・成立。外国人児童生徒の増加

が課題に 

12.14  文科省、医学部不正入試問題の緊急

調査結果を公表。81大学のうち不適切

な入試は東京医科大など 9大学、不適

切な可能性が高いのが 1大学で計 10

大学 

     文科省、19年度「全国学力・学習状

況調査」（全国学力テスト）の実施要領

を発表。4月 18日に実施、中 3で初め

て英語のテストを実施 

12.20  スポーツ庁、スポーツ界での不祥事

多発を受け、「ガバナンス・コード」制

定などの不祥事防止策をまとめる 

12.21  政府、19年度予算案を閣議決定。幼

児教育・保育の無償化で約 3880億円、

文科省関係では小学校の英語専科教員

8.21  第 2回応急手当普及員講習会①② 

    支援教育コーディネーター連絡会④ 

    外国語科研修講座 

8.22  第 2回応急手当普及員講習会③④ 

    支援教育研修講座④ 

    音楽科研修講座 

    小学校外国語教育：授業力向上セミナー③ 

8.23  社会科研修講座 

    児童指導担当者研修講座③ 

8.24  新学習指導要領説明会（小学校） 

8.25  第 66回中学校総合体育大会（水泳の部） 

8.28  給食開始 

8.29  夏季休業終了 

8.30  生徒指導担当者研修講座⑤ 

8.31  読書感想文締切 

 

9. 3  中学校校長会 

    教科書給与事務前期転学分報告締切：中学校 

9. 4  読書感想文審査準備会 

9. 5  読書感想文 1次審査会 

    図画工作科担当者会 

    幼稚園教育課程研究会 

9. 6  教科予給与事務後期・前期転学分報告締切：

小学校 

9.11  読書感想文 2次審査会 

    小学校校長会 

9.12  小学生創意くふう展搬入 

    特別支援学級新担任研修講座⑤ 

    FLTミーティング② 

9.13  小学生創意くふう展審査会 

9.15  小学生創意くふう展（～16日） 

9.19  小学生創意くふう展搬出 

9.28  支援教育研修講座⑥ 

 

10. 1 中学校校長会 

10. 2 学習支援員連絡会 

10. 3 小学校外国語教育推進研修講座③ 

10. 4 生徒指導担当者研修講座⑥ 

10. 5 前期終業式 

    給食終了 

10. 6 不登校児童生徒等のため不登校相談会・進路

説明会 

10. 7 スクールバンドフェスティバル 

10. 9 秋季休業開始 

10.10 秋季休業終了 

10.11 後期始業式 

    給食開始 

    人事校長会議 

10.12 よこすか子ども科学賞搬入 

10.13 第 50回小学校児童陸上記録大会（予備日 14

日） 

10.17 横須賀市中学校教育課程研究会（総則部会二

日目） 

    よこすか子ども科学賞審査会（第一次） 

    FLTミーティング③ 

10.19 よこすか科学賞搬出 

    全県指導主事会議 

10.20 第 69回中学校男子駅伝競走大会 

    第 35回中学校女子駅伝競走大会 

10.24 横須賀市小学校教育課程研究会（総則部会二

日目） 

    学校司書派遣校連絡会② 

    道徳教育連携・推進高座①（久里浜中学校） 

10.25 児童指導担当者研修講座④ 

10.30 特別支援学級担当者会② 

10.31 小中一貫教育に関する日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 4 学校情報化推進部会Ⅴ－④ 

9. 7 中堅教諭資質向上研修講座⑤ 

   パワーアップ研修講座（理科） 

9.11 初任者研修講座⑪ 

9.18 初任者研修拠点校指導教員研修講座④ 

9.21 パワーアップ研修講座（英語） 

   よこすか教師塾⑥ 

9.29 土曜科学教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.11 全国教育研究所連盟研究協議会（～12

日）（茨城県教育研究センター） 

10.12 よこすか子ども科学賞搬入 

10.16 学校運営基礎研修講座④ 

10.17 よこすか子ども科学賞審査会（第一次） 

10.19 中堅教諭資質向上研修講座⑥ 

    パワーアップ研修講座（達人） 

    パワーアップ研修講座（英語） 

    よこすか子ども科学賞搬出 

    よこすか教師塾⑦ 

    第 65回県教育研究所連盟教育研究発表

大会（横浜市西公会堂） 

10.20 土曜科学教室 

10.23 初任者研修講座⑫ 

10.26 臨時的任用職員研修講座④ 

    関東地区教育研究所連盟第 90回研究発

表大会・第 2回大会（川崎市高津市民館） 

10.30 校長・園長研修講座 

    副校長・教頭研修講座 
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を中心に教職員定数の 1456人増員な

どを盛り込む 

     文科省、特別支援学校高等部の新学

習指導要領案を公表 

12.25  17年度に精神疾患で休職した公立

学校教員は 5077人で 4年ぶりに増加。

文科省の「人事行政状況調査」 

12.27  文科省、デジタル教科書の制度化に

伴う「学習者用デジタル教科書の効果

的な活用の在り方等に関するガイドラ

イン」を公表 

12.28  政府の関係閣僚会議、幼児教育と高

等教育の無償化の具体化に向けた方針

を決定。高等教育は 20年 4月から低所

得者世帯の学生を対象に給付型奨学金

を支給 

 

 1. 7  大学入試センター、「大学入学共通テ

スト」で英語の民間資格検定試験の成

績を一元的に集約して大学に提供する

「大学入試英語成績提供システム」（仮

称）の概要を公表 

 1.11  中央教育審議会の特別部会、学校の

働き方改革で昨年末に公表した勤務時

間ガイドライン案を一部修正。残業時

間の算定に休日労働も含めると明記 

 1.15  文科相、増加する外国人児童生徒へ

の対策検討チームを省内に設置すると

発表 

 1.18  政府の教育再生実行会議、普通科の

見直しを柱とする高校改革に向けた中

間報告をまとめる 

 1.21  中教審の教育課程部会、「新学習指導

要領における「児童生徒の学習評価の

在り方について」の報告をまとめる。

高校の指導要録に観点別評価を導入 

 1.23  文科省、発達障害のある子どもの学

習支援策に関する政策プランを公表。

通級指導担当教員に研修受講の履修証

明制度を導入へ 

 1.25  中教審、「新しい時代の教育に向けた

持続可能な学校指導・運営体制の構築

のための学校における働き方改革に関

する総合的な方策について」を文科相

に答申。公立学校教員の残業時間は原

則月 45時間、年 360時間」を上限に 

     文科相、中教審答申を受けて省内に

「学校における働き方改革推進本部」

を設置 

 1.29  大阪市教委、市独自学力テストの成

績の伸びを校長の人事評価に反省させ

る人事評価制度を導入する方針を総合

教育会議で示す 

 1.31  千葉県野田市教委、父親（25日に逮

捕）よる暴力で小 4女児が死亡した件

で、虐待を訴えた学校のアンケートの

コピーを父親に渡していたことを記者

会見で明らかに 

 

 2. 1  日教組、第 68次教研集会を北九州市

で開催（～3） 

     文科相、今年千葉県野田市で小 4女

児が父親の虐待で死亡したとされる事

件で、同市教委が虐待に関する学校ア

ンケートのコピーを父親に渡していた

ことを「極めて遺憾」と批判。聞き取

11. 2 よこすか子ども科学賞審査会（第二次） 

11. 5 中学校校長会 

11. 6 高等学校教育課程研究会 

    久里浜中学校研究発表会 

11. 7 人権教育指導者養成講座② 

11. 8 生徒指導担当者研修講座⑦ 

    第 59回関東甲信越地区公立学校教頭会栃木

大会（～9） 

11.10 第 36回表現運動・ダンス発表会 

11.14 支援教育コーディネーター連絡会⑤ 

11.16 特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

11.20 岩戸中学校研究発表会（中間） 

    田浦中学校研究発表会（中間） 

    小学校校長会 

11.21 第 71回児童生徒造形作品展担当者会 

    道徳教育連携・推進講座②（高坂小学校） 

    支援教育研修講座⑦ 

11.22 読書感想画〆切 

11.24 中学校スポーツ技術講習会（後期：水泳競技） 

11.28 読書感想画審査準備会 

    学力向上担当者会③ 

11.30 第 8回横須賀市児童生徒ふれあい作品展（～

4日） 

    平成 30年度第 2回小・中学校教育課程研究

会運営委員会 

 

12. 3 中学校校長会 

12. 4 読書感想画審査会 

12. 5 第 52回小学校児童ボール運動大会（予備日 7

日） 

    スクールカウンセラー連絡協議会② 

12. 6 生徒指導担当者研修講座⑧ 

    児童指導担当者研修講座⑤ 

12. 7 総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

12. 8 よこすか子ども科学賞表彰式・発表会 

12.11 支援教育研修講座⑧ 

12.12 人権教育担当者研修講座③ 

    FLTミーティング④ 

    学校選択制申込み締切 

12.14 学級編成調書説明会 

    小学校校長会 

12.18 育ちと支援をつなぐ研修会 

12.19 学校保健会校長部会講演会 

12.25 冬季休業開始 

    給食終了 

 

1. 4  読書感想画展搬入 

1．5  読書感想画展（～8日） 

1．7  冬季休業終了 

    中学校校長会 

1．8  読書感想画展搬出 

    給食開始 

1．9  学校研究委託担当者会 

1.10  生徒指導担当者研修講座⑨ 

1.11  第 71回児童生徒造形作品搬入 

1.12  第 71回児童生徒造形作品展（～28日） 

1.16  教育フォーラム 

    FLTミーティング⑤ 

1.17  児童生徒書写作品展搬入 

    平成 30年度第 1回横須賀市総合教育会議 

1.18  第 38回体力つくり実践研究発表大会 

    児童生徒書写作品展（～22日） 

    支援教育研修講座⑨ 

    全県指導主事会議 

    県学力向上シンポジウム 

1.22  児童生徒書写作品展搬出 

11. 2 理科基礎技術研修講座⑦ 

    よこすか子ども科学賞審査会（第二次） 

11. 6 初任者研修講座⑬－１ 

11. 7 学校情報化推進部会ⅠⅡ－② 

11. 9 パワーアップ研修講座（理科） 

    第 4回教育史編纂 PT会議 

11.13 初任者研修講座⑬－２ 

11.14 学校情報化推進部会Ⅲ－③ 

11.16 パワーアップ研修講座（達人） 

    パワーアップ研修講座（英語） 

    よこすか教師塾⑧ 

11.17 土曜科学教室 

    スキルアップ研修講座 

11.20 初任者研修講座⑬－３ 

11.27 臨時的任用職員研修講座⑤ 

11.30 学校運営基礎研修講座⑤ 

    パワーアップ研修講座（達人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 4 初任者研修講座⑭－１ 

12. 7 新任校長研修講座 

12. 8 土曜科学教室 

    スキルアップ研修講座 

    よこすか子ども科学賞表彰式・発表会 

12.11 初任者研修講座⑭－２ 

12.14 パワーアップ研修講座（英語） 

    第 5回Ⅰ期教育史編纂 PT会議 

    よこすか教師塾⑨ 

12.18 初任者研修講座⑭－３ 

12.19 パワーアップ研修講座（理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.11 1年経験者研修講座⑤ 

1.15 6年経験者研修講座④ 

1.16 教育研究所運営に関する懇話会② 

   中堅教諭資質向上研修講座⑦ 

1.19 土曜科学教室 

   スキルアップ研修講座 

1.22 初任者研修講座⑮ 

1.25 パワーアップ研修講座（達人） 

   よこすか教師塾⑩ 

1.28 教育研究所連盟研究協議会 人材育成部

会（大磯町保健センター） 

1.29 初任者研修拠点校指導教員研修講座⑥ 

   県教育研究所連盟研究協議会 調査研究

部会（平塚市教育会館） 

1.31 県教育研究所連盟研究協議会 教育課程

部会（葉山町教育総合センター） 
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り調査のため職員を派遣すると公表 

 2. 4  文科省、特別支援学校高等部の新学

習指導要領を告示。卒業後の社会的自

立に向けた内容を拡充 

 2. 5  山口県の第三者委員会、2016年に高

2男子が自殺した件で、教員による「い

じめに類する行為」があったと認定す

る報告書を公表 

 2. 7  警察が18年度中に児童虐待の疑いが

あるとして児童相談所に通告した子ど

ものかずは前年度比 22.4％増の 8万Ⅰ

04人で過去最高を更新。警察庁まとめ 

 2. 8  政府、児童虐待防止に関する関係閣

僚会議を開催。1か月以内にすべての

虐待事案の緊急安全確認を行うことな

どを決定 

     文科相、野田市の小 4児童虐待死事

件を受け、全国の学校、教委に緊急点

検を要請する方針を表明 

 2.12  政府、幼児教育無償化に向けた子育

て支援法改正案を閣議決定。今年 10

月から 3～5歳児の幼児教育・保育が無

償化に 

     文科省、22年度からの成人年齢引き

下げを受けて、家庭科による消費者教

育を高 2までに履修するとした高校学

習指導要領家庭科改正案を公表 

 2.13  東京都、子どもの虐待防止に関する

条例案を公表。保護者による体罰の禁

止を盛り込む 

 2.14  文科省、児童虐待防止のため 2月 1

日以降欠席している子どもの安全を確

認する緊急点検の実施を都道府県教委

などに通知 

 2.18  大阪府教委、災害時の安否確認など

のため小中学校への子どもによるスマ

ートフォンや携帯電話の持ち込みを認

めると発表 

 2.19  文科相、小中学校への携帯電話やス

マホの持ち込みを「原則禁止」とした

09年の文科省通知を見直す意向を表

明 

     大津地裁、11年に自殺した中 2男子

の遺族による損害賠償訴訟で、いじめ

を行った元同級生2人に計3700万円の

支払いを命じる 

 2.27  自民党の特命委員会と厚生労働部

会、児童虐待防止法の改正で保護者に

よる体罰の禁止を明記する方針を合同

会議で確認 

 2.28  文科・厚労両省の合同プロジェクト

チーム、虐待の恐れがある子どもが連

続 7日以上欠席した場合、学校が児相

に情報提供するという新ルールを策定 

 

 3.１  教員の教職員団体加入率は、33.3％ 

   （昨年 10月 1日現在）で 43年連続の低

下。文科省の教職員団体加入状況調査。 

 3. 5  愛知県豊田氏の第三者委員会、18年

7月に小 1男児が郊外学習後に熱中症

の疑いで死亡した事故は、教員の知識

不足により適切な措置を取らなかった

ことが原因とする報告書まとめる。 

 3.7  東京都教育委員会は、運動部に続いて

文化部の活動時間についても平日 2時

間程度、週 2日以上の休養日を設ける

    小学校校長会 

1.23  学校保健研究会健康安全部会研究発表会 

    造形教育研究発表会・講演会 

1.25  支援教育コーディネーター連絡会⑥ 

    神奈川県小学校教頭会研究大会横須賀大会 

    高等学校（全日制）修学旅行（～29日） 

1.29  第 71回児童生徒造形作品展搬出 

1.30  小中一貫教育に関する日 

 

2. 1  平成 31年度第 1回小・中学校教育課程研究

会運営委員会 

2. 4  中学校校長会 

2. 6  横須賀市学校保健大会 

    特別支援学級新担任者研修講座⑧ 

2. 7  生徒指導担当者研修講座⑩ 

2. 8  道徳教育担当者会 

2.11  YOKOSUKA English World 2019 

2.12  小学校校長会 

2.13  食教育研究会研究発表会 

    教科用図書担当者会③ 

2.20  人権教育指導者養成講座③ 

    学校保健研究会養護教諭部会研究発表会 

    外国人英語教員拠点校連絡協議会② 

    第 106回神奈川県公立小学校長会定期総会・

研究大会（大和） 

2.22  総括教諭等学校運営者連絡会③ 

    食育担当者会② 

2.26  支援教育コーディネーター連絡会⑦ 

2.27  支援教育研修講座⑩ 

2.28  児童指導担当者研修講座⑥ 

 

3. 1  高校卒業式 

    教科書給与事務後期転学分報告締切 

3. 4  中学校校長会 

3. 5  小学校校長会 

3.14  生徒指導担当者研修講座⑪ 

3.15  給食終了 

    大楠幼稚園卒園式 

3.18  諏訪幼稚園卒園式 

3.19  小学校卒業式（5～8部会） 

3.20  小学校卒業式（1～4部会） 

3.25  修了式 

3.26  学年末休業開始 

3.29  退職辞令交付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 1 中堅教諭資質向上研修講座⑧ 

2. 4 県教育研究所連盟研究協議会 教育相

談・支援教育部会（逗子市役所） 

2. 5 学校情報化推進部会Ⅲ－④ 

2. 6 ICT担当者会② 

2. 8 第 6回教育史編纂 PT会議 

2.12 学校情報化推進部会ⅠⅡ－③ 

2.13 学校情報化推進部会Ⅴ－⑤ 

2.15 校務情報化研修②③－１ 

   よこすか教師塾⑪ 

2.18 長期研究員プレ研究発表会 

2.19 初任者研修講座⑯ 

2.20 校務情報化研修②③－２ 

2.22 校務情報化研修②③－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 1 長期研究員研究発表会 

   よこすか教師塾⑫（閉講式） 

 

 

 

 



- 74 - 

などのガイドラインを策定。 

 3.8   政府、放課後児童クラブ（学童保育）

の職員配置基準を全国一律から市町村

ごとに設定できるようにする地方分権

一括法案を閣議決定。 

 3.12  政府は、法学部 3年間で法科大学院

へ進学できる「法曹コース」の創設と、

法科大学院在学中の司法試験受検を認

めるなどの法曹養成制度改革の関連法

改正案を閣議決定。 

 3.13  通信アプリ LINE、インターネット交

流サイト（SNS)を通じて子どもの悩み

を受け付ける文科省の相談事業に公式

アカウント使用無償化などの支援を進

めると発表。 

 3.14  全国の警察が昨年 1年間に児童虐待

として摘発した事件は、1380件、被害

にあった子どもの数は 1394人に。警察

庁まとめ。 

 3. 15  17年度に新たに廃校となった公立学

校は 358校（小 249校、中 74校、高校・

特別支援学校 35校）に。文科省まとめ。  

 3.15  国土地理院、過去の自然災害を記録

した石碑などを示す、「自然災害電消

費」の地図記号を新たに制定。 

 3.18   文科省、29年度からの外国人労働者

受け入れ拡大に備えて、外国人の子ど

もの就学促進を通知 

 3.18  兵庫県尼崎市教委の第三者委員会、17

年 12月に中 2女子が自殺した件で、学

校でのいじめと教員の不適切な対応が

「自死に影響を及ぼした」とする報告

書を公表。 

 3.19  政府は児童虐待防止法案等の改正案

を閣議決定。「しつけ」を理由とした親

による体罰の禁止を明記。 

 3.20  茨城県の第三者委員会、15年に取手

市で中 3女子が自殺した件で、担任の

誤った指導がいじめを助長したとする

報告書を知事に提出。 

 3.22   文科省・スポーツ庁、「障害者のスポ

ーツ活動推進プラン」を公表 

 3.26  文科省、20年度から使用する小学校

教科書の検定結果を公表。主体的学び

重視の新学習指導養老対応で、平均ペ

ージ数が 10％増加。 

 3.26  熊本県教委の第三者委、18年 5月に

高 3女子が自殺した件で、自殺といじ

めの因果関係を認めた報告書を提出。 

 3.27  幼児教育無償化の経費などを盛り込

んだ 19年度政府予算が、参院本会議で

可決・成立。 

 3.27  福岡高裁、福岡市立中学校の特別支

援学級に在籍した発達障害の元生徒

が、英語を教えてもらえず学習権を侵

害されたとして賠償を求めた訴訟で、

担任教諭の「裁量権逸脱」を認め、同

市に 55万円の支払いを命じる。 

 3.28  文科省、千葉県野田市の小 4女児虐

待死事件を受けた緊急点検の結果を公

表。虐待の恐れがある児童生徒は全国

で 2656人に。 

    東京都議会、親による体罰の禁止を明

記した児童虐待防止条例が全会一致で

可決・成立。  
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